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1．はじめに

本校国語科では中。高6ヶ年を見通した教材編成を研究プロジェクトとして進めており，現在

は古典教材の編成をその課題としている。（現代文についてほ既に完成しており，その報告は本

校『研究紀要』30。31集でなされている。）

昨年度はその予備的調査1として，古典学習に対する生徒の意識調査，及び古典的素養の程度

について調べてみた。その結果，現在の中学。高校生にとって古典がより遠いものになりつつあ

ることを，漠然とした感じではなく具体的数字として押さえることができた。今年度は予備調査

をさらに進めるとともに，昨年度の調査結果をふまえ，中学。高校で従来の教材観とは違った観

点での教材設定，授業実践を試みてみた。以下がその報告である。

2．古典学習の前提となる素養調査－『小倉百人一首』一

昨年度，「古典学習の前提となる素養調査」として「住居。服飾の名称」「いろほガルタ」に関

する調査を行った。本年度も引き続き，中◎高校生が古典に関わる興味関心をどの程度持ってい

るかを調べる目安として，『小倉百人一首』をどれ位知っているかを調査した。『小倉百人一首』

を対象として選んだ理由は，藤原定家撰ということで中世以降歌人たちが聖典として仰ぎ，近世

国学者が作歌。古典の入門書として重んじ，近世以降「歌がるた」と結びついてよく普及し愛玩

され，古典作品の代表選手といってよい存在であるからである。また中学校。高校で教科として

「古典」を習う以前に，生徒が古典和歌にはじめて接するものであろうからである。『百人一首』

を教材として現場で用いるむきも多いが，一体生徒がどの位『百人一首』に接しており，どの位

慣れ親しんでいるのかを知ることによって，生徒と古典の距離がどれ位のものであるかを知る目

安としようと考えた訳である。
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〔調査法〕

百首それぞれの第三句目を空欄にし，そこに補充させる方法をとった。上旬下旬を結びつけさ

せる，とか，何句目かを空欄にし該当句を選択させて答えさせるという方法も考えたが，うろ覚

えで答えられて実態を把握できないよりほ確実に生徒に定着している度合を把握したいと考えた

からであり，第三句目を空欄にしたのほかるた遊びのために第一旬日と第四旬日だけを照応させ

て覚えているといった類を避けようとしたためである。漢字。仮名遣いといった表記面にはこだ

わらず，とにかく覚えているかどうかだけを点検した。1993年9月，中学1年生から高校2年生

までの5学年全クラスを対象に実施し，時間ほ約20分間として，学校裁量時間をこれに充てた。

また追加の質問として以下に挙げる，『百人一首』に関するアンケートも同時に実施した。

〔アンケートの内容と結果〕
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中1 ％ 中2 ％ 中3 タ‘ 中計 中％ 苗1 タ‘ 高2 タ‘ 苗計 苗タ‘ 会計 全，‘

人数 122 118
≠

107 347 157 159 316 663

党 有 34 27．9 31 26．3 23 21．5 甚8 25．4 45 28．7 41 25．8 丘6 27．2 174 26．2

触 88 72．1 87 73．7 84
一閃．5

259 74．6 112 71．3 11丑 74．2 230 72．8 489 73．8

かる有 77 63．1 79 66．9 了9 73．8 235 67．7 118 73．9 103 64．8 219 69．3 454 68．5

頚托 45 36．9 39 33．1 28 26．2 112 32．3 41 26．1 56 35．2 97 30．7 209 31．5

経験有 73 59．8 73 61．9 73 6怠．2 219 63．1 102 65．0 145 91．2 247 78．2 466 70．3

無 49 40．2 45 38．1 34 31．8 128 36．9 55 35．0 14 8．8 69 21．8 197 29．7

どこア 42 34．4 44 37．3 47 43．9 133 38．3 7（） 44．6 64 40．3 134 42．4 267 40．3

イ・ 1 0．8 1 8．9 3 2．8ン 5 1．4 3 1．9 3 1．9 6 1．9 11 1．7

ウ 41 33．6 55 46．6 40 37．4 136 39．2 48 38．6 36 22．6 84 26．6 220 33．2

エ 10 臥2 5 4．2 4 3．7 19 5．5 9 5．7 8 5．0 17 5．4 36 5．4

オ 6 4．9 8 6．8 0 0 14 4．0 27 17．2 94 59．1 121 38．3 135 28．4

＊rあるj頃合にほ、いつごろ・どのようなきっかけで覚えましたか．

く結艶内の欧字ほ全て内政）

0いつごろ

・中一 中ニ 中三 高一 高ニ

幼抱囲で ¢ l 3 ¢ l

′lヽ竿投で 39 28 17 38 13

レト竿投－・ニ年） 二（2） く4） （1） （¢） （¢）

レト字校三・四年）
、（12）

く5） ■tl〉 （各） く5）

レト学校五・六年） （10） い2〉 （6） （る） （3）

中等放で ○ ¢ ○ lS 20

く中寧攻一年） （OI く2）

（中等投一年〉 （¢） （之）

（中等投三年） （¢〉 （ユ）
丘＆
日 ¢ 3 ¢ 2 1

忘れた 2 ¢ 0 ¢ 8

0どのようなきっかけで

中一 申ニ 中三 高一 高ニ

琴投に国連して け 13 12 3S 24

（竿校の宿題として ） く¢‡ く1） く1） （4） （5）

（事故の先生に嘗あれて） （5） く3） く1） （2） （0）

（学校の行軍として ） （8） （0） （4〉 （¢）
＿（¢）

（宰校の授系を通して） （3〉 （5） （2） ＝○） （7）

（クラブに所属していて） （1） （り くり （2） （8〉

（大会があって ） （¢） （3） （3） ＝丁〉 ＝2）

家應に国連して 8
，之

1 6 1

（父母に影響されて 〉 （り （¢） （り （0〉 （¢）

（兄姉に影響さ九て ） （2〉 （2） （¢） （0） （り

（親戚に影響されて ） （¢） （○〉 （0） くり （0）

玄人に影響されて 0 0 ¢ 0 】

浣行ったから 1 0 0 8 0

早く放れるように ¢ 3 ¢ 1 ¢

かりこいいから 1 0 ○ ○ 0

ただあったから 1 l 8 ¢ 0

なんとなく 0 0 0 ¢ 4

ファミコンに珂述して 1 0 ¢ 0 ○

正月にやるから 2 ¢ 0 ¢ ¢
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＊tr（r盲人一雷かるたjを）やったことがrあるj塙含にほ、どこでやりましたか．Jの貿抑こ、

rオ その他Jと答えたむのの内訳

中一 中ニ 中三 高一、高こ

祖父経の家で 1 3 0 1 0

田舎で 1 0 ¢ 8 1

親戚の家で 3 2 ¢ 5 1

クラブで 1 】 0 ¢ ¢

公民館で l 0 0 0 8

や字で 0 0 0 20 92

〔百人一首，（第3句空欄補充）の調査結果）〕

Ⅰ→1ヘノ100番歌の各歌毎の正答人数とその百分率

Ⅱ→100首中の正解歌数別の人数とその百分率

（13頁～18頁参照）

〔考察〕

まず，『百人一首』に関するアンケートから見てみると，覚えた経験がある老が26．2％でほぼ

1／4に達し，そのきっかけになったものの多くは，「学校に関連して」であることが分かる。

また「百人一首かるた」をやったことがある老ほほば7割である。場所ほ，家庭が4害批 学校が

1／3を占めている。家にかるたがあると答えた老が7割近くあるにも関わらず，家庭で行った

老が四割であることを考えると，家にかるたがあっても「かるた取り」が毎年正月を彩る行事と

して行われている訳ではないのであろう。要するに，生徒の『百人一首』との関わり合いほ，家

もしくほ学校で，正月に時おり行われるかるた取り遊びとして触れるだけのものとしてあり，そ

の時その時で接するだけの一過性のものであって内容を理解したり歌を蔑んじたりするというも

のではないようである。覚えようとした老の場合も，学校行事として学校内で行われた大会に備

えるか，もしくほ先生に覚えるように言われた，といった触発的なものであり，『百人一首』が

彼らの生活に浸透しいる程度ほ極めて低いと言わぎるを得ない。

（ちなみに本校では『百人一首』大会といったものを定例化して実施していない。中学生で「中

学校で」覚えたと答えている老が0であるのほそのためである。アンケートの対象となった学年

のうち，高校2年生だけほ中学校3年次の冬に学校で「百人一首大会」を行っており，そのため

「中学校で百人一首かるたをやったことがある」の数字が92となっている。各歌の正答率もその
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r百人一別各歌毎の正答生徒数と百分率
①

中1 ％ 中2 ％ 中3 ％ 中計 中％ 苗1 ％ 高2 ％ 苗計 高％ 会計 全％

122 118 107 347 157 159 316 663

1 24 19．7 23 19．5 24 22．4 71 20．5 32 20．4 65 40．9 97 30．7 168 25．3

2 44 36．1 38 32．Z 46 43．0 128 36．9 63 40．1 82 51．6 145 45．9 273 41．2

3 19 15．6 28 23．7 19 17．8 66 19．0 32 20．4 59 37．1 91 28．8 157 23．7

4 33 27．0 26 22．0 34 31．8 93 26．8 37 23．6 65 40．9 102 32．3 195 29．4

5 28 23．0 19 16．1 27 25．2 74 21．3 45 28．7 67 42．1 112 35．4 186 28．1

6 10 8．2 7 5．9 9 乱4 26 7．5 18 11．5 26 16．4 44 13．9 70 10．6

7 名0 65．6 52 44．1 70 65．4 202 58．2 61 38．9 119 74，8 180 57．0 382 57．6

8 11 9．0 12 10．2 14 13．1
．37
10．7 23 14．6 31 19．5 54 17．1 91 13．7

9 34 27．9 32 27．1 36 33．6 102 29．4 41 26．1 74 46．5 115 36．4 217 32．7

10 18 14．8 8 6．＆ 20 1臥7 46 13．3 25 15．9 41 25．8 66 20．9 112 16．9

11 9 7．4 3 2．5 8 7．5 20 5．名 12 7．6 30 18．9 42 13．3 62 9．4

12 9 7．4 4 3．4 9 8．4 22 6．3 21 13．4 30 18．9 51 16．1 73 11．0

13 7 5．7 4 3．4 10 9．4 21 6．1 15 9．6 23 14．5 38 12．0 59 8．9

、14
5 4．1 5 4．2 8 7．5 18 5．2 62 39．5 16 10．1 78 24．7 96 14．5

15 14 11．5 21 17．8 13 12．1 48 13．8 32 20．4 31 19．5 63 19－9 111 16．7

16 2 1．6 Z 1．7 6 5．6 10 Z．9 14 8．9 17 10．7 31 9．8 41 6．2

17 18 14．各 15 12．7 22 20．6 55 15．9 35 22．3 51 32．1 86 27．2 141 21．3

18 7 5．7 4 3．4 10 9．4 21 6．1 16 10．2 23 14．5 39 12．3 60 9．1

19 7 5．7 1 0．9 7 6．5 15 4．3 11 7．0 9 5．7 20 6．3 35 5．3

20 4 3．3 2 1．7 4 3．7 10 2．9 10 6．4 11 6．9 21 6．7 31 4．7

21 5 4．1 3 2．5 8 7．5 16 4．6 12 7．6 13 8．2 25 7．9 41 6．2

22 4 3．3 2 1．7 8 7．5 14 4．0 13 8．3 49 30．8 62 19．6 76 11．5

23 4 3．3 4 3．4 4 3．7 ユ2 3．5 12 7．6 29 ユ臥2 41 13．0 53 8．D

24 8 6．6 7 5．9 8 7，5 23 6．6 14 8．9 28 17．6 42 13．3 65 9．8

25 6 4．9 4 3．4 10 9．4 20 5．8 14 臥9 26 16．4 40 12．7 60 9．1

26 4 3．3 2 1．7 5 4．7 11 3．2 11 7．0 16 10．1 27 臥5 38 5．7

27 6 4．9 4 3．4 6 5．6 16 4，6 18 まユ．5 ユ6 10．ユ 34 10．8 50 7．5

28 3 2．5 4 3．4 6 5．6 13 3．8 15 9．6 17 10．7 32 10．1 45 6．8

29 7 5．7 5 4．2 4 3．7 16 4．6 16 10．2 18 11．3 34 10．8 50 7．5

30 4 3．3 3 2．5 6 5．6 13 3．8 17 10．8 71 44．7 88 27，8 101 15．2

3ユ 9 7．4 さ 6．8 8 7．5 25 7．2 17 川．き 25 ユ5．7 42 13．3 87 18．ユ

32 3 2．5 2 1．7 5 4．7 10 2．9 16 10．2 18 11．3 34 10．各 44 6．6

33 12 9．8 44 37．3 45 42．1 101 29．1 59 37．6 98 61．6 157 49．7 258 38．9

34 5 4．1 5 4．2 8 7．5 18 5．2 14 8．9 13 臥2 27 臥5 45 6．8

．百人＿首Jの各敬番号
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帽人一別各歌毎の正答生徒放と百分率 ②

中1 ％ 申2 ％ 申3 ％ 中計 申％
高1i％

高2 ％ 蒜計 高％ 会計 全％

122 118 107 347

157も
159 316 663

35 3 2．5 5 4．2 7 6．5 15 4．3 16 10．2 26 16．4 42 13．3 57 8．6

36 4 3．3 2 1．7 6 5．6 12 3．5 11 7．0 12 7．6 23 7．3 35 5．3

37 4 3．3 0 0 2 1．9 6 1．7 6 3，8 2 1．3 8 2．5 14 2．1

38 4 3．3 1 0．9 7 6．5 12 3．5 亀 5．1 5 3．1 13 4．1 之5 3．8

39 7 5．7 6 5．1 7 6．5 20 5．8 14 8．9 12 7．6 26 8．2 46 6．9

40 6 4．9 4 3．4 9 8．4 19 5．5 19 12．1 26 16．4 45 14．2 64 9．了

41 5 4．1 3 2．5 6 5．6 14 4．0 11 7．0 12 7，6 23 7．3 37 5，6

42 8 4．9 5 4．2 11 10．3
′22
6．3 1毛 11．5 16 10．1 34 10．亀 58 8．5

43 8 6．6 8 6．8 8 7．5 24 6．9 18 11．5 21 13．2 39 12．3 63 g．5

44 6 4．9 4 3．4 5 4．7 15 4．3 11 7．0 20 12．6 31 9，8 46 6．9

45 4 3，3 2 LJ 4 3．7 10 2．9 11 7．0 6 3．8 17 5．4 27 4．1

46 7 5．7 3 2．5 7 6．5 17 4▲9 12 7．＄ 12 7．6 24 7．6 41 6．2

47 4 3，3 1 0．9 4 3，7 9 2．6 9 5．7 10 8．3 19 6．0 28 4．2

48 6 4．9 6 5．1 5 4．7 17 4．9 9 5．7 8 5．0 17 5．4 34 5．1

49 5 4．1 4 3．4 4 3．7 13 3．名 10 6．4 9 5．7 19 6．0 32 4．甚

50 7 5．7 魯 6．8 11 10．3 28 7．5 17 10．8 22 13．8 39 12．3 65 9．各

51 7 5．7 7 5．9 7 6．5 21 6．1 14 臥9 13 8．2 27 8．5 48 7．2

52 9 7．4 12 10．2 16 15．0 37 1（）．7 26 16．6 29 1臥2 55 17．4 92 13．9

53 4 3．3 0 8 4 3．7 8 2．3 13 8．3 1 0．6 14 4．4 22 3．3

54 1 0．8 4 3．4 3 2．甚 8 2．3 10 6．4 5 3．1
、15

4．8 23 3．5

55 6 4．9 5 4．2 11 1（）．3 22 6．3 13 8．3 17 10．7 30 g．5 5Z 7．各

56 2 1．6 4 3．4 8 7．5 14 4．0 12 7．6 12 7．6 24 7．6 38 5．7

57 11 9．0 11 9．3 12 11．2 34 9．8 20 12．7 13 8．2 33 10．4 67 10，1

58 5 4・与 1 0．9 3 2．8 9 2．6 10 6．4 6 3．各 16 5．1 25 3．名

59 4 3．3 2 1．7 4 3．7 10 2．9 11 7．0 3 1．9 14 4．4 24 苫．6

60 7 5．7 10 8．5 12 11．2 29 8．4 23 14．6 85 53．5 108 34．2 137 20．7

61 18 14．盈 15 12．7 25 23．4 58 16．7 43 27．4 23 14，5 66 20．9 124 18，7

62 5 4．1 5 4．2 6 5．6 16 4．6 12 7．6 11 6．9 23 T．3 39 5．9

63 6 4．9 5 4．2 6 5．6 17 4．9 12 7．6 15 9．4 27 8．5 44 6．6

64 7 5．7 9 7．6 6 5．6 22 6．3 18 11．5 23 14．5 41 13．0 63 9．5

65 2 1．8 1 0．9 5 4．7 8 2．3 10 6．4 8 5．0 18 5．7 26 3．9

66 4 3．3 6 5．1 5 4．7 15 4．3 11 7．0 9 5．7 20 6．3 35 5．3

67 6 4．g 5 4．2 7 6．5 18 5．2 12 7．6 11 8．9 23 7．3 41 6．2

68 3 2．5 4 3．4 5 4．7 12 3．5 8 5．1 7 4．4 15 4．8 27 4．1
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r盲人一別各歌毎の正答生徒数と百分率③

中1 ％ 中2 ％ 中3 ％ 中計 中％ 苗1 ％ 苗2 ％ 苗計 苗％ 会計 全％

122 118 187 347 157 159 316 663

69 6 4．9 6 5．1 亀 7．5 20 5．8 12 7．6 26 16．4 3名 12．0 58 8．8

70 5 4．1 4 3．4 9 墨．4 18 5．2 16 10．2 16 10．1 32 10．1 50 7．5

71 3 2、5 2 1．7 3 2．毛 8 2．3 名 5、1 3 1．9 11 3．5 19 2．9

72 1 0．8 1 0．9 1 0．9 3 0．9 7 4．5 8 5．0 15 4．＆ 柑 2．7

73 8 6．6 3 2．5 4 3．7 15 4．3 10 6．4 8 5．0 18 5．7 33 5．0

74 1 0．8 2 1．7 6 5．6 9 2．6 6 3．8 5 3．1 11 3．5 28 3．0

75 4 3．3 5 4．2 3 之．8 12 3．5 1（） 6．4 4 2．5 14 4．4 26 3．9

76 5 4．1 4 3．4 6 5．8
。15
4．3 9 5．7 7 4．4 16 5．1 31 4．7

77 6 4．9 3 2．5 7 6．5 ま6 4．6 13 臥3 21 13．2 34 10．8 50 7，5

7各 5 4．1 10 8．5 12 11．2 27 7．8 23 14．6 19 11．9 42 13．3 69 10．4

79 8 6．6 11 9．3 10 9．4 29 臥4 20 12．7 21 13．2 41 13．0 70 10．6

80 3 2．5 3 2．5 8 7．5 14 4．0 9 5．7 6 3．8 15 4．8 29 4．4

81 8 6．6 3 2．5 11 10．3 22 8．3 22 14．0 15 9．4 37 11．7 59 8．9

名2 1 0．8 2 1．7 5 4．7 8 2．3 11 7，0 7 4．4 18 5．7 26 3．9

亀3 3 2．5 3 2．5 4 苫．7 18 2．9 9 5．7 2 1．3 11 3．5 21 3．2

84 6 4．9 3 2．5 5 す・7 14 4．0 11 7．0 11 6．9 22 7．0 36 5．4

85 4 3．3 2 1．7 5 4．7 11 3．2 10 6．4 4 2．5 14 4．4 25 3．る

86 5 4．1 4 3．4 5 4．7 14 4．0 12 7．6 5 3．1 17 5．4 31 4．7

87 7 5．7 7 5．9 10 9．4 24 6．9 13 8．3 18 6．3 23 7．3 47 7．1

88 4 3．3 0 0 5 4．7 9 2．6 7 4．5 2 1．3 9 2．9 18 2．7

89 3 2．5 1 0．9 3 2．8 7 2．0 13 8．3 4 2．5 17 5．4 24 3．6

90 2 1．6 2 1．7 4
h3．7

8 2，3 10 6．4 9 5．7 19 8．8 27 4．1

gl 4 3．3 2 1．7 5 4．T ま1 3．2 7 4．5 4 2．5 11 3．5 22 3．3

92 5 4．1 3 2，5 5 4．7 ま3 3．8 9 5．7 3 1．9 12 3．8 25 3．8

93 2 1．6 4 3．4 4 3．7 10 2．9 11 7．0 7 4．4 18 5．7 28 4．2

94 3 2．5 2 1．7 5 4．7 10 2．9 8 5．1 3 1．9 11 3．5 21 3．2

95 2 1．6 2 1．7 4 3．7 8 2．3 7 4．5 5 3．1 12 3．8 20 3．0

96 1 0，8 1 0．9 2 1．9 4 1．2 7 4．5 4 2．5 11 3．5 15 2．3

97 4 3．3 3 2．5 4 3．7 11 3．2 8 5・l 7 4．4 15 4．8 26 3．9

98 4 3．3 5 4．2 5 4．7 14 4．0 9 5．7 3 1、・9 12 3．名 26 3．9

99 4 3．3 3 2．5 4 3．7 11 3．2 7 4．5 6 3．8 13 4．1 24 3．6

100 5 4．1 4 3．4 7 6．5 16 4．6 8 5．1 11 6．9 19 6．0 35 5．3
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r百人一首j正解歌故による生徒数と百分率累計①

申1 ，‘ 申2 ％ 申3 ％ 中計 中％ 高1
′タ‘
苗2′ ％ 準計 苗％ 会計 全％

122 1柑 10ケ 347
、157 15g 316 663

0 34 27．9 31 2、6・3 19 17．8 84 24．2 35 22．3 、16 10．1 51 16．1 135 20．4

1 27 50．0 写6 48．3 20 36．5 73 45．2 25 38．2 、8
1声・1 33 26．5、 106 36．4

2 11 59て0 17 年2・7 13 4臥6 41 57．0 20 50．9 15 24．5 35 37．6 76 47．9

3 13 69．7 7 6亀．6 12 59．毛 32 66．2 、19 63．0 18
34．6、 35 48．7 87 畠8．0

4 与 76．3 6 73．7 名 67，3 22 72．5 10 69．4 13 42J8 23 56．0 45 占4．る

5 1 77．1 3 76．2 6 亨2．9 10 75．4 3 71．3 8 47．8 11 59．5 21 68．0

6 4 名0．4 3 78．7 4 76．6 11 7臥6 1 71．9 15 57．2 16 64．6 27 72．1

7 3 82．9 3 81．之 3 7g．4
l

9 駄々2 ′6 75．7 ∴6 61．0 12 6臥4
21 75．3

8 3 さ5．4 4 84．6 2 81．3、 9 甚3．名 75．7 3 62．9 3 69．4 12 77、．1

9 名5．4 84．6 3 84．1 3 84．7 1 76．3 4 65．4 5 71．0 8 78．3

10 3 87．g 1 85．5 2 86．0 6 86．4 2 77．6 7 69．8 9 73．9 15 80．6

11 2 89．5 2 亀7．2 86．8 4 87．6 2 78．9 1 7（）．4 3 74，9 7 笥1．7

12 1 90．3 1 88．1 86．0 2 88．2 2 80．2、 1 71．0 3 75．9 5 甚2．5

13 1 91．1 2 甚9．8 86．0 3 89．1

＿
4 忍2．8 6 74．8 10 79．1 13 甚4．5

14 1 91．9 89．8 86．8 1 89．4 2 84．1 2 76．1 4 80．4 5 85．3

15 1 92．7 89．8 1 86．9 2 90．8 も4．1 76．1 0 80．4 2 竜5．6

16 92・7 89，8 86．9 0 90．0 1 84．7、 3 78▲0 4 81．7 4 由．2

17 1 93．5 89．8 1 87，名 2 90．6 2 86．0 3 79．9 5 83．3 7 87．3

1名 93．5 1 琴0．7 87．8 1 9b．9 2 87．3 、3 81．8 ち 84．9 6 88．2

19 93．5 1 91．6 1 8臥7 2 9、1．5 i 87．9 1 82．4 2 85．5 4 88．8

20 93．5 2 93．3 1 89．、6 3 92．4 87．9 82．4 0 85．5 3 89．3

21 93．5 93．3 89．6 0 92．4 87．9 82．4 0 85．5 0 89．3

22 93．5 93．3 1 90．、5 1 92．7 2 89．2 3 84．3 5 87．1 6 90．2

23 1 94．3 2 95．0 90．5 3 93．6 甚9．2 84．3 0 87．1 3 90．7

24 94．3 95．0 90・∧5 0 93．6 89．2 84．3 0 87．1 0 90．7

≧25 94．3 95．0 1 91．4 1 93．9 89．2 2 8声．6 2 87．7 3 91．2

ミ28 94．3 1 95．9 1 92．3 2 94．5 89．2 85．6
′0
87．7 2 91．‾5

、27
94，3 95．9 92．3 0 94．5 由′．2 1 86．2 1 88．0 1 91．7

28 94，3 95．9 92／3 0 94．5 89、．2 86．2 0 右臥0
、
0 91、．7

29 94．3 95．9 92．3

′0
94．5 89．2 1 86．8 1 8臥3 1 91．9

30 94．3 95．9 92，3 0 94．5 1 89．8 1 87．4 2 88．9 ‘2 92，2、

31 94こ3 95，9 92．3 0′ 94．5 89．8 1 8甚；0 1 89．2 1 92．4

32 94．3 95，9 92．、3 0 94．5 89．8 88．0 0 89．2 0 92．4

33 94．3 95．9 92．3 0 94．5 1 90．4 88．0 1 89．5 1 92．6

生徒の左肘歌数
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r百人一別正解敦致による生徒放と百分率累計②

中1 ％ ∴申2 タ‘ 中3 ，‘ 中計 申％ 高1 舛 高2 ％ 高計 苗％ 全計 全％

122 118 107 347 157 159 316 663

34 g4．3 95．9 92．3 0 94．′5 90．4 8臥0 0 89．5 0 92．6

35 94．3 95．9 9之．3 0 94．5 gQ．去 88．0 0 89．5 0 92」8

38 94．3 1 96．盈 92．3 1 94三る 90．4 8名．0 0 各9．5 1 92．8

37 94．3 96．甚 92．3 0 94．8 1 91．0 1 8臥8 2 90．1 2 93．1

3苺 2 95．9 96．8 92丁3 2 95．4 91．0 8各．6 0 90．1 2 93．4

を39 95．9 96．8 92．3 0 95．4 91．0 各8．8 0 90．1 0 93．4

40■ 95．9 96．各 92．3 0 95．4 91．0 1 89．2 1 90．4 1 93．6

41 95．9 96．甚 g2．3 0 95．4 91．8 2 90．5 2 91．0 2 93．9

42 95．9 96．8 92．3 0 g5．4 91．0 90．5 0 91．0 0 93．9

、43 95．9 96．8 9之．3 0 95．4 91．8 1 91．1 1 91．3 1 94．1

44 95．9 96．8 1 93．2 1 95．7 1 91．8 1 91．7 2 91．9 3 94．6

45 95．9 1 97．7 93．2 1 96．0 91．6 91．7 、0 91．9 1 94．8

46 1 96．7 97．7 93．2 1 96．3 91．6 91．7 0 9i．9 1 95．0

47 96．7 97．7 93．2 0 96．3 91．6 91．7 0 91．9 0 95．0

48 96．7 97，7 93．2 0 96．3 1 9卓．2 91．7 1 92．2 1 95．2

49 96．7 97J7 93．2 0 96．3 1 92．名 91．7 1 92．5 1 95．4

50 96．7 97．7 93．2
、0
96．3 92，8 1 92．3 1 92．8

、1
95．6

51 96．7 97．7 1 94．1 1 96．6 92．8 92．3 0 92．8 、1 95．8

52 96．7 97．7 94．1 0 96，6 9Z．8 92．3 0 92．8
、0
95．8

53 96．7 97．7 94．1 0 96．6 92．8 92．3 、0 92．8 0 9き．8

54 96．7 97．7 94，1 0 96．6 92．8 92．3 0 92．甚 0 95．各

55 96．7 97．7 94．1 0 96．6 92．8 1 92．9 1 93．1 1 96．0

56 96．7 97．7 94．1 0 96．6 92．名 3 94．8 3 94．1
，3
96．5

57 96．7 97．7 94．1 0 96．6 92．8 3 96．7 3 95．1 3 97．8

58 96．7 9丁．7 1 95．0 1 96．9 92．8 96．7 0 95．1 1 97．2

59 98．7 1 98，6 1 95．9 2 97，5 1 93．4 96．7 1 95．4 3 97．7

60 96．7 98．6 95．9 0 97．5 93．4 96．7 0 95．4 0 97．、7

61 、1 97．5 98．6 95．9 1 9†．8 93．4 1 97．3 1 95．7 2 98．0

62 97．5 9臥6 95．9 0 97．盈 93．4 97．3 0 9声．7 0 98．8

63 97．5 9臥6 95．9 0 97．8 93．4 97．3 0 95．7 0 98．0

64 97．5 1 99、5 95．9 1 9名二1 2 g4▲7 97．3 2 96．3 3 9各．5

65 97．5 99．5 95．9 0 98．1 94．7 97．3 0 96．3 0 9乱5

66 97，5 99．5 95，9 0 98．1 94．7 97．3 0 96．3 0 98．5

67 97．5 99．5 95．9 0 98，1 94；7 97．3 0 ′96．3 、0 98．5
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r百人＿削正解歌故による生徒数と百分率累計③

申1 ％ 申2 タ‘ 中3 ％ 中計 中％ 高1 ％ 苗2 ％ 苗計 蒜％ 会計 全％

122 118 10了 347 157 159 316 663

68 97．5 99．5 95．9 0 98．1 94．7 97．3 0 96．3 0 9名．5

69 97．5 99．5 95．9 0 98．1 94．7 97．3 0 96．3 0 98．5

70 97．5 99．5 1 96．葛 1 9臥4 94．7 97．3 0 96．3 1 98．7

71

72

97．5 1 1（）0 96．甚 1 98．7 94．7 1 97．9 1 96．6 2 99．0

97．5 100 96．8 0 98．7 94，7 97．9 0 96．6 0 99．0

73 97．5 100 96．8 0 98．7 94．7 97．9 0 96．6 0 99．0

74

75

97．5 100 96．8 0 98．7 94．7 97．9 0 96．6 0 99．0

97．5 100 g6．名
．．0
9臥7 94．T 97．9 0 96．6 0 99．0

76 1 9乱3 1（）0 96．各 1 99．0 94．7 97．g 0 96．6 1 99．2

77 98．3 100 96．8 0 99．0 94．7 1 98，5 1 96．9 1 99．4

78 98．3 100 96．魯 0 99．0 94．7 9亀．5 0 96J9 0 99．4

79 98．3 100 96．8 0 99．0 94．7 g茎．5 0 96．9 0 99．4

80 9乱3 100 96．8 0 99．8 g4．7 98．5 0 96．9 0 99．4

81 98．3 100 96．8 0 99．0 94．7 98．5 0 96．9 0′ 99．4

82 9乱3 1（）0 96．8 0 99．0 1 95．3 98．5 1 97．2 1 99．6

83 g8．3 100 96．8 0 g9、0 95、3 98．5 0 97．2 0 99．6

84 98．、畠 100 96．8 0 99．0 95．3 9臥5 0 97．2 0 99・守

85 9臥3 100 96．8 0 99．0 1 95．9 98．5 1 97．5 1 99．8

86 98．3 100 1 97．7 1 99．3 95．9 1 9g．1 l 97．名 2 180

87 1 99．1 100 97．7 1 99．6 95．9 99．1 0 97．各 1 100

88 1 99．9 108 97．7 1 99．9 95．9 99．1 0
。97．暑

1 100

89 99．9 100 97．7 0 99．9 95．9 99．1 0 97．8 0 100

90 99．9 100 1 98．6 1 100 1 96．5 99．1 1 98．1 2 100

91 99、9 100 98．6 ′0 100 1 97．1 99．1 1 gる．4 1 1（）0

92 99．9 100 9臥6 0 180 97．1 99．1 0 98．4 0 100

93 99．9 100 9＆．6 0 10（） ユ 97．7 99．1 1 9臥7 1 100

94 99．9 100 98．6 0 100 97．7 99．1 0 98．7 0 180

95 99．9 180 98．6
、
0 10（） 2 99．0 99．1 2 99．3 2 100

96 g9．9 100 98．6 0 100 99．0 99．1 0 99．3 0 100

97 99．9 100 98．6 0 100 99．0 99．1 0 99．3 0 100

98 99．9 100 9臥6 0 18（） 99，0 99．1 0 99．3 0 100

99 99．9 1（】0 98．6 0 180 99．8 99．1 0 99．3 0 100

100 99．9 100 1 99．5 1 1叩 1 99．6 1 99．7 2 99．9 3 100

－18
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ためか地学年よりやや高くなっている。）

次に『百人一首』自体の正答の状態から考えてみる。

『百人一首』の覚え方は，はとんどの場合が，①「秋の田の」の歌から，㊥「ももしきや」の

歌までを，順次暗記するようである。とにかく，覚えておきさえすればいつか役立つのだからと

いう漠然とした理由で，ひたすらに覚えるような方法で，はたして生徒に『百人一首』が受け容

れられているものなのだろうか。また，わざわざ覚えたその知識ほ，どの程度，時が経っても定

着しているものなのだろうか。そんな疑問を，この調査のデータは物語っているように思う。

まず，生徒の覚えている率の高い歌を1～10位まで見てみることにする。

1位 57．6％ ⑦ 阿部仲麿

天の原ふりさけ見れば春日なる三笠の山に出でし月かも

2位 41．2％ ② 持統天皇

春過ぎて夏釆にけらし白妙の衣ほすてふ天の香具山

3位 38．9％ ⑬ 紀 友則

ひさかたの光のどけき春の日にしづ心なく花の散るらむ

4位 32．7％ ⑨ 小野小町

花の色はうつりにけりないたづらにわが身世にふるながめせし間に

5位 29．4％ ④ 山部赤人

田子の滞にうち出でて見れば白妙の富士の高嶺に雪は降りつつ

6位 28．1％ ⑤ 猿丸大夫

奥山に紅葉踏み分け鳴く鹿の声聞く時ぞ秋ほ悲しき

7位 25．3％ ① 天智天皇

秋の田のかりはの魔のとまをあらみわが衣手は露にぬれつつ

8位 23．7％ ③ 柿本人麻呂

あしびきの山鳥の尾のしだり尾の長々し夜をひとりかも寝む

9位 21．3％ ⑰ 在原業平

ちほやぶる神代も開かず竜琵りIは、らくれなゐに水くくるとは

10位 20．7％ ⑳ 小式部内侍

大江山いく野の道の遠ければまだふみも見ず天の橋立

以上が，中。高あわせて全体の生徒がよく覚えていた歌の1～10位までである。上位10位まで

に，①。②。③・④。⑤。⑦。⑨の7首までが，①～⑲までの歌で占められている点に注目すべ

きであろう。『百人一首』を覚えてゆく場合，当然のことながら，①「秋の田の」の歌から始ま

って順次暗記してゆくのが一般的な傾向であろうが，そのことが，このデータからも窺い知るこ

とができる。また，一方で，覚えたことがあるとする，全体の26．2％に相当する生徒の暗記の在

り方が，果してどの程度全体を網羅したものであったのかという疑問も生じてくる。「須磨源氏」
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という言い方もあるけれども，それと相通ずるものが，『百人一首』にも見られるのではないだ

ろうか。仮りに「覚えた」と言ってほいるものの，実際のところほ，①～⑲辺りまでを覚えたに

過ぎないのではないだろうか。⑲の歌を過ぎると，定着率が，かなり低い水準となっていること

からも，判かると思う。もしも，①～㊥の歌をまんべんなく覚えていったとするならば，このよ

うな極端な片寄りほ見られないほずである。

一見して，『百人一首』を覚えたことがある生徒が，全体の約3割近くいるというデータを目

の前にした時，教師の側としてほ，ついその知識が生徒に内在していると思いがちであるが，実

態は，約4割程度の生徒が1～3首位覚えているだけで，全体の約1割程度の生徒にじか定着し

ていないことに気付いておくべきであろう。『百人一首』の定着率が一般的に10首程度どまりで

あることほ，次のような愛知教育大附属高校の調査結果（研究紀要第20号「古典教材をどのよう

な観点から選ぶか」1993．3）からも分かる。

100首全ておぼえている 0％

50首以上おぼえている 2．5％

10首以上おばえている 20．9％

1，2首はおぼえている 50．2％

すなわち約2割の生徒が約10首程度知っているというのが「百人一首」の生徒の知識の実態な

のである。そして本校調査によれば，約2割の生徒には全く定着していないのである。

⑲の歌以降にあっても，定着率の高い歌を見てみると，

⑮16．7％ 光孝天皇

君がため春の野に出てて若菜つむわが衣手に雪ほ降りつつ

⑰ 21．3％ 在原業平

ちはやぶる神代も開かず竜田川からくれなゐに水くくるとほ

⑬ 38．9％ 紀 友則

ひさかたの光のどけき春の日にしづ心なく花の散るらむ

⑳13．9％ 藤原通信

明けぬれば暮るるものとは知りながらなほ恨めしき朝ばらけかな

⑳ 20．7％ 小式部内侍

大江山いく野の道の遠ければまだふみも見ず天の橋立

⑮18．7％ 伊勢大輔

いにしへの奈良の都の八重桜今日九重ににほひぬるかな

以上の中でも，中1から高2にかけて，よく定着しているのほ，㊧である。この傾向は，冒頭

①～⑤を除いてほ，⑦。⑨。⑬。⑰などに見られるが，後半部の㊨という歌で見られるのほ注目

すべきである。㊧にこうした各学年を通じての定着の高さがある原因は，⑦の「天の原の」の歌

に通じると思われる。⑦の歌が，全体として57．6％，中1でも65．6％の高さを誇っている原因は

－．20
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何なのか。それは，小学校の社会科の授業で習ったことによるようである。生徒の反応も，この

歌についてほ，「社会で習ったから知っている」とする老が多かった。㊧の歌も同様で，平城京

の繁栄を学ぶ際に，よく引用され，その結果定着しているようである。また，その他にも，②の

歌が学校図書の小学6年生の，現行の教科書に，「短歌」の領域に関連して取られているように，

③。⑬の歌も生徒が習った時期の小学校の教科書を通して覚えている場合もあるようである。

単なる棒暗記よりも，その歌の持つ時代背景や，作者についての知識を待った上で，自然と頭

に入ったものの方が，忘れにくいということほ当然のことかも知れないが，特に「百人一首」で

は，そのことが，かなり明確に出てきているように思う。⑲の小式部内侍の歌が，高2で53．5％

という定着がみられるのも，彼らが中学3年生の時に，『十訓抄』のこの歌にまつわる説話を授

業で扱ったことに原因するといえよう。また，⑬「びさかたの」の歌が，1高2で61．6％となって

いるのも，現在推量。原因推量の「らむ」を指導する際に，この歌を用例にしたことに拠ると思

われる。⑰「ちはやぶる」の歌も，『伊勢物語』の「風ふけは」の歌を学習する際，業平と竜田

山と関連して学習させたため，32．1％というデータが出たのだと思う。

このように見てくると，『百人一首』についての常識というものは意外と低く、，しかも，ただ

の丸暗記での覚え方についてほ，その定着率から見ても甚だ疑問が残ると言わざるを得ない。ま

た「物語」を付随してやる方が覚えやすいということも言えよう。『百人一首一夕話』とまでほ

ゆかなくとも，それぞれの歌の作者についてだけでも説明してやるだけで，その歌を記憶に残す

率はかなり上がってくるといえるのではないだろうか。その意味からも，単に①～㊥という順に

こだわることなく，より幅を持たせた配置を教師の側から試みてみる必要性もあろうかと思う。

3．試行的授業の実践報告

予備調査の結果を踏まえ，・中。高6ヶ年の古典教材の編成を考えていくため，現在，各学年毎

に，様々な古典授業の試みを行っている。その一端は，1992年鹿本校教育研究会の公開授業にお

いて示した。以下ほ，その公開授業の報告である。

〔中学 一御伽草子「浦島太郎」－〕

（日時） 1992年11月20日（金） 第1校時

（授業老）

（授業クラス）

（研究テーマ）

（教材）

須藤敬

中学2年B組 男子40名

中。高6ヶ年を見通した古典教材の編成

御伽草子『浦島太郎』（本文は小学館古典全集）

（教材設定の理由）

予備調査の結果が示すように，現在，古典ほ生徒の日常生活からますます離れたものになろう

としている。そうした状況の中，古典学習導入期の適切なる教材を探る試みの1つとして設定し
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た。理由ほ以下の通りである。

まず第1に親しみ易さという点。生徒の誰もが知っている話であるので，生徒はテクストの先

回りができる。そのため古典を読むことの心理的抵抗感を少なくし，興味を喚起しやすくなるの

でほないか。一方，知っているつもりだった話が，実際に読んでみると，自分の持っている知識

とは随分違ったものであることに気付く。また御伽草子特有の表現の類型性やさし絵があること

も，古典の導入教材としてほ適切と考えられる。こうした平易さ，親しみやすさと話の意外性が，

1つの作品を読み通す原動力となるのではないだろうか。現行の中学校国語教科書の古典教材を

見ると，平易さという点に気遣うあまり，生徒が粘り強く古典に立ち向かっていくには，文章が

短かく，内容的にももの足りなさを感じる。

教材設定の理由の第2点はこの内容に関わることである。即ち，浦島伝承を古代から現代まで

幅広く扱うことで，1つの話の素材が，時代毎にいかなる発想や表現で捉えられていたかを考え

させることができる。そのことによって文学作品をダイナミックに捉える視野，豊かな発想力，

感性を養うことができるのではないだろうか。「文章の平易さ→内容の浅さ」とならないよう注

意することが必要である。江藤淳と蓮実重彦がその対談集（『オールド。ファッション』中央公

論社）で次のように述べていることが参考になる。日本の英語教育ほその導入において，構文の

易しさがそのまま例文の内容の浅さにつながっている。たとえば「Ais B」という構文は大

切である。しかし，AにTbisが入り，Bにapenが入っては，物事がかなりわかり始めている

中学生にほあまりにもの足りない。AにLoveを入れ，Bに入るべき語句を考えさせ，それを英

語で何というかを教えれば，その趣きはかなり違ってくるであろう。この指摘ほ古典教材のあり

方にもそのままあてはめることができるであろう。表現ほやさしくても，内容ほ深いもの，この

条件に御伽草子は堪えられるのでほないだろうか。そして1つの作品を省略なしに粘り強く読み

通す手ごたえを中学時に得ておくことほ高校の古典学習へつなげる上でも重要なことであ■ろう。

（授業展開 全12時間）

第1時 「浦島太郎」予備調査

アンケート形式で実施。浦島太郎の内容に関わるいくつか点について問うことで，実は，

浦島太郎の話の詳細ほ何も知らなかったことを気付かせる。

第2時 明治～昭和の教科書の「浦島太郎」一補助資料（一）～（四）

『教科書大系』所収の尋常小学読本の「浦島太郎」を紹介。現在，自分たちの知ってい

る「浦島太郎」の話の基本形がここにあることを確認させる。またその中でも話に異同

があることを見る。たとえば，なぜ浦島太郎ほ龍宮城から故郷へ帰る気になったのか。

明治43年第2期国定教科書では「ウマイ ゴチソウ モ 毎日 夕べル ト シマヒ

ニハ イヤ ニ ナリマス。オモシロイ アソビ そ 毎日 見ル ト シマヒ ニハ

アキテ キマス」とあるが，昭和8年第4期国定教科書では「おとうさん や おか

あさん の ことを かんがえる と 家 へ かへりたく なりました」となる。こ
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うした異同を背後でなした主体は何か。これを考えることほ，これからの授業展開を前

に，ほどよいトレーニングとなる。また中世から近代にかけて，「浦島太郎」の話の何

が失われ，何が付加されたのを考えるきっかけともなる。このことほ「一寸法師」でも

応用がきく。「一寸法師」ほなぜ都に上ることになったのか。御伽草子の形と，近代以

降の形を示して考えさせるのもおもしろい。

第3時 『日本書紀』『万葉集』の浦島伝承一補助資料（五）

古代の文献を用いることで浦島伝承の時空の広がり，深さを知らせる。

第4時 太宰治『御伽草子』「浦島さん」

第5時 太宰治『御伽草子』「浦島さん」

プリントで配布。短編とはいえ，授業で扱うにほやや分量が多いので，自宅で読むこと

を基本とし，教室では，1人の近代作家が浦島伝承のどういった点に興味を持ち，いか

に想像力豊かに読んだのかを整理した。このことは生徒自身がこれから想像力豊かに御

伽草子「浦島太郎」を読むことを促すことになると考える。

第6時 御伽草子のさし絵

さし絵を読むという要素を授業に取り込むことで，テクスト読解をより深めようとする

ものである。近年，絵画資料の読み込み，及びそれらと文学テクストとの関わりについ

ては，飛躍的に研究が進んでおり，その成果を利用させていただいた。今回ほ主に黒田

日出男氏「御伽草子の絵画コード論」（『御伽草子』ぺりかん社，1990年）の御論を中

心に授業を構成した。

以上の作業の後，いよいよ御伽草子「浦島太郎」の読解に入る。

第7時 御伽草子「浦島太郎」プリント（一）のLlOまで一物語の発端一

策8時 御伽草子「浦島太郎」プリント（二）のL32まで一能宮城に着くまで－

［亘互亘］く本時〉御伽草子「浦島太郎」プリント（三）のL14まで一四方四季の描写一

第10時 御伽草子「浦島太郎」プリント（四）のL12まで一乙姫との別れ一

第11時 御伽草子「浦島太郎」プリント（五）のL23まで一三手箱をあけるまで一

第12時 御伽草子「浦島太郎」プリント（六）の終わりまで一物語の結末－

（本時の計画）

A．目標

（丑 四方四季の描写から日本人の季節感（和歌的発想）を考えさせる。

② 龍宮城の描写を手がかりに，理想郷（異郷）について考えさせる。

B．展開

① 本文朗読

七五調のリズムに気付くよう，読点に注意させる。

② 内容把握

－
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（a）四季の景物の確認

「梅。桜。柳。霞。篤」「卯の花。蓮。蝉・夕立。時鳥」「紅葉。白菊。真萩。鹿」「枯

葉。霜。雪。炭魔の煙」等の語に着目させ，それぞれが冬季節を代表する景物であるこ

とを確認させる。資料集として持たせている『国語の資料三訂版』（正進社）の巻頭グ

ラビア「四季の詩歌」の写真を適宜用いる。

（b）七五調。和歌的修辞。和歌的発想

詞章の構成の仕方が伝統的な和歌の教養をふまえていることを確認する。ここでも『国

語の資料』の「古今集。新吉今集」の項にのる和歌を実例として示していく。そして，

龍宮放という1つの理想郷の具体的イメージが，和歌という伝統的美意識を基盤にして

いることを押さえる。

（卦語褒。文法

（a）「おぼゆ」

自発の古語表現であることを確認する。1学期に説明的文章兼文法教材として用いた，

板坂元『日本人の論理構造』の中の1編「れる。られる」の内容を想起させる。

（b）「ま（萩）」

接頭語「ま」の概念規定を他の用例（「ま心。ま人間。ま水。ま東。ま四角。まいわし。

ま鴨」等）を答えさせることで確認していく。

（C）「（もの）すごし」

いわゆる古今異義語の学習。原義から現在の用いられ方まで，意味の変遷を指摘する。

④ 四方四季の描写について

龍宮城のすばらしさが，四方四季という点にあることの意味を考えさせる。蜜ず第1時で

実施した「浦島太郎予備調査アンケート」の結果を示す。問4「龍宮城ほどういう点がすば

らしいのですか」という問いの結果ほ次の通りであった。

（調査生徒数120名）

○おいしい料理が食べられる。 60人

○乙姫様がいる。美人がいる。 46人

○魚が歓迎してくれる。たいやひらめの舞い踊りが見られる。 37人

○働かなくても自由に遊んで暮らしていられる。 25人

○美しい建物，美しい土地。 17人

○時間がない，年をとらない。 10人

○四方四季。 5人

現在の（男子）中学生にとって理想郷のイメージを支えるものが「おいしい料理」か「美

人」である点に，何かしらもの寂しさを感じるが，山方，わずかでほあるが「不老不死」

「四方四季」を答えている生徒がいる点は見逃せない。

－
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理想郷の1つの型としての四方四季と不老不死とがどのように関わり合うのかを考えさせ

るのが，本時最後の作業である。

まず，日本。中国の歴代帝王の何人かが不老不死の薬を求めた話を紹介し，いかなる財力。

権力をもってしても手に入らない，最後の欲望の対象としての時間というものを認識させる。

同時に四方四季が理想郷の1つの型として形成されてくることを説明する（『源氏物語』の

六条院，『酒呑童子』の館等）。そして四方四季ほ季節の循環がないこと，即ち時間の流れの

ない無時間の世界であることを気付かせる。また第3時で扱った『万葉集』の浦島伝承には

「常世」とあり，それほ「老いもせず 死にもせずして」と説明されていたことを再指摘し，

永遠に現在の状態が続くということは時間の停止を意味することを確認させる。つまり四方

四季と不老不死とは時間の流れの停止という点において本質的に同じであることを理解させ，

それはまた無常観の裏返しの表現であることを今後の課題として考えさせる。

（今回の試みについての検討）

公開授業の後，参観していただいた先生方（約50名）と研究協議会を行った。以下，そこでの

質問。意見を踏まえ，今回の授業案に対する検討とまとめをしておきたい。

指摘をうけた最大の問題点は中学2年生を対象に1単元12時間をあて，しかも様々な内容を盛

込んでの授業ほ，生徒が消化しきれるものかどうかということであった。確かに授業に過剰な内

容を期待することほ控えねはならないが，生徒に刺激を与えるという点では，考えうる限りの様

々な角度からのアプローチほ試みられてよいはずである。またすべてをこの1単元で処理しよう

とせず，1年間，あるいは中学3年間の中で，他の教材との関連をより密接にすることで，先に

あげた問題点ほかなり回避できるのではないだろうか。既に述べたように，「おばゆ」という語

を突然教えようとしてもそれはただ知識を与えたにとどまってしまうだろうが，その前に自発表

現についての文法学習をしたり，さらには自発表現から日本人の特性を考えるような評論を読ん

でお桝ま，その理解ほ一層深まるはずである。また療頭語「ま」を教える場合，言葉の意味を教

えるという発想では，生徒に説明をすることは無理がある。ここで大切なのは言葉の定義である。

このことも，他の教材，現代文の読解時において先に触れることができるし，そうしたことを問

題にした評論を読ませることも一方で必要であろう。当該学年では夏休みの課題として鈴木孝夫

『ことばと文化』（岩波新書）を与え，ことばの意味と定義の問題を事前に考える機会を用意し

ておいた。こうしたことは和歌的発想，四方四季，不老不死といった内容についても言えること

である。「浦島太郎」だけでこれらをすべて教えようとすることほ土台，無理である。散文とは

別に韻文を一方の柱に立て，中学3年間で扱っていくことが考えられねばならないし，「常。無

常」といった日本人の心性については，たとえば『竹取物語』の最後において不老不死の薬を富

士山で焼かせる場面や『平家物語』と組み合わせたり，和歌でも述懐歌を扱ったりということが

必要になろう。

－
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教材同士が互いに切れているのでほなく，様々なレベルで有機的にかみ合うような教材編成を

編み出すことが今，一番重要なことではないだろうか。

古典教育の重要な要素は，古典作品の持つダイナミズムを教えることにあるのではないだろう

か。生徒たちにとって，今の自分に，どこか原理的。本質的に関わってくる部分がなければ，今

後，古典教育はただの教養主義にとり込まれてしまうことになるだろう。以上のような問題意識

からあえて今回のような授業案を設定してみたわけだが，これを中。高6ヶ年の教材編成までに

拡大していくことがこれからの課題である。
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疑

お岬

那
十
大
松

前
舟
大
腿

筋
十
七
取
と
ん
抒

荊
十
八
扱

ぃね

妨
十
九
扱

茨

を

え
ら
べ

妨
こ
十
枚

斬
非
白
石

妨
十
大
取
締
免
大
畑

梅
ニ
ハ
、
魚

ノ

外

三
、
カ
メ

モ

ス
y

腰済一甥一蒜鼓
璽覇．、ヌ、紆

さ亡

デ

戊

マ
ス
．

管
々
“
榊
偽
米
飯

ト

イ

ア

タ
■
－
シ
ガ
、
ハ
マ

ベ

’

ト
巾
タ

ヤシ

▲グ

ト
コ
ロ
ガ
、
イ
ク
．
ツ

タ

ザ
カ
タ

ノ

子脈

ガ
、
大
キ
イ

ト
フ
ヘ

チ、

こ
こ
省
シ
メ

シ

ク．

カメ

ア

サ
ソ
′
〃
＼

チ

恩

マ

納
れ
叫
ハ
、
ナ
サ
ケ
プ
カ
イ

現り

デ

7
ブ
タ
カ
タ
、

之

夕

見
カ
・
芥
テ
、
r
ノ
ン
ナ

ム
ゴ
イ

コト

タ

ス
ル

モノ

デ

ハ

ナ
イ
、
申
タ
ニ
ガ
シ

テ

ヤ
レ
リ
ー
、
子
粥

こ

イ
ヒ
キ
カ
セ

ヤシ

ク

ガ
、
千
粥
ハ
、
ナ
カ
′
＼
・
▲
キ
、
イ
レ

マ
セ

ス．

ノ
コ
デ
、
紺
約
ハ
、
フ
ト
コ
ロ
ニ
川
プ
チ

丹

ク

戊

ア
、
平
桝
ニ

ヤ
タ
、
カ
メ

ア

キ
ク
ヒ

ウケ

テ
、
仙
舛

ノ

コー

ク

ナデ

ナ
〃
ク
、

「ヤレく

カ
ハ
エ

サウ

ナ
コ
ト

ア

シ
タ
、

サ丁

こ
ガ
シ

テ

ヤ
ル
ゾ
〕
ト
イ
ア
タ
、
カ

ノ

ア

郎

こ

ハ
ナ
シ

チ

ャタ

マシ

ク．

カメ

ハ
、
ク
レ
シ

サケ

三
、
水
リ
コ

エ

入ク

マシ

タ

ガ、苅

ノ

ノチ

誠粘

ア
、
タ
ー
ー

グー

ト

イ
フ
、
メ
ゾ
ク
シ
イ

ト
n
P

へ
、
ツ
レ

タ

ユキ

7ソ

チ
、
オ
ン
ガ
ヘ
シ

タ

シタ

ト

イフ

コト

デ

丁ジ

ャ
ス
．

2

明
治
三
十
六
年
発
行
（
節
一
期
国
定
取
捨
教
科
笹
）

高
等
小
壌
取
木
〓

3

明
治
四
十
l
ニ
年
発
行

（
第
こ
期
限
定
取
繕
教
科
審
）

符
常
小
串
取
木

金三

折妨崩打前節折節妨㌶
十九′＼七六五和三ニー・

取扱吸取株採択校放校
目

指

山
肌
の
野
山

机
子
の
政
市

イ
チ
y
I

阿
倍
仲
献
品

幼
払
叩

柑ノ】防紺
ぬ
ユ
T

頼
州
式
懲

役
切
放
子

各
省
長
城

訪
十
－
放
わ
が
排
御

許
十
二
採
樹
辞
別

㌍
十
三
校
成
功
利
用

苅
十
凹
尿

袋統

苅
十
五
駁
邦
男
切

苅
十
大
耽
」
谷
の
敬

H

苅
十
七
取
－
谷
の
吸

出

打
十
八
粍
ア
イ
ヌ

苅十姦

二
人
の
故
人
と
陥

苅
こ
十
恥
栄
位
搭

人
力
シ
ウ
ク
シ
ヤ
犬
山
将

ト

イフ

人

ガ

丁

ク
マ
シ
タ
．

丁ル

日

ウ
ミ
Y

へ

山テ

見ル

ト
、
子
ド

そ

〃

大
ゼ
イ

デ

カメ

ク

ッ
カ
7
へ
チ
、

オ
モ
チ
ャ

エ

シ
テ

咋
マ
ス
．
タ
フ
シ
†

ハ

カ
ハ
イ
サ
ク

エ

恩ツ

タ
、
子
ド
モ

カク

ノ

ノ

カメ

タ

只
ツ
テ
、

プ
ア
ゾ
ク
．

盛．際；づ弊紙・一

；l
一一一■■

－－

領空
r■

．こ．ニ・r一

ウ
・
・
、
ヘ
ハ
ナ
シ
テ

ヤ

苅
七
恕
締
釣
手
．

窄
の
白
か
げ
の
の
ど
か
に
て
‥

t

鼓
し
つ
か
な
る
エ
き
の
幻
1

▲
へ
†

梅
上
、
泣
く
、
船
山
し
て
、

凡
手
の
つ
り
を
な
せ
ろ
と
き
、

け・▼

披
の
中
よ
り
、
一
匹
の

←｛

大
伯
山
で
し
が
、
た
ち
せ
ち
に
、

▲

化
し
て
、
を
と
わ
と
な
り
に
け
り
．
し

を
と
ゆ
、
し
づ
か
に
、
い
へ
る
よ
㌧

「
わ
れ
、
争
、
懲
を
み
ち
ぴ
き
て
、

即
粁
幻
灯
、
い
た
る
べ
し
．

ぃ
ぎ
．
い
ぎ
．
揮
う
．
し
と
い
ふ
ま
ま
に
、

ぬ
子
は
、
あ
と
に
、
畏
ひ
て
、

l
抄
◆

行
く
や
、
千
符
の
わ
の
庇
．

←
九
ヽ五
官
爪
の
紋
を
か
き
わ
け
て
、

れ
ー
ヽ
■
l
●
－

筑
前
習
に
い
た
け
り
．
」

あ
ヤ
の
衣
を
身
に
か
さ
ね
、

あ
ま
た
の
も
の
に
か
し
つ
か
九
、

読
の
う
て
な
K
、
絨
払
子
、

只
魯
月
日
を
訟
り
し
が
、

お
の
が
故
粒
の
、
な
に
と
な
く
、

こ
ひ
し
き
ま
ま
に
、
r
い
ま
】
皮
、

陥
ら
ん
も
の
．
J
と
、
モ
の
上
し
を
、

を
と
め
に
、
い
へ
げ
、
泣
く
泣
く
も
、

ま
た
、
あ
ふ
ま
で
の
し
ろ
し
に
と
、

取
り
て
顕
せ
り
．
詔
乎
郡
．
し

約
手
、
故
俗
に
、
陥
り
米
て
、

見
れ
ど
も
、
お
の
が
家
兄
え
ず
、

蕃
が
せ
ど
、
お
の
が
父
母
あ
ら
ザ
．

せ
ん
か
た
な
く
て
、
そ
の
耶
の

ふ
た
を
あ
く
れ
ば
、
あ
ゃ
し
ヤ
な
、

由
以
、
中
上
り
、
た
ち
の
好
り
、

か
な
た
に
、
な
び
く
と
、
見
る
う
ち
に
、

繋
き
ナ
が
た
は
洞
丸
う
せ
て
、

■
l
l

し
ら
が
の
め
朋
と
な
り
に
け
り
．
し

ノ
レ

カタ

こ
三
日
タ
ッ
チ
、
ウ
ク
シ
ヤ

ガ

ウ
ミ
ベ

デ

ブタ

ア

シチ

ヰル

ー
．
大
卒

ナ

カノ

ガ

出タ

キ
チ
、

「
ウ
ク
シ
ヤ
サ
ン
、
コ
ノ
丁
ヒ
ダ

ハ

丁ダ

ガ
ダ
ウ
ブ
ザ
イ
マ
シ
ク
．
オ
レ
イ

；

タ
ユ
ウ

タウ

ヘ

ア
レ
タ
ー
汀
ツ
タ
丁
ゲ
マ
セ
ク
．

払

ノ

セ
ナ
カ

ヘ

オ
ノ
タ
ナ
サ
イ
．
J

ト

イ
ヒ
マ
ス
．

ク
ク
シ
マ

ガ

訂
P
n
ソ
デ
、
カ
ノ

ニ

ノ
ル

ト
、
ダ
ン
ダ
ン

クミ

′

中

へ

シ
ゾ
ン
デ

行
プ
チ
、
マ
モ
ナ
タ

グ
ユ
ウ
ダ
ウ

ノ

門

へ

ツ

キ
ワ
シ
ク
．

ジ
ュ
タ
グ
ウ

エ
ハ
オ
ト
ヒ
メ

ト

イフ

キレ

イナ

オ
ヒ
ノ
サ
マ

ガ

店
チ
、
タ
ク
シ
マ

ノ

か小タ

ノ

ア

タ
イ
ノ
ウ
訂
ロ
コ
y
デ
、
イ
ロ
イ

Pナ

ゴ
チ
ノ
ク

タ

シ
タ
タ
、
サ
マ
サ
マ

ノ

ア
ソ
ビ

ア

シテ

鬼
セ
7
ソ
ク
．

ウ
ク
シ
ヤ

ハ

オ
予
ソ
P
タ
チ
ク
マ
タ
マ
セ
ン

カ
ク
、
タ
丸
タ
グ
ウ

ノ

オ
キ
ヤ
タ
サ
マ

エ

ナ

γ
チ
、
ウ
チ

ヘ

カ
ヘ
ル

ノ

モ

ワ
ス
レ
テ

ヰ

7
ソ
ク
．

4

大
正
七
年
発
行

（
第
三
桝
鼠
定
矧
結
教
科
恕
）

梢
開
閉
露
訳
本
巻
ニ
ー

む
か
し
う
ら
し
ま
大
伴

と

いふ

人

が

あ

b
・
ま
L
允
．

ち
ろ
臼

はま

を
凝
る

と、

手
ど
も

が

大
ぜ
い

で

か

わ

を

つ
か
ま
へ
て
、

おも

ちヤ

に

して

ゐ
ま
ナ
．
う

ら
し
せ

け

か
は
い
き
1
7

に

お
も
つ
て
、
チ
ビ
も

から

その

かわ

を

か
つ
て
、
紹

へ

は

して

や
り
卓
し
た
．

な
一

モ∧静
一等鰹

Q声電・

l
′小

顎一ゝ ニニンー‾

それ

から

こ
三
日
た
つ
て
、
う
ら
し
ま

が

紬

に

の
つ
て
つ
h
′

な

して

きな

かわ

が

いて

き
て
、

ゐ
ま
ナ
と
．
小
ハ

r
ち
ノ
ら
し
ま
尊
ん
、
こ
の

が
た
う
ど
ぎ
い
ま
し
た
．

り
ゆ
う
ぐ
う

へ

つ
れ
て

う．

払

の

せ中

へ

と

い
ひ
寸
－
し
た
．
A
ノ
L
ソ
し
ヰ
ー

かめ

に

のる

と
、
か
わ

あ
ひ
‥
花

は

あ
り
■

モの

か
れ
い

に

ぃ
つ
て
上
げ
ま
せ

お
の
り
な
さ
い
．
J

が

よ
ろ
こ
ん
で

け

だ
ん
だ
ん

仙似

欒
の

小

へ

ば
い
つ
て
い
つ
て
、

ヰ
れ
も
な
く
h
ツ
ゆ
う
ぐ
A
ノ

へ

つき

ま
し
た
．

－
′
ゆ
ち
ノ
ぐ
う

の

お
と
ひ
め

は

ぇノ

ら
し
ま

の

卓た

の

を

上ろ

こ
ん
で
、
和
白
い
ろ
い
ろ
な

どち

そう

を

し
た
り
、
き
ま
ぎ
ま
な

一申モぴ

を

して

見
せ
た
ー
′

し

重
し
允
．

上
フ
ら
し
ま

け叩

うち

へ

か
へ
る

の

も

た

か
も
し
ろ
が
つ
て
、

わ
ナ
れ
て
ゐ
ま
し

5

昭
細
八
年
発
行

（
罪
四
期
限
定
鼠
桔
教
科
審
）

小
鍵
問
譜
訳
本

準ニ

む
か
し
、
緋
曲
大
略

と

トム

人

が

あ
り
ま

し
た
●

あ
る
日
、
け
ま
べ

も

が

ヰ
ハ
ぜ
い

ま
し
た
．
見
る

を

泊
っ
て

ぁる

と
、
手
ど

細
っ
て
、
何

か

巷
わ
い
で

ぁ

と
、
か
め
を
一
び
き
つ
か
ま

へ
て
、
こ
ろ
が
し
た
り
、
た
l
い
た
り

めて

ゐる

の

ヤ
ナ
．
締
約

は、

r
モ
ん
な
か
は
い
書
う
な

こと

もの

で托

ない

よ
．
し

して

い一ち

を

ナる

と

い
ひ
ま
ナ

と、

子
ど
も
ら

は、

「
何
、
か
ま
ふ
“
も
の

か
、
ぼ
く
た
ち

が

つ
か
ま
へ
た

の

だ

も
の
．
J

と

い
っ
て
、
な
か
／
＼

閃
き
卓
せ
ん
．
納
鈷

は

「
モ
れ
な
ら
、
を
‥
ち
書

に

モの

か抄

を

斑
っ
て
か
く
れ
．
し

と

い
っ
て
、
か
わ

を

珊偽

は
、
か
ゆ

の

L
ソ
、

「も人ノ

二此

と

と

い
っ
て
、
浴

へ

モ
丸
か
ら
二
t
ニ
8

紙料

が
、
舟
．
に

尺
取
り
ま
し
た
．

せ
な
か

を

な
で
な
が

つ
か
せ
る

な

よ
．
し

は
な
し
て
ヤ
り
ま
し
た
．

のち

の

こと

で
し
た
．

の
っ
て
、
い
つ
も
の
…
出
り

ー 27
－

つ
h
′

を

して

ゐる

と、

「
紙
飢
き
ん
、
妨
約
き
ん
．
」

と
、
呼
ぶ

もの

が

あ
り
せ
ナ
．
だ
れ
だ
ら
う

と

恕
り
て
、
ふ
り
か
へ
っ
て

見ろ

と
、
大
き
な

かめ

が
、
舟

の

モば

へ

お
よ
い
で
米
て
、

び
ょ
こ
り

と

お
じ
ぎ

を

し
ま
し
た
．
奪
う
し

て、

「
こ
の
m
は
、
あ
り

が
た
う
ど
ぎ
い
せ
し

た
．
私
は
、
ち
の

時

肋
け
て
い
た
ゞ

いた

かめ

で
す
．

けふ

は
、
お
九
h

に
、
り
ゆ
う
ぐ
人
ノ

へ

ぶ
つ

れ

し
せ
廿
う
．
書
あ
、
払
の

せ
な
か

へ

お
の
り

下き

い
．
し

と

い
ひ
ま
し
た
．
糀
丹

け、

「
そ
れ

は

あ
り
が
た
う
．
J

と

い
ぅ
て
、
か
め

の

せ
な
か

に

の
り
ま
し
た
．
か
わ

は
、
だ
ん

だん

拇

の

中

へ

は
い
っ
て
門
奇
ま
し

た．し
げ
ら
く

行く

と
、
向
か
ふ

K

弥
や
、
叩

ヤ
、
爪
ヤ
ね
っ
ち
り
ウ
ば
な
門
が

見え

ま
ナ
．
か
わ

が、



中
学
二
年

国語

r
浦
島
太
郎
」

揃
肋
資
料

（
三
）

ウ
ウ
イ
プ
チ
ノ
ウ

ヤ
ヒ

ニ
ハ
・
イ
ヤ

ア
ソ
ビ

や

か叩日

7
友
T
テ
キ
マ
ス
●

そ

た叩日

ク
ペ
ル
ー
、
シ

ニ

ナ
タ
マ
ス
．
オ
屯
シ
P
イ

及ん

ト
、
シ
マ
ヒ

ニ
ハ

ソノ

ウチ

l
【
ク
ク
シ
ワ

ハ

ヘ
タ
ク
タ
ナ
ッ
ク
カ
タ
、
丁
ル

三
、

ウナ

ヘ

カ

ロ

オ
ト
ヒ
ノ

姦

r
イ
ロ
イ
ロ
オ
セ
ワ

ニ

ナツ

タ
、
丁
山
7
ガ
タ
ク
ゴ
ゲ
イ
マ

ス

ガ
、
ア
ヤ
タ
ナ
ガ
タ
ナ
ジ
ャ
ス

ウチ

ヘ

カ
へ
机
ノ

ウ
ク
シ
マ

ハ

ハ
ブ

カメ

ノ

セ
ナ
カ

ツモ

…妄言真吾三吉フカケノダ三言サ ク シ・▼ コ
ハ

ブ

㌔ シ ナ ツ マ タ ケ シ 表・ エ

ノ マ ー チ ス ッ
マ

ノ、ワ
つ’

† シ
ハ

、

ォ シ セ フ カ ヤ′ オ
上クク コ イ ク ナ 丁 チ ウ レ イ ナ

●
フ マ J ケ

ー
ブ ノ ヤ ゴ

へ

ぃデ

光
ヤ
シ
ク
．
ク
チ

ヘ

カ
ヘ
ツ
テ

見

ル

ー
、
オ
r
P
ヰ
丁
ソ
ク
、
父

ヰ

佗

苺

シ
ソ

デ

シ
マ
ッ
チ
、
ジ
プ
ソ

ノ

ウナ

モ

丁
リ
サ

セ
ソ
、
ト
屯
ダ
チ

セ

ミ
ソ
ナ
ヰ
ナ
ク
ナ
プ
チ
、

知
ツ
テ

ヰん

々ノ

ハ
一
人

ヰ

丁
，
マ
セ

ソ
．
何
ダ

カ

カ
ナ
シ
タ
チ
カ
ナ
シ
タ
チ
ク
マ

ク
マ
セ
ソ
．
7
マ
リ

カ
ナ
シ
タ
ナ
ッ
ク
カ
フ
、

オ
ー
ヒ
ノ

ノ

イ
ツ
タ

コト

ヰ

ワ
ス
レ
テ
、

ク
マ
テ
バ
コ

ア

丁
ケ
テ

見ル

ト
、
巾
・
カ
ク

白イ

ケ
ム
y

〃

m
チ
、
ウ
’
シ
†

ハ

エ
ハ

カ
ェ
オ
ゲ
イ
サ
ン
ユ
ナ
ツ
テ
シ
マ
ヒ
了
ゾ
タ
．

が
、
モ
の

うち

に

か
へ
り
た
く
な
つ
て
、

め

に

ろ
い
ろ
お
せ
わ

な
h
ソ
ヰ
ー
し
た
．
あ

ま
h
リ

】発く

な

り
せ
ナ
か
ら
、

もう

お
い
と
せ

に

い
た
し
ま
せ

う
．
」

と

い
ひ
せ
し
た
．

j
J
と
ひ
わ

け

「
そ
れ

け

せ
こ
と
忙
ゎ
な
ど
り
を
し
い

こ

と

で

ど
ぎ
い
せ
ナ
．
そ
九

では

こ
の

五

平耶

を

上
げ
ま
ナ
．
ど
ん
な

こと

が

あつ

て

も
、
ふ
た

を

お
あ
け

と

い
つ
て
、
き
れ
い
な

揃

た．人
ノ
ら
し
ま

l・1汀

め

の

せ・叩

て

き
ま
し
た
．

式
中
柁

を

に

の
つ
て
、

な
さ
い
ま
ナ
な
．
J

一Ⅴ

わ
ん
化
し
ま
し

も
ら
つ
て
、
又

か

山紺

の

上

へ

出

うち

へ

か
へ
つ
て

みろ

と
、
カ
ど
ろ
き
ま
し

た
、
父

も

位

も

し
ん
で
し
せ
つ
て
、
う
ち

も

な
く
な
つ
て
ゐ
て
、
村

の

ヤ
う
ナ

も

ナ

つ
か
り
か
は
つ
て
ゐ
ま
ナ
．
し
っ
て

ゐる

も

の

は
一
人

も

あ
り
ま
せ
ん
．
か
な
し
く
て

か
な
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
、
か
と
ひ
ゆ

の

い
っ
た

こと

も

わ
ナ
れ
て
、
玉
手
箱

を

あ
け
ま
し
た
．
あ
じ
り
る
と
、
拍

の

如
・
か
ら

白

い

け
む
り

が

ば
つ
と
出
て
、
う
ら
し
ま

は

た
ち
ま
ち

由が

の

か
ち
い
き
ん

に

な
つ
て

し
ま
ひ
慈
し
た
．

「
細
約
さ
ん
、
あ
れ

】
n
で
ナ
．
し

と

い
ひ
ま
し
た
．

仙
桝
も
な
く
ど
て
ん

ひ
L
ソ
抄

など

が、

おく

の
、
り
つ
ば
な

m
ハ
し
い

≡

ヤ

R

て
ん
托
、
8

も

ヰ
■
ぷ
し
い

ほど

き

九
い
で
ナ
．
モ
こ

へ
、
お
と
ひ
抄
さ
ま

が

出て

い
ら
っ
し

ヤ
い
ヰ
｛
し
た
．
奪
う
し

て、

「
こ
の
的
川
は
、
か

ゎ

を

助
け
て

下
蕃
っ
て
、
あ
ー
ソ
が

が
．
9
ゆ
人
ノ
〃
ヘ
ム
ノ

の

と

へ

つ
き
せ
し
た
．
た
ひ

ヤ、

む
か
へ

に

以て

山
林
て
、

ど
て
ん

へ

述
し
ま
し
た
．

ヤ

か
ぎ
つ
た
、
モ
の

ど
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た
．
ナ
る
と
、
ゃ
か
ら
、
白
ぃ
け
む
り

が

ナ

ぅと

克
ち
の
ぼ
り
ま
し
允
．
モ
九

が

か托

に

か
ゝ
り
た

か

と

恩ふ

と
、
純
灼
拙
、
か
み

も
、
ひ
げ
も
、
一
成

に

ま
っ
白

に

な
っ
て
、

し
ゎ
だ
ら
け

の

女
ぢ
い
き
ん

妃

な
っ
て

し

ま
ひ
ヰ
ー
し
た
．

たう

ど
ぎ
い
せ
ナ
．
ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り

ちモ

んで

い
っ
て
下
さ
い
．
L

と

ぃって、いろく

ど
ち
モ
う

を

して

下

さ
い
せ
し
た
．
た
ひ

ヤ
、
ひ
ら
め
ヤ
、
た
こ

な

ど

が
、
大
ぜ
い
で
、
お
も
し
ろ
い
を
ど
り

を

を
ど
一
p
せ
し
た
．

納釣

は
、
ち
ま
り
お
も
し
ろ
h
の
で
、
家

へ

か
へ
る

の

も

亡
V
九
て
、
稀
8
何
日
、
た
の
し

く

く
ら
し
て
ゐ
ま
し
允
．
し
か
し
、
モ
の
う
ち

に
、
お
と
う
さ
ん

や

お
か
あ
さ
ん

の

こと

を

か
ん
が
へ
る
と
、
誕

へ

寸
、
へ
り
た
く
な
り
せ

し
た
．
そ
こ
で
、
あ
る
巳
、
か
と
ひ
め
さ
せ

虹、

「
ど
う
も

良く

お
せ
わ

に

な
り
ま
し
た
．

あ
せ
り
良
く
な
り
．
ヰ
ー
す
か
ら
、
こ
九

で

お

ぃ
と
恵

を

h
た
し
ま
ナ
。
L

と

い
ひ
ま
し
た
．

お
と
ひ
わ
さ
ま
け
、
し
き
り

に

止
わ
ま
し
た

が
、
誠
釣

が

ど
う
し
て

も

閃
き
せ
せ
ん

の

ヤ、

「
モ
九
で
け
、
こ
の
玉
串
箱

を

ち
け
ま

す
．
し
か
し
、
ど
ん
な

こと

が

ち
っ
て

も、

ふた

を
あ
け
て

は

な
り
せ
せ
ん
。
L

と

い
っ
て
、
き
丸
い
な

苅

を

お
わ
た
し

紅

な
h
ソ
ま
し
た
。

純良

比
、
玉
手
箱

を

か
1
へ
、
か
め

に

の

って

鰐

の

上

へ

組
ま
し
た
．

もと

の

は
壇
べ

へ

か
へ
っ
て
放
せ
ナ

と、

お
ど
ろ
き
せ
し
た
．
糾

の

ヤ
う
ナ
は
、
ナ
っ
か

り

か
は
っ
て
ゐ
浸
す
．
臨
ん
で

ゐた

衣

も

なく

か
と
う
さ
ん
も
、
お
か
あ
さ
ん
も
■
死
ん

で

し
ま
っ
て
、
知
っ
た

人

は
、
一
人

も

を

り
ま
せ
ん
．
こ
れ

比

どう

した

こと

か

と
、
帥
灼
は
、
椚

を

か
1
へ
な
が
ら
、
ゆ
め

の

ヤう

に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

と

歩
き
ま
ほ

ー
リ
サ
し
た
．

こ
ん
な

時

に

式
中
抑

を

あ
け
た
ら
、
ど
う

か

なる

かも

知
九
な
い

と

思
っ
て
、
お
と

うちL皇子：ろ－

ひ
め
さ
ヰ
ー

の

い
っ

た

こと

も

亡Wれ

て
、
そ
の

人た

を

あ
′
け
ヰ
ー
し

ずは胤脚
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～
－
〃
し
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～
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．
～
ち
し
ま
牲
．

こ
と
も
の
な
ん
ハ
ろ
．
〃
わ
◆
亡
〃
く

一
巾
‥
二
り
‥
と
〃
ム
ー
い
．
メ
、
ひ
と
り
で
．

ふ
か
▲
J
ふ
ち
へ
ン
㌧
け
ぐ
・
り
け
ら
．

こ
．
一
り
ろ
ひ
ハ
〃
ほ
∂
t
．
〃
め
が
〟
ュ
＼

㌻
〈
う
し
（
・
、
う
ち
し
皇
さ
ん
．

甘
～
ぐ
～
と
い
ふ
．
ユ
い
と
（
・
り
、

そ
乙
へ
ち
ん
を
い
．
い
托
し
ー
ー
ご
｝
〕

≡
．
ラ
ち
し
●
■
た
八
・
た
．
ハ
わ
ぃ
㌫
り
甘
．

ナ
小
斗
〃
の
，
へ
や
ら
．
1
・
心
の
モ
亡

た
ひ
、
し
ぴ
、
ぃ
ら
カ
ー
バ
っ
と
．
さ
ほ
、

む
ち
が
一
っ
む
か
◆
て
．
わ
？
て
け
く
．

翔
．
・
サ
一
l
ほ
人
山
と
う
く
、
か
㍍
も
ん
吋
、

さ
ん
・
ヾ
の
は
し
ら
、
し
ヤ
・
ヽ
‖
キ
㍑
、

し
ん
じ
■
〝
キ
与
り
ヾ
．
へ
〃
で
り
た
く

・
上
ろ
も
ヌ
．
ヾ
キ
く
、
ハ
〝
く
、
l
・
二
、
ん
．

一正

・
、
・
と
ひ
の
さ
ま
S
．
山
〃
一
J
l
こ
い
シ
．

～
ら
し
空
ハ
ハ
ろ
ー
た
．
‥
‥
－
わ
ム
ヒ
．

む
・
J
亡
－
じ
′
．
う
ヾ
．
く
h
了
～
ノ
｝
．

山
ハ
l
や
・
ヽ
㌻
し
く
．
ケ
p
‥
【
り
り
ひ
．

か
へ
訂
｛
・
〃
－
1
は
．
い
へ
一
り
シ
し
．

・
し
托
り
ふ
し
ざ
と
ヾ
人
川
ご
て
ほ
・
＼

ハ
｝
ん
り
り
h
し
ん
♪
、
け
へ
）
か
た
一
り
．

L
ち
が
S
サ
ヾ
と
．
ぐ
り
l
‥
一
寸
9
．
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一
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、
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ヽ

ト
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●
－
へ
→
｛
－
々
－
ち
l
－
●
エ

▲
一
．

一

枚
七
〃
に
、
丹
杖
蛸
の
辟
雛
時
の
狩
川
の
人
絹
法
的
触
手
、
舟
に
来
り
て
杓
す
．
淫
に
火
溢
女

色
ヽ
－
ヽ
℡
L
■

ヽ

人
O
t
た
小

一▲

い

糊
た
り
．
虹
に
女
に
化
1
3
る
．
沌
に
、
輔
幼
子
、
姐
り
て
ぷ
に
す
．
糾
娃
ひ
て
郎
に
入
ろ
．
荘
節

約
に
洞
り
で
、
飽
液
中
、
郎
り
放
る
．
納
は
、
糾
奄
に
耽
り
．
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☆
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万
熟
難
し
盈
】
九

袖

作
の
＝
巾
…
り
り
た
な
び
く
り
に
、
ほ
〃
の
朗
印
の
m
に

l－

狩
生
F
ち
L
て
沖
〓
く
わ
畑
が
の
ど
J
、
に
托
に
㍍
－
1
ム

J
t
く
組
も
．
、
い
つ
か
ヤ
‖
人
汀
の
畑
山
の
叶
K
づ
l
さ
人
h

ら
k
て
い
く
．
ム
の
衣
川
崩
の
馬
／
が
、
絆
杓
り
ヤ
幻
n
り
に

争
巾
に
な
り
て
．
し
‖
ほ
り
て
も
甘
に
枯
ら
ゾ
に
．
朗
の
愁
て

巾
h
ぺ
つ
ム
巾
川
上
巾
栂
も
匂
え
て
渋
い
で
け
り
て
．
尉
持
の

〃
怒
l
モ
に
ひ
▲
：
－
り
・
ゝ
り
▲
■
・
、
狂
い
．
〃
告
か
り
人
‖
り
て
淡
が

代
り
た
の
で
、
〓
上
告
切
り
で
尉
の
柁
〃
の
常
陀
の
M
i
で
〓

ヘ
ー
、
郎
抒
の
門
拡
巾
切
花
い
摘
に
ム
ろ
き
ゎ
び
ぐ
オ
．
ぐ
削
拐

に
．
す
小
▼
釣
り
人
＝
り
て
ー
‥
人
さ
り
で
こ
も
：
ヽ
長
い
の
恋
し

人
ち
柁
の
乃
L
ム
れ
心
l
ん
ゾ
に
H
い
m
現
し
い
‖
々
を
退
り
て

l
、
た
上
い
・
7
巾
に
、
岱
か
々
稲
沢
の
人
で
あ
人
ご
J
の
耶
が
い
と

し
い
〃
に
こ
′
」
‥
て
L
ま
り
た
．
－
．
ほ
ん
の
し
げ
ら
く
Y
l
こ

u
‥
（
、
父
杓
に
化
た
ん
の
こ
と
む
う
㍉
呵
l
り
．
耶
‖
に
で
ち

肌
－
1
u
．
て
恵
与
り
し
上
．
モ
こ
で
々
が
バ
・
り
に
〓
、
「
恩
田

の
川
に
1
た
u
‥
（
よ
で
．
人
・
と
H
亡
に
仇
と
托
い
た
い
上
州
q

う
々
㌧
こ
の
打
汀
′
粁
り
な
い
で
わ
・
り
り
し
て
・
り
㌧
し

ぐ
．
上
．
ム
ん
．
ふ
ん
々
に
耶
く
1
1
城
L
た
の
に
．
‖
〃
に
㍍

り
抗
い
て
、
で
く
托
し
て
ち
そ
の
Y
が
托
り
か
ら
仁
い
L
、
り
l

－
－
ざ
こ
か
亡
l
上
く
ん
七
巾
粥
J
凡
托
「
ん
々
い
り
で
、
ど
う
ん

母
だ
l
払
～
り
て
モ
ー
し
で
ー
し
・
I
ギ
え
た
．
．
甘
心
〓
て
か
一
り
た
リ

ベ
1
耶
の
川
に
．
郎
l
柁
や
W
ま
て
亡
り
そ
り
亡
な
く
々
り
て
し

ま
ヶ
ー
ん
巾
か
h
・
←
．
．
こ
の
抗
な
削
り
ヾ
ふ
た
な
わ
げ
、
き
“

と
㌫
ご
ハ
り
の
ゞ
が
牝
わ
h
ム
だ
ち
・
り
㍉
き
ヽ
モ
こ
で
抗
謁
心
、

ん
1
．
上
村
り
た
L
㌧
・
し
ち
ぷ
．
〓
い
叫
山
が
抗
か
ら
札
L
汀
．

で
．
た
だ
浣
斡
の
‖
へ
た
た
々
ひ
い
て
〓
く
だ
り
だ
り
た
叫

で
．
H
～
り
む
り
、
わ
わ
一
ん
ら
L
て
拗
ん
、
郎
り
．
こ
斗
け
糾
－
り

て
肘
拭
打
m
り
J
㍉
に
・
に
わ
か
に
対
生
欠
～
て
L
ま
り
た
・

〃
†
し
い
吼
1
．
抗
だ
㍉
り
l
し
々
り
た
．
沿
◆
と
L
た
即
も
l
り

〓
に
々
～
た
．
ん
け
（
の
怒
て
n
・
、
～
ん
稔
え
て
と
J
り
り
柁
ん

や
L
ま
り
た
．
モ
の
木
托
述
の
ね
′
r
の
官
の
ム
り
た
柑
が
、
人
～

比
巾
〓
の
崩
l
こ
ム
ん
．
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は
鴫
托
し
H
ト
．
り
婚
約
卜
以
】
な
ご
．
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で
れ
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〃
陀
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の

ぶ
～
L
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釣
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柑
ム
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し
亡
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き
り
か
け
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づ
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粥
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陀
〃
に
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欠
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．
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い
け
化
〃
☆
杓

ん
‖
に
し
て
．
抑
六
が
前
々
隅
域
し
た
か
．

◇
作
の
〓
の
ふ
拗
∴
り
〓
小
り
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校
化
L
々
が
ん
仙
叩
ぷ
約
粍
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々
以
小
し
て
い
ろ
．
巾
－
】
を
り
ふ
絃
の
う
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せ
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拭
∫
l
も
．
ウ
渋
乃
り
知
的
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托
一
ヽ
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托
け
杓
八
川
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上
い
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も
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に
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剃
沖
り
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上
の
均
打
．
◇
た
l
∂
か
に

托
溺
托
．
◇
懲
托
ぉ
の
椅
〃
巾
ポ
丘
小
結
の
N
．
こ
こ
で
u

朗
押
の
H
．
¢
粍
川
の
逝
か
入
館
糀
の
川
の
人
に
｝
－
し
て
こ

う
J
l
々
．
◇
拐
I
－
．
招
女
の
旬
ぬ
で
カ
ム
院
身
代
れ
ム
杭
．
削

り
々
り
一
l
汀
杓
へ
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ぷ
柁
ぷ
J
l
l
る
．
¢
〓
竹
山女
の
諾
巾
牝
L

た
ち
の
．
¢
キ
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心
り
Y
，
托
r
阿
り
、
光
り
た
も
の
さ
仏
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に
戊
わ
ム
り
れ
．
粕
汁
く
冶
わ
ナ
箇
月
叫
．
〇
た
ち
ま
ん
に
・
一

代
－
－
．
り
．
小
と
小
柁
の
常
粍
に
り
L
輔
丘
化
生
い
・
L
て

〓
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阿
の
M
に
ー
巨
人
始
け
も
ゃ
で
ム
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た
り
に
．
〓
分
〓

け

吋
ハ
引
〓
r
小
か
ゎ
ぃ
～
い
が
り
々
い
山
人
と
ぺ
．
た
一
山

〓
．
H
と
い
う
怨
一
、
占
か
．
亡
の
冶
の
ハ
ト
と
い
う
〃
〃
－
1
．

◇
邦
人
〃
【
絶
し
の
旺
月
．
〃
の
丘
の
わ
ぷ
【
な
J
を
介
し

て
か
か
ろ
．
◇
綬
二
人
特
に
印
す
も
村
村
代
ゎ
刈
．
カ
な
た

‖
介
．
◇
〃
モ
び
昧
の
川
い
く
上
ん
山
九
わ
ナ
胡
．

郎
氾
の
脱
の
以
γ
を
凍
む
一
打
押
せ
て
招
敬

一暮

－
み
り
L

い

ん

り
’
‘
り

伽
ポ
の
〓
の
㌫
め
る
叫
に
川
㍗
の
柑
忙
似
で
川
て
約
加
の

み
」
「
〃
▲

と
を
ら
ふ
見
れ
ば
い
に
し
へ
の
こ
と
ぞ
思
托
ゆ
る
水
江
の

l
′
㌧
L
▲
【

々
わ
一

粥
の
山
千
が
黙
糾
り
糀
釣
り
柊
こ
り
七
日
ま
で
凝
に
も
光

’
々
そ
小

h
～
り
み

t
モ
カ

ずて

恥
堀
を
過
ぎ
て
治
ぎ
行
く
に
獅
帥
の
抑
の
娘
子
に

山
リ
ー
一
斗
ひ

た
ま
さ
か
に
い
済
ぎ
杓
ひ
紹
と
ぷ
ら
ひ
討
伐
ウ
L
か
ば

か

ん
ヽ
、

き
跳
び
常
故
に
至
り
粥
帥
の
糾
の
淡
の
内
の
へ
の

妙な

上り

ん

る
投
に
た
づ
さ
は
り
ふ
た
り
人
り
肘
て
近
い
も
せ
ず

死に

∫
〃
々
小

〃勺

ひ亡

も
せ
ず
し
て
托
き
牡
に
あ
り
け
る
も
の
を
牡
問
の
芯
か
人

わ
l
t
く

〃

の

我
松
子
に
仙
‖
り
て
語
ら
く
し
ま
し
く
は
家
に
喋
り
て

〃

々
†

父
即
に
桝
も
什
‥
ら
ひ
朋
〓
の
．
こ
と
孜
i
t
は
淡
な
む
と

だひ

｝も

と
‘
J
－

け
れ
ば
拭
が
㌶
へ
ら
く
常
世
辺
に
ま
た
捕
り
発
て
今
の
ど

ム

｛
し
け

と

遜
は
む
と
な
ら
ば
こ
の
脂
試
料
く
な
ゆ
め
と
そ
こ
ら
く

▲た

‘も

す
み
〃
▲

に

幣
わ
し
討
を
位
封
に
綴
り
光
り
て
軟
化
れ
ど
家
も
見

か
ね
て
出
札
れ
ど
出
も
化
か
ね
て
あ
や
し
み
と
そ
こ
に
㍊

函寸 i＝＋日掛l

鮎（
感．顎
舟－‘

甜の l÷旨椒トトl

抒′r

惑の i‡く如く覿l

函の l÷旨封印Ii

亀

29

1

稚く

家
ゆ
㍑
で
て
三
咋
の
川
に
垣
も
な
く
教
失
せ
め
や

少
■
ツ

と

こ
の
符
を
捌
き
て
見
て
ば
も
と
の
ど
と
衣
は
ち
ら
む

し
ん
く
t

ド

～
く
▲
へ

と

※
陥
謁
少
し
閃
く
に
仏
恕
の
仙
川
よ
り
は
で
て
館
牡
辺

に

た
な
び
き
ぬ
れ
ば
放
ち
起
り
叫
び
帥
触
り
こ
い
ま
ろ

り
一
ツ

び

災
ず
り
し
つ
つ
た
ち
ま
ち
に
心
椚
火
せ
ぬ
群
か
り
し

川
t
し
山

一
々
し
㌧

肌
ヰ
l
嫉
み
ぬ
川
か
り
し
公
も
山
け
ぬ
ゆ
な
ゆ
な
比

〓
了
ぐ
へ

絶
え
て
絶
つ
ひ
に
八
州
死
に
け
る

と
じ
ろ
‖
几
l
中

水
江
の
帥
の
瑞
十
が

鮮

ん
づ
小
人

う㌧

し
－
く

l輝嘩・托署‡ 経零敗讃：（1く）

函N 一拍加ぷ持 j

ぎ
焉

を
0

月

湧

㌣

函卜 l叫咄槻叶l

㌢

‥収

載

モ
乙
l
、

り
与
’
▼
々
㍉

七

伽
常
粍
辺
忙
化
む
ぺ
さ
ホ
の
を
榊
火
〃
汝
が
心
か
ら
お
そ
や

こ
の
小
小

各朴】l出・ 厨汐皇

国一 l教る’ぐ咄＿l

仙温

′′

ダ ー
′

一義誕、拭・一

▲
よ

l

サ、

関り l吹出轍叶J

態＝週

ヾヽ
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｝戦て

ハt、Ⅶ

．も・応
‾

■′

、鞍

鮎
1糎紳慣科」

巌

中
学
二
牢

古文

御
伽
草
子
巧
浦
島
太
外
山

（
一
）

ーh
監S

小
州
蛭
川
の
和
仏
火
付
総
、
釣
り
上
げ

た
恥
を
放
し
て
ヤ
り
、
モ
の
化
身
の
☆

七
穴
り
を
折
ん
で
、
鎚
常
放
で
し
あ
わ

甜小Iく＞

ノ
ル
川

せ
妃
崩
ぞ
し
た
．

㍑
叩
っ
て
み
る
と
、

が
た
っ
て
お
り
、

い
た
．
そ
こ
で
、

l
ニ
年
た
っ
て
故
蛸
に

こ
ち
ち
で
托
七
百
年

す
っ
か
り
敬
わ
り
て

ぬ
か
ち
¢
形
見
の
苅

郁

島

太

郎

海

l霜感電トト胡潮J

細寮

頭一の

クヂ

回一の l常澄畠‡

髄

セ
あ
け
て
み
も
と
、
た
ち
ま
ち
老
い
て

m
と
な
り
、
税
懲
披
の
屯
と
と
も
に
神

と
し
て
現
わ
れ
た
と
ぃ
う
．
批
官
女
の

粥
の
苑
刑
郎
駒
拉
で
ち
も
が
、
1
日
本

H
妃
】
－
ガ
礫
那
h
r
網
払
子
位
－
r
蛇

純
血
手
伝
J
な
ど
、
か
な
り
多
く
の
文

献
K
伝
ぇ
ら
れ
て
ぃ
る
．
こ
の
㍍
蜘
堺

平
に
空
っ
て
勤
他
職
忠
治
の
群
僻
を
加

え
て
、
木
嶋
物
の
桃
内
モ
も
示
し
て
い

●
令
．

－
渋
柿
射
光
終
．

－
｝
コ
〃
群
が
－
芯
容
に
【
木
江
小
1
．
の
純
血

千
‥
叫
ご
と
ち
っ
て
、
☆
く
か
ら
「
納
品

干
し
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ

に
繁
っ
て
「
大
将
】
と
い
う
名
を
つ
け
ら

九
た
も
の
で
ぁ
る
．

滋
崩
．
熟
そ
書
ナ
．

也
r
つ
れ
づ
れ
し
は
、
き
し
あ
た
っ
て
何

も
サ
与
こ
と
が
な
い
状
感
モ
ー
う
．

エ
海
技
の
桝
．

【
栄
搾
．
統
柑
鳥
の
「
冶
払
が
現
し
を
恕

い
寄
せ
允
も
の
か
．

小
妨
泊
托
、
姐
偽
大
将
が
恥
を
釣
り
上

げ
る
切
払
．

吋
粥
晋
で
上
む
．

（
r
や
ナ
ら
ム
ー
は
遜
ま
ず
し
り
モ
カ
．
ず

に
た
カ
ら
タ
、
兄
を
と
ど
カ
て
た
た
ず

む
認
．

几
穏
人
、
☆
．

七
人
ご
の
く
に

l
卜
し
l

】

甘
、
丹
後
也
脚
に
帥
瓜
と
い
ふ
紫
侍
り
し
に
、
そ
の
子
忙
納
糾
れ
阿
東
か
と
小

▲
ほ
小

一
Y
ウ
ミ

l

し
て
、
年
の
新
二
十
四
瓦
の
粥
あ
り
け
り
。
明
け
寄
れ
、
形
の
う
ろ
く
づ

ウ
ー
ル
■
1

一

つ
サ

を
取
り
て
、
父
母
を
較
ひ
け
る
が
、
あ
る
日
の
つ
れ
づ
れ
忙
、
釣
を
せ
ん

・
’
ち
，
．
’
L
l
じ
t
1
．
●
l

と
て
肘
で
氾
け
り
。
緋
々
凡
々
、
入
江
入
江
、
至
ら
ぬ
聯
も
な
く
、
釣
を

一

ホ

い
一
で

し
、
只
を
拾
ひ
、
み
る
め
を
刈
り
な
ど
し
け
る
と
こ
ろ
忙
、
ゑ
し
ま
が
放

と
い
ふ
所
虹
て
、
私
を
一
つ
釣
り
上
げ
け
る
。
細
島
太
紛
、
こ
の
他
に
賢

し
†
l
′

ふ
や
う
、
「
な
ん
ぢ
、
出
あ
る
も
の
の
中
に
も
、
鶴
は
千
年
、
私
は
万
咋

い
わ
ち

と
て
、
命
久
し
魯
も
の
な
h
ソ
。
た
ち
せ
｛
・
ラ
、
こ
こ
忙
て
ぬ
叩
を
新
た
ん
こ
と
、

い
た
は
し
け
れ
ば
、
肋
く
る
な
り
。
常
に
は
、
こ
の
思
を
思
ひ
出
す
べ

（
拉
）

－

し
」
と
て
、
。
や
恥
を
も
と
の
縦
に
返
し
け
る
。

L
属
7
碕

う
ー
・

か
く
て
、
椰
免
太
郎
、
そ
の
日
は
駆
れ
て
締
り
ね
。
ま
た
次
の
日
、
油

ヤ

ーた

か
い
し
ヤ
，

†，

の
方
へ
出
で
て
、
釣
を
せ
ん
と
思
ひ
見
け
れ
ば
、
は
る
か
の
海
上
に
、
小

30

由一卜 r dQ〉袖潔葛」

＼

汐

司一り r滋囁唱放ぜ」

遠望
缶

声鞄

馬

感

岩
「
入
る
し
は
印
軟
調
を
持
っ
て
、
お

い
で
に
な
る
竹
ぺ

〓
音
持
蕊
文
抑
筏
拉
窄
に
「
さ
れ
は
と

よ
、
へ
ち
の
釣
耶
に
て
も
な
し
、
み
つ

か
ら
を
、
あ
る
人
の
さ
ん
け
ん
忙
エ
ウ
、

う
つ
托
ふ
わ
に
つ
く
り
こ
り
、
か
や
う

に
な
ん
か
い
に
ナ
て
ら
れ
け
れ
紘
、
い

か
な
る
き
か
い
か
し
ま
、
を
に
の
ナ
み

か
へ
も
、
な
か
れ
ゆ
き
投
ヤ
ら
ん
と
、

さ
も
心
ほ
モ
く
お
も
ひ
し
に
、
か
や
う

の
つ
り
人
に
あ
へ
る
桝
こ
モ
、
こ
れ
又

せ
ん
せ
の
き
え
ん
な
り
し
と
あ
る
．

芸
格
合
の
エ
ー
郎
、
つ
い
で
¢
釦
に

双
り
て
．

一
旦
－
人
称
の
代
名
詞
．
身
分
の
抗
い

粒
人
り
用
い
た
こ
と
ば
．

岩
抑
州
、
．
小
・
対
．

芸
こ
の
故
ガ
け
ヤ
な
い
、
尉
放
か
ら

の
．
炎
蛸
の
別
紙
は
一
富
の
維
ヤ
あ
ろ

と
い
う
．

－
｛
「
お
托
か
み
J
に
弼
じ
．
山
犬
．

蒜
芯
や
米
の
ょ
う
な
幹
竹
な
も
の
で

は
な
い
の
で
．
石
火
は
“
耶
け
の
な
い
も

の
に
た
と
九
ら
れ
ろ
．

腰

：芦

芸芸妻空襲毒讃

寸ん

書
ヽ
・

戯
一
般
浮
べ
り
。
怪
し
み
や
す
ら

人

に
l
～
は
▲
′

ひ
見
れ
ば
、
う
つ
く
し
き
女
房
、

ひ
モ
，

し
だ
い

た
だ
｝
人
波
紅
ゆ
ら
れ
て
、
次
折

り

忙
太
郎
が
立
ち
た
る
所
へ
著
書
紅

け
り
。
約
あ
太
鮮
が
申
し
け
る
は
、

ん

「
御
身
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
せ

▲
．
い
し
†
▲
′

せ
ば
、
か
か
る
恐
ろ
し
き
稚
上
に
、

一〇

た
だ
一
人
無
学
て
御
入
り
院
ふ
や

ら
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、
女
界
雷

〓

I．た

ひ
け
る
は
、
「
普
れ
ば
、
さ
る
方

仁王

吉・と

へ
紋
船
中
し
て
鮫
へ
ば
、
折
節
、

ね
ム
ー
イ

淡
汎
荒
く
し
て
、
人
あ
ま
た
わ
の

ー
l

中
へ
は
わ
入
れ
ら
れ
し
を
、
心
あ
る
人
あ
り
て
、
み
づ
か
ら
を
ば
、
こ
の

】ハ

ムh

は
し
舟
虹
宍
せ
て
放
さ
れ
け
り
。
悲
し
く
恩
ひ
、
鬼
の
偽
ヘ
ヤ
行
か
ん
と
、

0
1
パ
た

ヽ．土

ふ

一事

行
方
知
ら
ぬ
折
節
、
た
だ
今
人
虹
漁
ひ
参
ら
せ
妖
ふ
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
御

〟
れ

柁
虹
て
こ
そ
妖
へ
。
さ
れ
ば
、
戯
峨
町
人
を
絡
ん
と
こ
そ
し
儀
へ
」

▲へん

ー
七い
n
▲
・

と
て
、
宅
め
ぎ
め
と
紋
き
紅
け
り
。
帥
払
太
郎
も
、
宅
ナ
が
石
木
虹
あ
ら



中
学
こ
年

古文

御
伽
草
子
巧
祁
免
太
郎
k

（
二
）

中
学
こ
年

古文

御
伽
草
子
竹
前
亀
太
郎
ゝ

（
三
）

小
紙
址
ほ
、
穴
し
い
☆
が
舟
に
父
り
て
、

和
人
純
米
称
り
も
上
に
前
く
切
如
．

【
悠
勧
の
叫
一
を
粥
わ
ナ
．

■
－
一
人
称
の
代
名
詞
．
棉
軟
の
諾
称
に

も
川
い
ら
れ
る
．

且
「
た
ぷ
し
は
「
た
ま
ふ
】
と
円
じ
汲
．

岱
一
人
梅
の
代
名
弼
．
武
家
の
蛸
女
が

へ
り
く
だ
り
て
甘
う
．

光
r
か
き
く
ど
く
】
は
【
く
ど
く
J
そ
敏
抄

た
暫
い
ガ
．
「
く
ど
く
し
は
、
し
き
申
K

恕
い
を
述
べ
訴
え
ろ
怠
．

（
☆
の
煎
っ
て
さ
た
舟
．

つれ

（
泊
）

ぎ
れ
ば
、
あ
は
れ
と
‖
サ
ひ
、
納
を
独
り
て
、
引
普
裾
せ
ー
こ
け
り
。
さ
て
、

に
1
～
l
－
I

－

＝

川
き
く

女
以
巾
し
け
る
は
、
「
あ
絞
れ
、
わ
れ
ら
を
＊
問
へ
送
ら
せ
統
ひ
て
た
び

－

鮫
へ
か
し
。
こ
れ
に
て
賂
て
ら
れ
参
ら
せ
ば
、
わ
ら
は
は
い
づ
く
へ
何
と

山
い
し
†
l

な
り
紋
ふ
ぺ
き
。
射
て
統
ひ
鮫
は
ば
、
海
上
忙
て
の
も
の
思
ひ
も
、
同
じ

一

こ
と
に
て
こ
そ
腕
は
め
」
と
、
か
き
く
ど
き
、
さ
め
ざ
め
と
乾
き
け
れ
ぽ
、

－
引
さ
遡
れ
て
、
諮
れ
て
い
っ
て
．

－
－
辟
の
技
の
招
い
の
を
糸
に
見
庇
て
て

い
う
．
「
栖
の
糸
も
中
晩
に
な
び
く
し
と

r
な
び
く
敬
し
ょ
を
か
け
ち
．

瓦
琉
8
1
．
「
托
」
は
托
招
誠
．

n
中
京
．
．
．
の
托
．
a
キ
ノ
シ
タ
科
の
汚

帝
欧
米
．
初
山
礼
に
由
色
の
柁
を
づ
け
各
．

瓦
【
超
ご
の
台
㍍
．

々
泥
土
で
拉
り
田
め
た
土
射
．

（
良
む
l
に
非
い
た
瓦
．

九
と
て
も
、
i
っ
た
く
．

一
〇
小
ナ
ま
で
も
な
て
小
し
尽
く
せ

な
い
．

〓
一
米
の
火
の
扶
に
剃
り
、
同
じ
川

の
淡
七
改
む
、
モ
ん
な
ち
▲
つ
と
し
た

こ
と
も
、
ナ
ぺ
て
約
吐
か
ら
¢
維
で
あ

ろ．

噸

趨ヤィ押

g：＝●≦芸こ由さ

輔
飽
太
郎
も
、
あ
は
れ
と
思
ひ
、

れ

暮
た
一

同
じ
般
忙
決
り
、
苧
1
t
の
カ
へ
幣
ぎ

鵬
七
か
の
女
膠
の
故
へ
忙
従
ひ

▲
杜
り

て
、
ほ
る
か
十
日
あ
ま
り
の
船
粍

▲
も
手
七

つ

を
送
り
、
放
出
へ
ぞ
響
き
に
け
り
。

書
て
、
船
よ
り
あ
が
り
、
い
か

L
ム
小
ゎ

な
る
所
や
ら
ん
と
思
へ
ば
、
鮫
の

＜

つ
い
ぅ

り

・
－
爪
－
I
い
ち
小

串
地
を
摂
き
て
、
金
の
詑
を
汲
べ
、

しん

門
を
放
て
、
い
か
な
ら
ん
天
上
の

†
t
ふ

珪
思
も
、
こ
れ
虹
は
ぃ
か
で
ま
き

る
ぺ
普
。
こ
の
女
折
の
庄
み
所
、

入

官
灘
に
も
及
ば
れ
ず
、
な
か
な
か

【
厄
‥
一
．
h
竹
ヤ
米
で
作
っ
た
8
の
あ
ら

一
切
．

勺
群
．
「
ま
し
は
鍛
拓
．

八
ぞ
り
と
ナ
る
ほ
ど
も
の
き
．
ひ
し
い
．

れ
「
釦
J
に
か
か
る
枕
杓
．
「
白
妙
」
は
拭

ぃ
の
＊
な
ど
の
米
の
戊
の
捻
絃
で
稔
っ

た如叩．岩
舛
い
の
入
ロ
、
ぴ
ロ
．

〓
応
れ
も
な
い
ぃ
ゃ
し
い
怒
の
仕
祁
．

鋭
磁
の
戊
桃
K
よ
っ
て
、
災
泣
の
わ
ぎ
が
、

ほ
っ
舌
り
知
ら
れ
る
こ
と
モ
ー
う
．

や
推
帥
按
托
、
女
が
紺
血
米
即
に
山
野
り
烈

色
を
見
せ
る
戦
前
．

と
て
、
ひ
き
典
し
て
出
、
で
に
け
り
。
ま
づ
双
望
戸
を
あ
け
て
見
け
れ
ば
、

け
し
†

レ○

－

－
1
も
小
一

恕
の
黙
色
と
お
貯
え
て
、
約
や
桜
の
咲
き
乱
れ
、
将
の
糸
も
群
玖
忙
、
な

小
†
み

’
や
ひ
†
h

のi

ミ
サ
▲

ぴ
く
怒
の
円
上
り
も
、
彪
の
督
も
紆
近
く
、
い
づ
れ
の
綿
も
柁
な
れ
ヤ
。

l

ん
な
人
山
～
て

小－

耐
而
を
見
て
あ
れ
ば
、
琵
の
新
色
と
う
ち
見
え
て
、
＊
を
陥
つ
る
塩
托
紅

け

．1々

望．†

音．・

は
、
卯
の
花
や
せ
づ
咲
き
ぬ
ら
ん
、
他
の
ぷ
は
笛
か
け
て
、
汀
捺
し
き
さ

み
イ
七
l

ぎ
な
み
に
、
水
血
あ
せ
た
遊
び
け
り
。
東
女
の
輸
も
茂
り
つ
つ
、
更
に
鴫

tl

サ
ー
だ
ヽ

事
l
上
上
タ
t
ユ
T

尊
ね
る
蝉
の
声
、
夕
立
過
ぐ
る
鶴
間
よ
り
、
戸
た
て
放
る
呼
鹿
、
鳴
き
て

富
と
や
知
ら
せ
け
り
。
酉
は
軟
と
う
ち
見
え
て
、
四
方
の
棉
も
紅
窮
し
て
、

【

し
ち
r
■
く

・
q
ペ

暮
●
1
－
■

ま
せ
の
内
な
る
白
菊
や
、
碍
た
ち
こ
む
る
野
辺
の
究
、
其
紋
が
笛
を
分
け

分
け
て
、
芦
も
の
ナ
ビ
き
陀
の
督
に
、
放
と
の
み
こ
そ
知
ら
れ
け
れ
。
さ

l
一
■
＿

て
せ
た
北
を
な
が
む
れ
ば
、
冬
の
衆
色
と
う
ち
見
え
て
、
四
方
の
杓
も
冬

た“

h
之
、

ケI

が
れ
て
、
一
路
雛
忙
紅
け
る
初
描
や
、
山
々
や
た
だ
白
妙
の
、
懲
紅
墟
る
る

ー○

サ
ふ
ポ
ー
稚
ぷ
，

〓

しつ

谷
の
芦
に
、
心
抑
く
も
朕
描
の
蚊
に
し
ろ
き
脱
が
わ
ぎ
、
冬
と
知
ら
す
る

監
鮎
。

L
鶉
q
碕

、
⊥
い
や
け

ム小

か
く
て
、
お
も
し
ろ
き
こ
と
ど
も
虹
、
心
を
慰
み
、
髄
聯
紀
紡
り
、
明

と
し
つ
▲
▼
▲

み
上
†

化
“
t

し
筋
し
、
年
月
を
経
る
托
ど
に
、
三
年
に
な
る
は
現
も
な
し
。
糾
払
太
郎

申
し
け
る
は
、

い
一
‘
t

▲
ろ
一
‘
ょ
も
ヽ
川
H

「
わ
れ
忙
三
十
日
の
畷
を
た
び
鮫
へ
か
し
。
放
出
の
父
母

13

＋
付
則
冶
は
、
紺
丸
大
田
が
女
と
い
っ
し

ょ
に
m
宮
蚊
で
ぴ
ら
ナ
切
街
．

≡
炎
将
の
仰
の
む
つ
ま
じ
く
琵
わ
ら

な
ぃ
こ
と
．
生
さ
て
は
と
も
に
宅
小
、

托
し
て
は
穴
を
閉
じ
く
ナ
る
の
竹
つ

芸
の
☆
の
契
，
の
好
一
こ
と
を
添
ナ

決
ま
り
文
句
．

蒜
淡
泊
の
仲
の
む
つ
せ
じ
い
こ
と
．

芸
阻
甘
披
に
当
た
ろ
も
の
は
r
万
邦

如
ヒ
瀬
0
こ
普
言
「
慣
性
一
．
‘
し
と
あ
り
、

r
8
額
田
把
】
蛾
鴫
紀
に
「
荘
砕
伺
ぃ
‥
‥
し

と
あ
も
．
こ
こ
で
吼
宮
城
と
い
う
の
も
、

解
放
や
托
瀧
に
通
ず
る
拓
小
の
旅
路
と

し
て
踊
ら
れ
て
ぃ
る
．

；
四
方
K
四
節
を
拭
わ
ナ
こ
と
ほ
、

苑
捲
り
舟
場
の
楯
色
と
し
て
、
、
す
ゑ

ひ
ろ
他
出
J
r
不
惣
不
托
」
【
鞭
釦
の
＊

旭
－
r
口
付
の
邦
子
」
な
ど
、
兜
町
時
代

の
軸
折
節
チ
に
多
く
妃
わ
ら
れ
る
．

－○ゆ
ナ
も
お
ろ
か
な
り
。
さ
て
、
女

－
－1
．
り
一
し
サ

ーけ
訝
の
申
し
け
る
は
、
「
一
別
の
彷

1
．
も
が

に
宿
り
、
一
河
の
耽
れ
を
出
む
こ

k
し
†
、
■

tんん

と
も
、
み
な
こ
れ
他
生
の
按
ぞ
か

ん
叫
入
い
ツ

し
。
ま
し
て
ヤ
、
は
る
か
の
山
故
綺

を
、
は
る
ば
ろ
と
送
ら
せ
絵
ふ
こ

と
、
ひ
と
へ
虹
他
生
の
緑
な
れ
ば
、

何
か
は
管
し
か
る
ぺ
き
、
わ
ら
は

▲
，
▲

ヽ
山
f

と
戎
楷
の
契
り
を
も
な
し
捻
ひ
て
、

ぁか

同
じ
所
忙
明
し
堺
し
院
は
ん
や
」

（
ぷ
）

と
、
こ
せ
ど
ま
と
始
り
け
・
る
。
…
剛

免
太
郎
申
し
け
る
は
、
「
と
も
か

言
托
ん
の
ー
栂
だ
け
、
ま
に
あ
わ
せ

に．

芸
卯
女
の
と
も
K
招
ろ
攻
几
．

だ

㍍－喜竺

く
も
、
仰
せ
妃
従
ふ
ペ
し
」
と
ぞ
申
し
け
る
。
さ
て
、
鮮
老
同
穴
の
か
た

一
一てん

ひ
▲
く
．
‘
，

九
ん
，

ぁ

ら
ひ
も
放
か
ら
ず
、
実
に
あ
ら
ば
比
凋
の
風
、
他
に
あ
ら
ば
迎
牡
の
放
と

ー
＿

な
ら
㌦
と
、
た
が
芝
窮
の
管
汝
弦
ず
し
て
、
明
し
警
芸
蛭
第
a
埼

＿
Y
サ
，
一
丁
、
・
じ
†
▲
′

さ
て
、
☆
冴
申
し
ヤ
る
仕
、
「
こ
れ
は
純
音
蚊
と
申
ナ
研
な
り
。
こ
の

－
（

さ，▲▼・く

ふb－1

所
に
、
四
方
に
四
季
の
黎
凍
を
現
せ
り
。
入
ら
せ
捻
へ
、
見
せ
申
き
ん
L

－
放
こ
う
で
も
ろ
う
か
、
あ
あ
で
あ
ろ

た
ノ
か
．

貢
央
柑
の
籾
鎌
望
－
陛
の
拉
で
、
現

像
と
光
陀
と
に
わ
た
も
と
い
う
．

；
輯
禿
で
岡
じ
搭
邪
の
上
に
生
ま
れ

ち
う
こ
と
．

ニ
二
今
は
阿
を
包
み
駁
し
ま
し
上
う
か
、

呪
は
」
と
、
苅
災
モ
う
ち
あ
け
る
こ
と

ば．

ス
究
氏
終
押
氏
旧
紘
堺
＊
に
r
み
つ
か

ら
ほ
、
こ
の
り
う
く
う
の
お
と
の
ひ
抄

K
て
瞬
か
、
か
め
の
安
に
身
を
へ
ん
し
、

か
い
し
や
う
に
あ
モ
ひ
し
に
、
点
し
セ

か
ぃ
モ
に
て
、
釘
身
に
い
の
ち
セ
た
す

け
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
扮
し
と
ち
る
．

一
－

を
見
捨
て
、
か
り
そ
ゆ
に
出
で
て
、

三
年
を
送
り
鮫
へ
ば
、
父
丹
の
開

こ
と
を
、
心
も
と
な
く
鮫
へ
ば
、

金
恥
邪
㌍
て
、
心
安
く
蓉
り
扱
托

ん
」
と
申
し
け
れ
ば
・
に
郎
椚
糾
せ

ー
l

▲ん

け
る
は
、
コ
ニ
年
が
托
ど
は
、
倍

九l

▲
†
1

0

1く

ち一

命
の
会
の
下
に
比
只
の
興
り
を
な

小
た
▲
一
r
l
▼

し
、
片
時
見
え
幸
せ
絵
は
ね
書
へ
、

－
＿

と
や
あ
ら
ん
、
か
く
や
あ
ら
ん
と
、

いl

心
を
尽
し
申
せ
し
に
、
今
別
れ
な

▲何

ぼ
、
せ
た
い
つ
の
l
牡
に
か
逸
ひ
参

－
t見

せ

七ん

ら
せ
鮫
は
ん
や
。
二
世
の
托
と
申

▲
サ
れ
t
げ
与
L

せ
ば
、
た
と
ひ
こ
の
他
に
て
こ
モ
、
夢
幻
の
摂
り
に
て
険
ふ
と
も
、
か

ち
い
ヾ

－
れ

●
l
L
T
T

むl

な
ら
ず
来
世
に
て
は
、
一
つ
巡
の
操
と
生
れ
き
せ
お
ほ
し
ま
せ
」
と
て
、

さ
抄
ざ
わ
と
駆
き
給
ひ
け
り
。
ま
た
・
女
併
吋
し
け
る
は
、
「
郎
は
何
モ

ー∧

I
す
l
や
，
じ
†
，

か
包
み
妖
ふ
ぺ
き
。
み
づ
か
ら
は
、
こ
の
他
宮
城
の
他
に
て
臨
ふ
が
、
ゑ

いそ

九

－1，

し
せ
が
磯
に
て
、
御
身
に
命
を
幼
け
ら
れ
参
ら
せ
て
奴
ふ
、
そ
の
節
思
鞍
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．
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り′】
3

一
死
氏
凍
に
「
な
り
ま
い
ら
せ
て
奴
そ

や
し
と
あ
ろ
．
へ

こ
か
允
ち
の
放
っ
九
、
焚
し
い
耶
．
い

わ
ゆ
る
正
中
釘
そ
さ
ナ
．

止
ょ
く
托
淀
し
て
、
け
り
し
て
．

＋
始
点
け
、
☆
が
∽
払
火
脚
に
形
見
り

苅
を
披
ナ
胡
蜘
．

P
食
う
慾
は
か
な
ら
ず
山
科
れ
ろ
．
人
生

の
触
川
筋
一
て
h
う
こ
と
ば
．

五
禿
氏
寿
に
、
釘
三
句
「
か
ら
こ
ろ
も
」

と
あ
る
．
「
衣
し
の
ほ
㍍
で
「
た
ち
し
【
き

て
し
を
出
し
て
、
【
放
ち
」
と
「
立
ち
」
と

を
か
け
、
「
宕
て
」
と
r
凍
て
し
と
を
か
け

ー
む
一

【
「
衣
し
の
托
㍍
で
「
き
て
」
を
出
し
て
、

r
貯
て
」
と
「
究
て
し
と
を
か
け
る
．

▲
暮
▲

－

じ
巾
き
ん
と
て
、
か
く
次
婚
と
壮
な
り
ぬ
伊
ら
し
て
妖
ふ
。
ま
た
こ
れ
は
、

‡

み
づ
か
ら
が
か
た
み
に
郎
党
じ
院
へ
」
と
て
、
左
の
脇
よ
り
い
つ
く
し
き

l

郊
を
一
つ
取
り
出
し
、
「
あ
ひ
か
ま
へ
て
、
こ
の
苅
を
あ
け
書
せ
給
ふ
な
」

（望

加
L
†
づ
ヤ
，
，

と
て
竣
し
け
り
。
会
審
定
粒
の
な
ら
ひ
と
て
、
金
ふ
も
の
に
は
か
な
ら
ザ
ノ

別
る
る
と
け
知
り
な
が
ら
、
と
ど
め
が
た
く
て
、
か
く
な
ん
、

【
苅
研
．
禿
氏
本
に
「
あ
と
の
し
る
し
し

と
あ
る
．

七
百
年
以
約
の
こ
と
と
小
し
伝
へ
院
ふ
」
と
小
し
け
れ
ば
、
太
郎
お
ほ
き

に
舵
き
、
こ
は
い
か
な
る
こ
と
ぞ
と
て
、
そ
の
い
は
れ
を
あ
り
の
ま
ま
に

山
▲
，
々

語
り
け
れ
ば
、
幼
も
、
不
忠
誠
の
思
ひ
を
な
し
、
訴
を
耽
し
巾
し
け
る
比
、

つ小

言
誉
．

㌻
L
▲

「
あ
れ
忙
見
え
て
妖
ふ
古
き
嫁
、
古
き
石
坊
こ
そ
、
そ
の
人
の
爛
所
と
小

し
伝
へ
て
こ
そ
h
駅

八
坂
）

と
て
、
将
を
書
し
て
教
へ
け
る
。
太
郎
は
、
泣
く

ヒ

ゆ

．．」

響

戚

ひ

一．一丁

l

－1

たび

日
数
放
て
孤
ね
し
裸
半
の
旅

ミ
サ
l

簸
た
ち
別
れ
つ
つ
い
つ
か
き

て
見
ん

仙
耶
軌
、
返
歌
、

れ

lは

々・ち

か
ち
こ
々
t

別
れ
行
く
上
の
空
な
る
址
衣

L
ワ
′
■

勲
ハ
り
鮮
叩
く
は
ま
た
も
き
て
見

ん

尊
て
、
和
仏
太
郎
ほ
、
た
が
ひ

な
▲
こ
，

に
名
説
を
惜
し
み
つ
つ
、
か
く
て

あ
る
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ば
、
か
た

上
る
さ
▲
－

み
の
苅
を
取
り
持
ち
て
、
故
山
へ

こ
そ
妨
叩
h
ソ
止
り
れ
。
忘
れ
も
や
ら
ぬ

L
為
l
ク
略

ニ
今
は
ど
ぅ
し
よ
う
か
、
ち
う
し
か
た

が
な
い
．

す
桝
桧
比
、
和
地
火
脚
が
形
見
の
邦
を

あ
け
て
、
た
ち
ま
ち
牧
人
そ
な
る
幼
弼
．

軋

▲小

〃
ペ

泣
く
、
苓
於
く
詳
し
げ
き
即
辺
を

分
げ
、
古
き
頗
に
参
り
、
荻
を
粧

し
、
か
く
な
ん
、

ム上

か
り
そ
め
に
出
で
忙
し
路
を

▲

楽
て
見
れ
ば
戊
臥
す
野
辺
と

な
る
ぞ
悲
し
き

山
y
之
・
ヽ
l
■

き
て
、
約
免
太
郎
は
、
】
本
の

■
－
か
け

松
の
永
続
虹
立
ち
寄
り
、
あ
き
れ

は
て
て
ぞ
ぁ
た
り
け
る
。
太
郎
思

ふ
や
う
、
屯
が
与
へ
し
か
た
み
の

舘
、
あ
ひ
か
せ
へ
て
あ
け
書
せ
始

－

ふ
を
と
嘗
ひ
け
れ
ど
も
、
今
は
何

七
人
の
艮
絡
「
人
の
往
来
し
花
鉢
．

（
】
比
の
ナ
む
ょ
う
な
荒
れ
は
て
た
野
郎
．

九
こ
れ
は
ど
う
い
上
フ
ニ
七
で
あ
ろ
う
か
．

岩
と
も
る
汁
鴇
を
見
る
と
、
ふ
と
モ

ぱ
セ
見
る
と
．

〓
舛
米
ヤ
好
い
た
ゎ
l
米
な
小
京
．

純暇

来
し
ふ
力
行
く
宋
の
こ
と
ど
も
m
心
ひ

な
ん
い
り

拭
け
て
、
は
る
か
の
淡
路
を
山
仰
る

と
て
、
抑
蝕
太
郎
、
か
く
な
ん
、

か
り
そ
め
紅
紆
ハ
久
し
人
の
お

も
か
げ
を
忘
れ
も
や
ら
ぬ
身

を
い
か
が
せ
ん

書
て
、
緋
払
は
、
政
見
へ
拗
叩
り

一亡
－
ん
ヾ
▲
－

見
て
あ
れ
ば
、
人
跡
絶
え
は
て
て
、

人
▲

勺
ぺ

虎
臥
す
野
辺
と
な
り
に
け
り
。
納

入

払
、
こ
れ
を
見
て
、
こ
は
い
か
な

～○

る
こ
と
や
ら
ん
と
思
ひ
、
あ
る

ー
】

小
た
■
l
ち

L付

い
h
，

併
を
見
れ
ぼ
、
紫
の
雌
の
あ
り

九
死
氏
米
に
「
廿
四
五
の
上
は
ひ
か
は

り
は
て
1
、
た
ち
ま
ち
に
は
く
は
つ
の

お
き
な
と
な
る
こ
モ
あ
は
れ
な
れ
」
と

ー
ウ
る
．

ニ
ー及

禿
氏
＊
に
「
た
ち
上
り
し
と
あ
ろ
．

和
郎
内
七
乞
う
と
せ
K
℡
う
こ
と
ば
．

岩
「
わ
た
ち
し
栓
「
あ
り
し
「
を
ク
ー
の
叩

放
流
．

冨
究
氏
汝
吃
「
う
ら
し
ま
せ
う
し
と
h

ふ
人
¢
し
と
あ
る
．

小
柄
捻
は
、
宅
人
が
柄
仏
文
蜘
妃
モ
の

潔
モ
さ
し
示
ナ
切
開
．

〓】

－
1

け
る
に
、
た
ち
、
「
も
の
雷
ほ
ん
」
と
雷
ひ
け
れ
ば
、
内
よ
り
八
十
ば
か

〃
・
r
化
い

たれ

－
♯

り
の
朝
出
で
峯
ひ
、
「
誰
に
て
わ
た
り
挟
ふ
ぞ
」
と
申
せ
げ
、
緋
ぬ
申
し

】
l

サ
く
、

け
る
ほ
、
「
こ
の
研
に
、
純
あ
の
行
方
は
奴
ほ
ね
か
」
と
嘗
ひ
け
れ
ば
、

幼
申
ナ
や
う
、
「
い
か
な
る
人
に
て
鮫
へ
ば
、
耐
蝕
の
行
方
を
ば
、
卵
句

ね
朕
ふ
や
ら
ん
、
不
忠
拭
に
こ
そ
奴
へ
。
そ
の
紳
助
と
や
ら
ん
は
、
は
や

巧
か
い
が
な
ぃ
、
く
だ
ら
な
い
．

鞍
「
約
払
が
ま
単
打
h
は
、
坪
梢
の
ょ
う

に
「
み
け
て
録
し
き
J
に
か
か
る
．
勺
あ

け
て
」
托
、
戯
を
あ
け
る
慧
之
攻
が
研

け
る
恋
と
を
か
け
る
．

｛
蕗
即
時
代
の
こ
と
わ
ぎ
．
串
若
井

r
段
鳥
耶
一
に
r
思
七
見
て
思
そ
知
ら
ぎ

も
セ
ば
鬼
古
米
石
に
た
と
へ
た
ー
ヱ
、

洞
r
好
太
J
に
「
恩
モ
知
ら
ね
者
は
允
だ

流
石
の
ど
と
し
し
と
あ
ろ
．

小
爪
冶
托
、
村
と
屯
と
が
冶
ぷ
切
瞬
．

か
せ
ん
、
あ
け
て
見
ば
や
と
思
ひ
、

見
る
こ
そ
く
や
し
か
り
け
れ
。
こ

の
乃
を
め
け
て
見
れ
ば
、
中
上
り

紫
の
警
手
ち
ぷ
り
け
り
。
こ
れ

l
t
托
ひ

を
見
れ
ぼ
、
こ
十
四
五
の
齢
も
、

（
ぬ
）

た
ち
ま
ち
に
響
ソ
学
監
り
る
。
打
払
属

さ
て
、
郎
免
比
熱
に
な
り
て
、

’
－
く
l
一

腹
望
に
飛
び
上
り
け
る
。
そ
も
そ

も
、
こ
の
鮒
ぁ
が
年
を
、
屯
が
は

か
ら
ひ
と
し
て
、
箱
の
中
に
た
た

み
入
れ
に
け
り
。
尊
て
こ
そ
、
七

首
年
の
睨
㌢
扱
ち
け
る
。
あ
け
て

増

見
る
な
と
あ
り
し
を
、
あ
け
紅
け
る
こ
そ
ど
し
な
け
れ
。

X

あ

l

な
t
て
ぜ
、

く†

署
忙
逸
ふ
夜
は
揃
あ
が
玉
串
箱
あ
け
て
餌
し
き
わ
が
醜
か
な

し
†
，

と
、
歌
虻
も
放
ま
れ
て
こ
そ
鋏
へ
。
生
あ
る
も
の
、
い
づ
れ
も
椚
即
知
ら

｛

ぬ
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
い
は
ん
や
、
人
間
の
身
と
し
て
、
恩
を
見
て
思
を

七七

々
さ
け

▲
～
▲

巳
ヾ

ちr

知
ら
的
は
、
米
石
妃
懲
へ
た
り
．
附
探
き
央
婦
は
、
二
世
の
契
り
と
申
す



◆
イ
ヽ

内
け
も
）
と
・
ボ
ー
う
の
舟
も
お
ご
え
ち
・
こ
ち
ち
巾
府
が
ひ
か
え
ぇ
〃
拭
に
巾
け
ヱ
と
、
托
裁
舟
‘
け
か
え
ん
、
そ
し
て
と

与
と
与
伯
山
が
舟
と
及
ん
で
し
ま
い
ま
し
㌧
托
減
封
〃
幻
仰
が
ぷ
州
山
～
ん
・
首
ノ
ダ
－
の
命
に
史
．
て
〟
く
“
．
托
廿
‥
〃

乙
敗
亡
ま
か
ら
の
お
題
▲
じ
ご
と
い
い
ュ
し
た
：
掩
が
屯
粥
終
に
〓
，
た
た
㍉
ほ
、
九
と
に
ほ
む
柑
ポ
ー
人
〃
け
？
；

か
ち
・
そ
ん
わ
二
言
け
㍑
淡
々
い
ェ
し
「
山
村
に
ほ
ポ
n
内
々
く
し
て
丸
け
と
く
か
七
こ
の
舟
に
山
吸
サ
ー
こ
と
、
爪
傾
が

い
う
も
の
だ
か
ら
・
泊
几
－
1
々
に
盟
′
l
γ
粍
新
婚
に
盟
サ
ニ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
．
粍
粥
舟
t
ま
．
ヤ
が
て
泊
瓜
七
盤
寸
も
と
、

封
の
小
へ
l
ぐ
’
て
囁
V
‥
界
に
H
‥
て
し
ュ
い
ま
し
た
．

畑
山
が
け
，
て
泣
る
と
・
ウ
・
ほ
た
即
滋
で
ム
ク
エ
し
ぺ
か
が
さ
1
t
l
力
群
が
†
い
た
ろ
う
と
い
－
て
、
1
石
ふ
に
′
－
由
父

モ
し
て
・
r
こ
∴
ニ
〓
冶
ん
で
ぶ
ろ
が
▲
い
し
と
い
い
ま
し
た
．
鳩
山
も
咤
V
‥
界
へ
充
て
見
ち
と
、
乙
粒
壬
ま
ヤ
さ
化
い
な
机
も

た
く
～
ん
い
ろ
し
・
椚
杓
モ
幻
か
え
さ
や
て
く
れ
も
し
づ
ろ
の
で
、
お
も
ん
つ
．
砥
常
邦
で
三
叫
と
い
～
バ
り
が
た
，
て
し
ま
い

ま
し
㌔
そ
こ
で
も
う
い
に
◆
々
ん
山
（
村
ん
）
上
思
い
、
乙
拉
～
ま
に
い
と
ま
ご
い
毛
↑
ち
上
：
エ
抗
h
の
式
中
和
む
く
h
ま

し
㌔
そ
し
て
r
退
ガ
に
く
化
た
一
芸
に
こ
の
n
む
ん
り
ろ
が
上
い
し
と
・
れ
ム
て
く
ー
l
土
し
㌔
そ
“
か
ち
乾
刈
カ
1
こ
の
ヤ

て
、
ユ
ニ
の
州
の
拝
み
た
ェ
・
フ
々
と
こ
ん
じ
顛
亡
り
け
で
く
什
ま
し
た
．

1
6
瓜
ほ
・
り
に
締
，
て
丸
ろ
上
山
ハ
山
も
琴
－
て
い
ろ
し
、
椚
の
＊
も
々
く
々
，
て
紙
“
て
い
ち
巾
も
ん
り
ま
し
た
二
三

叩
し
か
筋
寸
－
こ
し
々
か
，
た
の
に
・
ご
う
し
さ
言
だ
ウ
，
か
し
と
q
え
な
が
ん
※
の
朔
へ
n
く
と
・
ゎ
ら
汁
で
、
巾
媒
－
こ
慈
人

が
h
ち
化
小
を
し
で
い
ま
し
た
・
そ
の
父
に
入
り
て
枕
拝
亡
し
て
か
ち
・
r
柁
几
火
飴
と
い
う
人
弼
た
如
†
て
い
ち
カ
、
」
と
、

わ
が
こ
と
芙
γ
ね
て
丸
l
し
た
・
ナ
ち
と
そ
の
駁
ほ
r
ゎ
し
の
鼠
の
将
に
、
1
6
山
上
い
・
ス
が
屯
￥
舛
へ
H
～
た
が
々
ん
は

け
サ
て
も
‘
ど
一
丁
石
か
り
乍
て
し
が
ん
サ
七
と
い
う
水
〃
こ
と
・
如
し
て
附
か
や
ま
し
た
．
そ
こ
で
I
8
瓜
－
i
l
そ
〃
人
の

お
付
ほ
ど
・
ツ
し
た
ろ
・
｝
し
と
た
っ
・
山
ん
上
・
与
）
巾
汗
l
こ
弛
ん
で
し
1
サ
た
と
い
I
ツ
こ
と
で
ん
り
ま
し
㌧

鳩
抽
ほ
わ
が
岩
雄
へ
〓
ッ
て
ヰ
．
し
㌔
㌫
㌘
ヤ
応
の
m
代
だ
が
あ
，
忘
、
は
か
に
u
如
急
か
．
，
た
・
㌣

斧
に
く
化
て
、
邦
の
召
む
ん
り
で
妃
ん
と
・
統
帥
小
河
に
け
拭
の
与
－
が
入
↑
て
い
ま
し
た
・
～
三
っ
の
絹
ハ
ガ
至
H
け
て
比

与
と
、
小
か
ら
山
い
館
が
ん
が
り
l
し
た
・
そ
の
托
で
沌
払
ほ
鼠
l
ニ
七
，
て
し
ユ
い
ま
し
㌔
l
詣
ん
ー
l
の
Ⅶ
の
野
£
け
て

見
ろ
と
柁
が
入
，
て
い
王
し
た
・
ヤ
〃
柁
で
腐
な
化
そ
ヽ
｝
山
盲
1
に
々
り
て
い
ま
し
㌔
ふ
し
吋
・
乍
…
〃
と
怒
ウ
て
比
て

い
ち
と
・
壬
‥
、
の
托
の
l
－
が
肝
小
に
ツ
い
で
し
ま
い
1
し
た
・
・
で
こ
で
爪
げ
七
て
山
柑
の
苅
巾
1
わ
サ
ー
飛
ん
で
い
ろ
と
、

乙
炊
ご
王
ぷ
他
に
々
サ
で
柁
山
を
比
に
史
て
、
玖
へ
り
い
．
－
、
ツ
て
い
ュ
し
乍
．

畑
と
恥
と
け
刃
亡
羊
，
と
い
与
岬
灯
㌫
阿
り
、
モ
ル
か
ん
舛
放
た
も
の
た
そ
ち
で
ん
ろ
．

－
酵
川
心
付
キ
ほ
蕗
－

均
一
l
山
・
‖
が
比
ん
で
し
ょ
，
た
ハ
で
．
桜
ノ
て
山
口
l
：
ぎ
）
い
如
T
）
か
l
－
思
い
々
が
ら
、

湘
舟
が
見
え
ま
し
た
．
1
i
し
て
H
…
川
が
ゎ
ん
巾
か
、
独
仏
の
ガ
ヘ
ヤ
〉
て
丸
ま
し
た
．

祁
払
が
舟
ヤ
山
壬
え
ん
（
H
㍑
l
ニ

柁
火
む
押
し
て
い
ら
・
、
内
・
ソ
に
尺

抑
敬
雷
絹
「
一
寸
法
的
・
さ
る
か
に
会
戦
・
滴
あ
太
郎
－
日
本
の
懲
ば
な
し
（
瓦
）
1
し
上
り

叫
い
・
批
桃
小
火
蹴
に
、
糀
以
灯
耶
と
い
～
人
が
い
ま
し
た
・
ヒ
十
ん
ま
て
て
八
十
に
近
い
二
人
の
n
托
主
文
で
く
ち
し

て
い
ま
し
た
・
捕
払
ほ
氏
神
で
し
た
．
ま
〃
ひ
上
ウ
溺
で
、
九
ろ
＝
．
糾
〃
が
r
浦
山
主
、
I
巧
仏
土
．
わ
た
し
が
丈
火
山
与
～

に
托
ふ
ら
†
て
く
h
ご
r
わ
し
ほ
1
〃
は
ぎ
が
々
い
か
ら
．
も
ち
サ
て
も
☆
ぺ
壬
サ
ニ
と
が
で
さ
ん
．
お
印
が
ん
ろ
丸
い
だ
ほ
、

〓
に
l
I
に
払
七
し
て
．
こ
の
1
ま
で
ボ
ナ
わ
い
し
と
．
蛸
ん
ほ
い
い
ま
し
た
．

や
が
て
バ
〓
が
た
サ
て
l
托
恍
け
∧
十
、
媚
几
－
1
糾
小
巾
咋
に
な
り
ま
し
た
．
状
の
こ
ろ
け
北
風
が
、
ま
l
、
H
ま
い
〓
吹
い

で
、
故
に
も
け
く
こ
と
が
汎
光
の
・
凪
が
と
化
な
い
の
で
金
に
ー
な
ち
山
．
そ
こ
で
山
飴
モ
た
ぺ
手
†
こ
と
も
粥
楽
々
い
ょ
き

に
々
ケ
l
し
た
・
r
嘲
〓
け
只
朱
に
た
一
l
ほ
ょ
い
の
に
し
と
忍
，
く
．
瑞
一
－
ろ
ん
で
い
ょ
し
た
．
柴
柁
抜
が
い
っ
の
桝
に
か
上

く
々
け
て
い
た
の
で
、
と
び
出
さ
て
花
舟
に
の
サ
て
魚
わ
，
に
一
号
む
ま
し
た
．
光
▲
i
椚
ち
く
々
ち
1
で
杓
．
て
も
丸
け
こ
ウ
ー

か
か
ら
わ
、
こ
化
ほ
M
，
た
こ
と
た
上
ぷ
，
で
い
ろ
上
．
∩
が
1
，
た
こ
ろ
に
大
き
な
魚
が
粥
l
こ
く
い
っ
さ
王
し
た
．
い
そ
い

で
人
け
て
見
ろ
も
屯
が
か
か
サ
て
い
ま
し
乍
屯
ほ
内
申
告
卑
へ
り
へ
ー
た
ヤ
か
け
て
l
な
か
々
か
遠
け
与
）
と
も
し
な

い
・
和
仏
ほ
良
か
と
思
⊥
ほ
々
ん
ぺ
お
粥
化
恥
だ
・
む
鯛
が
い
ち
か
ら
ほ
か
の
ほ
食
わ
ん
の
だ
、
け
な
し
て
ヤ
ろ
か
ら
小

く
よ
そ
へ
n
け
ー
・
－
い
サ
て
．
免
史
料
〃
ヤ
に
な
け
こ
ん
i
し
㌔

粥
斗
■
1
±
ざ
ん
蛸
ポ
で
も
†
，
て
土
た
n
，
た
が
、
と
う
し
で
‘
欠
い
り
丘
－
ね
．
柑
．
て
い
ち
と
、
l
t
釣
－
ニ
ま
た
大
丸
が
糾

七
く
サ
た
ら
し
l
・
や
ぎ
わ
’
が
し
ま
し
た
．
み
け
て
見
与
と
、
こ
ん
と
l
ね
が
か
小
，
て
力
ま
し
た
．
【
ん
一
l
ほ
ど
．
上
．
で
へ

n
く
▲
う
に
㍍
，
て
ん
†
た
の
に
、
血
ほ
か
か
ち
々
い
で
払
が
ウ
ル
ろ
と
ほ
、
1
く
上
く
汚
が
わ
■
り
い
も
の
パ
、
J
そ
う
け
怒

，
た
が
・
土
た
遇
が
し
で
ヤ
り
ユ
し
た
・
熟
む
杓
ん
々
い
上
が
そ
言
れ
粥
史
～
い
の
て
、
和
指
し
て
∴
椚
は
か
り
n
て
て
い

る
と
・
ま
た
々
に
か
介
う
た
も
”
が
ム
り
ま
し
た
・
・
エ
ぎ
ー
そ
t
－
魚
〃
ウ
‥
叫
杓
サ
ム
け
て
み
ろ
上
、
小
り
り
包
で
入
り
ま

し
た
・
そ
こ
で
l
た
述
が
し
て
小
叫
1
し
㌔
†
）
ニ
・
ツ
し
で
い
ろ
・
ツ
～
に
．
‥
が
入
り
か
け
て
兇
七
が
．
い
ご
言
1
ニ
血
ほ

ー
小
泊
り
び
馳
上
の
押
l
山
．
ニ
「
鞄
び

モ
な
ナ
し
l
た
は
【
仝
ひ
モ
な
す
J
か
．

究
托
林
K
「
ち
モ
ひ
を
な
ナ
J
と
あ
ろ
．

九
⊇
－
せ
き
の
い
わ
わ
し
は
公
許
、
「
い

わ
ゐ
J
托
「
扱
‖
J
中
．
先
攻
米
に
「
か
め

は
、
か
う
に
三
さ
ょ
く
を
モ
な
へ
、

と
も
に
上
ろ
つ
よ
セ
ム
ろ
と
い
へ
り
」

と
も
る
．
【
三
咋
ょ
く
し
ほ
r
三
嬢
」
で
、

宍
・
飽
・
人
か
．
斗
先
例
、
囁
例
．

丸
和
芳
井
【
山
中
官
位
L
に
r
た
ん
だ
人

に
は
的
み
れ
、
的
ほ
人
の
あ
な
ぢ
す
」

と
も
与
．
什
京
招
府
与
劫
塔
伊
那
町

の
平
凡
対
㍑
ほ
純
血
大
粒
を
払
も
．
と
伝

た
♭
れ
、
【
和
仏
琴
l
紳
ほ
母
は
拍
亡
モ
ー
桝

戎
し
て
い
る
．

稚
仏
警
抜

な
ど
が
、
ナ
ペ
て
の
先
物
を
放
っ
て
、

岱
り
の
位
丼
へ
前
く
こ
と
．

ハ

参

考

】

し
◆
亡
†
l
書
い
一
▲

▲，

ら
は
れ
、
衆
生
済
粧
し
給
へ
り
。
恥
も
、
同
じ
桝
に
神
と
あ
ら
は
れ
、
茨

▲

妨
の
明
神
と
な
り
給
ふ
。
わ
で
た
か
り
け
も
た
わ
し
な
り
。

〃ヽ

た
ん
一
－
り
く
ち

【

l
†
．
7
山
L
▲

申
し
伝
へ
た
り
．
そ
の
後
、
輔
あ
大
郷
は
、
丹
後
国
に
緋
色
の
明
神
と
ち

川
ヽ
′
与
1
．

が
、
ま
こ
と
に
あ
ー
ソ
が
た
き
こ
と
ど
も
か
な
．
純
良
は
松
に
な
ト
ソ
、
肘
迅
染

－

（
必
）

－

▲
ち
づ
1

の
山
虹
ち
ひ
を
な
ナ
。
ね
は
、
甲
に
三
せ
き
の
ぃ
わ
ゐ
を
そ
な
へ
、
万
代

t

を
騒
し
と
な
り
。
き
て
こ
そ
わ
で
た
き
た
わ
し
に
も
、
仏
私
を
こ
そ
申
し

一汁－†吋

蚊
へ
．
た
だ
人
に
は
的
あ
れ
、
附
の
あ
る
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〔高校 －『源氏物語絵巻』を利用した『源氏物語』の学習指導－〕

（日時） 1992年11月20日（金）第2校時

（授業老） 石井正己

（授業クラス）高等学校2年1組 男子生徒4咤（学級担任のクラス）

（研究テーマ）中。高6ヶ年を見通した古典教材の編成

（教材） 『源氏物語絵巻』。『源氏物語』

（教材設定の理由）

『源氏物語』ほ日本古典の最高傑作として，高2や高3で読まれ続けてきた0
しかし，その文

章ほ他の作品に比べて難解であり，その内容は密通などを含んでいるので，扱いにくい0そのた

めか，従来，高校2年生でほ「若紫」の巻の一節を読む程度で終わり，作品の全体像を捉えるま

でに至らないことが多いようだ。そこで，現在までの研究の成果を積極的に取り入れて，光源氏

の人生を大きく捉えさせてみたいと考えた0特に，その後半生を理解させる際に，約1世紀後に

措かれた『源氏物語絵巻』を利用することを試みた0この絵巻は，美術品として優れているだけ

でなく，物語を深く理解して措いているからである0残念ながら，現存するものは限られている

ので，今回ほ，柏木1～3に焦点をあてて授業を展開する予定である0

（指導の展開 全17時間の予定）

A／『源氏物語』の成立と本質（4時間）
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第1時 物語文学の作者について説明

「繰り言のやうにはほべれど」（『無名草子』）の読解

第2時 「繰り言のやうにほほべれど」（『無名草子』）の読解

「日本紀の御局」など（『紫式部日記』）の説明

第3時 国学（古典研究）について説明

「ある人問ひけるは」（本居宣長『源氏物語玉の小櫛』）の読解

第4時 「ある人問ひけるは」（本居宣長『源氏物語玉の小磯』）の読解

「もののあはれ」論について考察

B．光源氏の前半生〔桐壷巻～藤裏葉巻〕（5時間）

第5時 光源氏の誕生 8冒頭の一文の読解

。後宮制度の説明

。誕生の一文の読解とその後

第6時 光源氏の恋愛 。結婿のタブーを考察

。折口信夫の「色好み」論を説明

。藤壷女御との密通と紫の上の掠奪を考察

第7時 光源氏の流離。糀月夜の君との出会いを説明

。六条御息所の生霊を考察

。葵の上の死去と光源氏の道心を考察

第8時 光源氏の栄華。折口信夫の「貴種流離薄」という考え方を説明

。光源氏と明石一族の関係を説明

。深沢三千男の「潜在王権」論を説明

第9時 光源氏の屋敷。家の伝領，六条院の構造を説明

。『浦島太郎』の四方四季の庭との違いを考察

。六条御息所の「鎮魂」について考察

C．光源氏の後半生〔若菜上巻～幻巻〕（8時間）

第10時 女三の宮の降嫁と紫の上の苦悩を説明

唐猫の果たした役割を考察

第11時 空白の時間，物語の時間叙述（年立，二つの系統）を説明

明石一族。女三の宮。紫の上。六条御息所の死霊の関係を説明

第12時 六条御息所の死霊の言葉を読解

女三の官の出産と光源氏の苦悩を読解

第13時 女三の宮の出家希望と光源氏の苦慮を読解

朱雀院の下山の理由を読解

廃］く本時〉光源か朱雀院。女三の宮の対面を読解（→『絵巻』柏木1）
－
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女三の宮の出家と六条御息所の死霊の関係を考察

第15時 柏木と夕霧の対面を読解（→『絵巻』柏木2）

柏木の死去を読解

第16時 素の五十日の祝儀を読解（→『絵巻』柏木3）

夕霧と落葉の宮の関係を説明

第17時 紫の上の病気と死去を説明

光源氏の述懐を読解

（本時の計画）

A．目標 ①光源氏。朱雀院。女三の官の対面の様子を理解させる。

②女三の官の出家と六条御息所の死霊の関係を考えさせる。

③『源氏物語絵巻』柏木1の描き方を理解させる。

B．展開 ①本文（294～6頁）を朗読させ，内容を把握させる。

（a）光源氏。朱雀院。女三の宮の会話を読み取らせる。

三人がそれぞれどのようなことを言っているのかを整理しながら板書してゆく。

特に，光源氏と女三の官との間に会話がなく，朱雀院が仲立ちになっていること

に注意させる。

（b）朱雀院が女三の宮を出家させた理由を押さえさせる。

（1）女三の宮の「生くべうもおぼえほべらぬを，かくおはしましたるついでに，尼

になさせたまひてよ」という依頼に応じて，朱雀院は「かくなん進みのたまふ

を，今は限りのさまならば，片時のほどにても，その助けあるべきさまにて，

となん思ひたまふる」と出家させることを考える。出家の前提になっているの

が，女三の官ほあとわずかしか生きられそうもない，という点であることに注

目させる。

（2）それに対して，光源氏は「日ごろもかくなんのたまへど，邪気なんどの人の心

をたぷろかして，かかる方にてすすむるやうもほべなるをとて，聞きも入れは

べらぬなり」と反対するが，朱雀院は「物の怪の教にても，それに負けぬとて，

あしかるべきことならばこそ慣らめ，弱りにたる人の，限りとてものしたまは

んことを聞き過ぐさむは，後の悔心苦しうや」とやはり出家させようとする。

光源氏が「邪気」というのに，朱雀院は「物の怪」という違いに注意させる。

②本文（300頁）を朗読させ，内容を把握させる。

（a）六条御息所の死霊の発言を読み取らせる。

物の怪が「このわたりにさりげなくてなん日ごろさぶらひつる」と，女三の官

に憑いていたことを告白するところを中心に扱う。

一
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（b）女三の宮に憑いた時点を押さえさせる。

（1）「日ごろさぶらひつる」ほ，前の光源氏の発言「日ごろもかくなんのたまへど」

に対応している。「かく」ほその前の女三の宮の発言「生くべうもおほえほべ

らぬを，かくおはしましたるついでに，尼になさせたまひてよ」を指す。ゼ同様

の内容ほ，さらに前に「尼にもなりなばやの御心つきぬ」♪とあった。「御心つ

きぬ」（「つき」は「憑き」）に着目させて，この時点であることを押さえる。

③『源氏物語絵巻』柏木1（資料16）の措きかたを考えさせる。

（a）本文の読解をもとに，源氏物語アンケート（3）を書かせる。

（b）描き方の特徴を押さえ，何を表そうとしたのか発表させる。

（1）『国宝源氏物語絵巻』のビデオの柏木1に関する部分をスクリーンに映し出し

（3分程度），柏木1の全体の場面で停止したままにサる。

（2）小山清男氏の作図資料（末尾の資料16参照）を拡大コピー（1メー′トル四方の

用紙）にして黒板に添付する。

。「源氏物語アンケ】ト（3）」の①ほ，Aほ女三の宮，Bほ朱雀院，Cほ光

源氏，D～Fは女房であることを確認してゆく。

。几帳が女三の宮の空間，朱雀院と光源氏の男たちの空間，女房たちの空間を

分けていること，女三の宮ほ「床の下におろしたてまつる」としたので，浜

床に下りていること，朱雀院は「御几帳すこし押しやらせたまひて」とした

ので，几帳がずれていること，光源氏の体の向きが二人に対してやや右にそ

れていること，そして，この場面ほ，朱雀院が「御目おし拭はせたまふ」と

いう一瞬を絵画化していることなどに注意をさせる。

（3）「源氏物語アンケート（3）」の②は，D形式（鳥取図式斜投象。非常に少な

い）ことを確認する。

（4）「源氏物語アンケート（3）」の③の「なぜこのような描き方をしたと思うか」

ほ，できるだけ自由に発表させる。「不安定な画面の横取いりみだれる几帳

の線など，三者三様の心の乱れを象徴するかのようである」という見方が一般

に行われているが，むしろ，「物の怪という特異な存在が構図の決定に関与し

ているのでほないかと考えられる。建物がほとんど真上から覗き込むようにな

つている不安な構図はそこに原因しているのでないか」という見方を強調して

おきたい。この上から覗き込むような視線ほ，ここで女三の宮に憑いている物

の怪の「天翔りても見たてまつれど」（若菜下巻）という視線と一致している

からである。

C・評価 ①三人の気持ちをそれぞれ理解することができたか。

②六条御息所の死霊が女三の宮に憑いた様子を理解することができたか。

－
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③源氏物語アンケート（3）を自分なりに書くことができたか。

（資料）

A．生徒に配付した資料

資料1「繰り言のやうにほほべれど」（『無名草子』）

資料2 「ある人問ひけるほ」（本居室長『滞積物語玉の小櫛』）

資料3 「源氏物語一作者。構成と内容など」（秋山慶編『国語便覧』，中央図書）

資料4 「源氏物語一六条院。系図など」（秋山慶編『国語便覧』，中央図書）

資料5 「源氏物語一巻別主要内容一覧」（秋山慶編『国語便覧』，中央図書）

資料6 「平安京 大内裏。内裏」（秋山慶編『国語便覧』，中央図書）

資料7 「さて，女房申しけるほ」（御伽草子『浦島太郎』）（『御伽草子（日本古典文学全集）』

4，小学館）

B．生徒と先生方に配布した資料（末尾に添付）

資料8 石井正己「古典文学を羨む（1）猫」（『高校クラスルーム』，1992年6月），猫が御簾

を開け，柏木がのぞき見る絵（『絵本源氏物語』，貴重本刊行会）

資料9～15 「柏木」巻本文（頭注。全訳付）（『源氏物語（日本古典文学全集）』4，小学館）

資料16 『源氏物語絵巻』柏木1および小山清男氏の資料

アンケート資料1～2 「夏休みの課題その他」「源氏物語アンケート（1）。（2）」の結果

と「源氏物語アンケート（3）」

C．先生方に配布した資料

参考資料1～2 石井正己「く読み〉の場としての教室一古文の場合一」（『全国私立中学高等

学校 第31回 国語科研修会研究収録』，1992年12月）

参考資料3 第5段本文（頭注。傍訳付）（『伊勢物語（新潮日本古典集成）』，新潮社），第

5段絵巻（『伊勢物語絵巻』（和泉市久保惣記念莫術館蔵）と『異本伊勢物語絵巻』

（東京国立博物館蔵）の比較）

参考資料4 『伊勢物語』第5段の実践報告とアンケートの結果

（参考文献）

。小山清男「源氏物語絵巻の室内描写とその構図について」（『東京芸術大学棄術学部基礎第2

研究室研究論集』1，1959年）

。秋山光和『王朝絵画の誕生』（中公新書，1968年）

。藤井貞和「図像と語り一日本」（川田順造。山本吉左右『口頭伝承の比較研究』，弘文堂，1986

年）

。藤井貞和「光源氏物語主題論」（『源氏物語の始原と現在』，砂子星書房，1990年）
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（視聴覚設備のある教室の作り方）

スクリーンに絵巻の図像

拡大コピー

教 卓

（ビデオ振作）

板書

（今後の問題）

今回の授業は，視聴覚設備の整ったスペースを使って，今，古文教育がく情報化〉時代におい

てどのように実践できるかという読みであった。そのために，『源氏物語絵巻』をはじめ，『国宝

源氏物語絵巻』のビデオ，絵巻を図像分析したものの拡大コピーを用いてみた。その授業を終了

し，その後の研究協議会における討論を経て，現在考えていることについて，若干の私見を述べ

ておくことにする。

（丑 『源氏物語』全般を高2で扱う理由

『源氏物語』は，高2で，「若紫」の巻の中の，光源氏が幼い紫の上をのぞき見る場面を扱

い，高3（の選択）で，いくつかの有名な場面を扱うというのが一般的なイメージであろうか。

もちろん，生徒の学力や関心，そして時間の制約などから，そうした段階を踏むことは適切な

配慮であることほよくわかる。だが，我々ほ，ある作品の一部分を取り上げながらも，その作

品の全体像に迫れるようにしておくことが大切になるだろう。そうした考えに立ったとき，

『源氏物語』の，特に第2部までほ，恋愛と王権との関係を省略することができないほずだか

ら，「若紫」の巻だけではいかにも弱い。古文の学習を親しみやすいものにすることは確かに

大切なことだが，何を教えるのかという立場に立って，作品のもつ本質を見失わないようにし

たいものだ。

② 頭注。全訳付の本文を使う意義

ここで最も問題になるのは，全訳であろう。なぜなら，古文の授業のかなりの部分ほ，どの

ように現代語訳するかというところに費やされてきたと言えなくもないからである。確かに，

古文の現代語訳を作るということほ，例えば1000年以上の時間を超えて，その言葉を「現代」

のものにしようというのだから，非常に困難なことである。しかし，我々ほ，この現代語訳を

作ることをやめて，古文とすでにある現代語訳を比較しながら読むという方法を取ってはどう

だろう。それによって，教師と生徒の文法力の差を超えて，教師も生徒もほぼ同じような地点

－

38－



に立って作品を読んでゆけることになる。そして，く情報化〉 ということに対応してゆこうと

するなら，さらにもう一歩先には，現代語訳だけを使った古文の学習も考えられよう。もちろ

ん，古文を原文だけで読める力を付けることは，大学入試を別にしても重要だ。しかし，社会

に出てから，それがどれはど大切かということを考えるとき，もう一つ別な方向を考えてみる

必要がある。

③ 『源氏物語絵巻』を使う効果と問題点

『源氏物語絵巻』を使ったのは，物語の内容をわかりやすくするとか，具体的なイメージを

もたせるとかいうはたらきもあるが，ここではもっと積極的な意味をもたせてある。すなわち，

絵巻の図像を分析することによって，物語のより深い読み取りにまで指導を展開してゆくこと

ができるのではないか，という意図である。物語をどのように措くかという点で，『源氏物語

絵巻』ほ優れた作品であると言えるが，これを使うにあたって問題がないわけでほない。一つ

は，この絵巻ほすべてがそろっているわけでほないので，使うとしても第2部，第3部という

ことになる点である。もう一つは，この授業でもそうだったが，物語本文を絵巻の詞書で読ん

でいるわけではないという点である。前者ほ絶望的であるとしても，後者は可能性がないわけ

でほない。この授業の後，柏木3の詞書を教室で読んだが，ここほ読めないという扱い（「女

房のためこそいとをしけれ」と「よくたよひたりけり」）をすれば，十分読むことができる。

④ 指導書への期待

教師ほ自分が大学までに学んだこと（それほ，10，20年前の場合がふつうにある）をそのま

まに教えている可能性がなくほない去小学校の教師はどでないにしても，現代文，古文，漢文

の各分野をもたねばならないとすれば，それに近い状況にならざるをえないとも言える。現代

文ほ，まさに「現代」（近代の意味でほなく，同時代の意味と考えたぼうがいい）を対象とす

るからよいとして，古文と漢文ほ「現代」とどうきり結んでゆけるかが大事な問題になる。前

述した現代語訳とは，まさに「現代」語訳でなければならないのほ，そのためである。そのた

めに，もっと熱心に作られてよいのが，各教科書会社の指導書であろう。指導書に何が求めら

れるかと言えば，「現代」の学問（文学研究，語学研究，国語科教育など）の最新情報がまと

められていることでほないか。正直なところ，現状でほ，指導書と生徒の学習参考書（あるい

はいわゆる虎の巻）との差がどこにあるのか，という気持ちを否定できない。「教育」と「研

究」とが交渉をもってゆくシステムが日本の中にない現在，せめて，その接点をもち得る場と

して，心ある指導書が出てくることに期待したい。
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で
も
と
り
わ
け
忘
れ
が
た
い
の
ほ
、
呵
沿
庶
物

搭
】
の
怒
張
上
の
私
妃
出
て
く
る
肘
拭
で
ほ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
㌫

の
花
の
残
し
く
嘆
く
六
鳥
銃
で
砦
新
た
ち
が
柑
掬
し
た
と
を
ほ
、
大

き
な
拉
に
迎
わ
れ
て
小
さ
な
ば
妨
が
起
り
出
し
、
そ
の
懲
頓
に
よ
っ

て
釣
腰
が
引
を
捕
け
ら
れ
て
、
約
凍
が
女
一
こ
の
富
を
の
ぞ
き
見
て
し

ま
い
ま
す
．
女
三
の
宮
の
毎
申
さ
ゆ
ぇ
に
起
き
た
丁
ク
ツ
ヂ
ン
ト
で

す
が
、
そ
う
し
た
状
況
が
砥
を
蛭
っ
て
災
に
巧
み
に
取
り
出
i
さ
れ
て

い
ま
す
．

抜
に
懲
萌
そ
付
け
る
と
い
う
の
は
、
現
代
の
諭
の
飼
い
方
と
は
純

な
り
ま
す
。
諺
の
飼
い
方
の
変
化
に
つ
い
て
ほ
、
歴
史
学
の
烈
m
日

出
男
虎
に
、
「
劾
敬
ほ
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
I
野
餅
節
子
の
ぜ
罪
と
火

難
－
し
（
り
劫
刊
初
日
首
料
8
米
の
思
史
別
脚
b
一
〇
、
一
九
八
九

く
伺
い
て
い
た
が
、
そ
れ
を
何
か
に
引
っ
掛
け
て
か
ら
ま
っ
た
と
こ

ろ
を
、
少
し
大
き
叱
筋
に
払
い
か
け
ら
れ
て
近
げ
よ
う
と
引
っ
㌫
る

う
ち
に
、
解
放
の
壊
の
咄
が
た
い
そ
う
率
b
わ
に
引
さ
開
け
ら
れ
た
、

と
甘
か
れ
て
い
て
一
店
砥
が
怒
柄
で
つ
年
が
れ
て
い
た
こ
と
ほ
琴
っ

愈
飽
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
・
こ
の
飯
遂
に
は
、
感
は
ま
だ
よ
く
人
に
も
な
つ
か
め

に
や
L
と
い
う
挿
入
句
が
あ
っ
て
、
省
内
が
長
く
付
い
て
い
た
投
由

を
総
出
し
て
い
ま
七
つ
な
ぎ
飼
い
托
し
で
い
た
の
ほ
、
こ
の
敬
i
ま

ま
だ
よ
く
人
に
な
つ
い
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
で
す
．

こ
の
鹿
茸
の
濱
を
臨
め
ば
、
よ
く
人
に
な
つ
い
た
柿
ほ
懲
糾
を
㍍
い

た
吹
感
で
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
持
入
句

に
よ
っ
て
、
つ
な
ぎ
的
い
と
放
ち
飼
い
と
い
う
磁
の
杓
い
方
の
速
い

ほ
・
歴
史
的
な
推
移
だ
け
で
な
く
、
J
糾
う
人
と
研
と
の
脚
わ
り
1
こ
あ

つ
た
こ
と
を
摺
め
な
い
わ
け
に
ゆ
か
吐
く
な
り
ま
す
。
敬
に
柏
木
に

弓
－
金
甲
り
れ
た
こ
の
城
は
、
た
い
そ
う
よ
く
な
つ
い
て
い
る
梯
子
で

あ
り
、
懲
駒
で
つ
杖
が
れ
て
い
る
気
配
ほ
全
く
あ
り
芝
ネ
叩

そ
も
そ
も
こ
の
癒
碩
は
り
い
と
小
さ
く
を
か
し
げ
出
こ
ど
と
叙

述
さ
れ
て
い
ま
し
た
・
ぬ
魔
の
措
で
、
し
か
も
か
わ
い
い
感
じ
の
小

鳩
で
す
か
ら
、
六
灸
院
に
住
む
女
芸
繋
が
甲
フ
の
に
ふ
さ
わ
し
い

毯
だ
と
見
て
よ
い
の
で
し
ょ
ぅ
。
こ
の
狐
の
技
手
ほ
、
「
軒
封
ほ
▼

げ
に
ま
だ
い
と
小
さ
く
片
な
り
ー
こ
お
－
ま
す
る
中
に
も
、
い
と
い
i
i
り

な
さ
け
し
さ
し
て
、
ひ
た
み
ち
に
着
び
た
ま
へ
り
J
（
宕
郡
上
の
彗

と
郭
か
れ
た
▼
飼
い
主
の
女
三
の
玄
に
於
供
し
て
い
ま
す
。
女
三
の

嘗
の
代
わ
り
に
こ
の
坊
を
引
金
取
っ
て
愛
玩
す
る
柏
木
の
見
い
を
支

石

井

正

己

咋
一
一
月
）
と
い
う
粥
呟
招
い
絵
考
が
あ
り
ま
す
．
戯
m
氏
ほ
、
ゆ

世
ま
で
幼
が
つ
な
が
れ
、
犬
が
放
た
れ
て
い
た
の
が
、
近
世
に
な
り

て
そ
の
捌
係
が
逆
転
し
た
、
と
毀
じ
て
い
ま
す
．
【
妨
の
ポ
チ
b
を

祐
地
l
こ
射
・
凡
な
が
ら
、
絵
困
の
史
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
て
、
中

世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
を
人
灼
と
救
助
の
闘
わ
り
方
か
ら
蚊
糾
し
ょ

う
と
し
た
斬
新
な
毀
琴
で
す
。

爪
m
氏
ほ
・
竹
串
8
椒
現
駿
妃
担
：
並
エ
ハ
一
塁
二
段
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
放
ち
飼
い
の
賂
を
例
外
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
節
電
し

て
よ
い
の
で
し
さ
つ
か
．
先
の
、
ぽ
硫
を
わ
ぐ
る
怒
涛
に
．
改
め
て

注
恋
を
払
っ
て
み
た
い
と
恋
い
ま
す
．

・
…
・
・
㍍
肺
の
い
と
小
さ
く
を
か
し
げ
な
る
を
、
少
し
火
重
な
る

張
出
ひ
つ
づ
を
て
、
l
こ
i
ま
か
に
動
感
の
つ
ま
よ
り
放
り
出
づ
る

に
、
人
々
お
ぴ
え
敬
ざ
て
そ
よ
そ
よ
と
身
じ
ろ
を
さ
ま
ょ
ふ
け

l几

ほ
ひ
ど
も
、
衣
の
お
と
な
ひ
．
耳
か
し
が
ま
し
き
心
地
す
．
城

ほ
ま
だ
よ
く
人
に
も
な
つ
か
め
に
や
、
掬
い
と
長
く
つ
重
た
り

け
る
を
、
釣
に
ひ
重
か
け
ま
っ
ほ
れ
に
暮
ナ
る
を
、
崩
け
ん
と
ひ

こ
じ
ろ
ふ
l
ま
ど
に
、
釣
皿
の
そ
ば
い
と
あ
ら
ほ
に
引
き
別
け
ら

れ
た
る
を
、
と
み
に
引
き
絞
す
人
も
な
し
．

た
い
そ
う
小
さ
く
か
わ
い
い
感
じ
の
店
前
に
首
掬
が
た
い
そ
う
具

え
る
の
ほ
、
こ
の
将
叡
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
．
成
城
ほ
女
三
の

雷
の
分
身
だ
っ
た
の
で
す
・
女
三
の
玄
ほ
、
沈
毅
氏
が
六
灸
院
で
飼

い
ほ
じ
め
た
「
い
と
小
さ
く
を
か
し
げ
な
る
し
厨
筋
で
あ
っ
た
、
と

有
っ
て
は
貰
い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

㍍
泌
に
よ
っ
て
恋
心
を
射
め
与
っ
と
し
た
柏
木
ほ
、
そ
れ
で
は
防

湿
で
き
な
く
な
り
、
つ
い
に
、
発
射
氏
の
留
守
を
ね
ら
っ
て
磐
石

留
と
怒
適
を
犯
し
ま
す
・
若
い
拍
米
と
女
三
の
留
に
上
っ
て
二
生

け
る
払
の
鈎
は
し
（
幼
者
の
望
と
よ
は
れ
た
六
薮
蚊
は
敬
増
さ
れ

て
し
患
い
ま
す
が
、
そ
の
殆
税
に
む
誠
の
立
切
が
あ
っ
た
こ
と
ほ
舐

姿
で
し
チ
つ
。
班
坊
が
骨
柄
に
よ
っ
て
作
っ
た
取
扱
の
岨
の
蛾
の
遜

垂
糊
ほ
・
ま
さ
に
六
糸
院
の
砲
戦
だ
り
た
と
思
わ
れ
ま
て
皮
内
な

こ
と
に
、
た
い
そ
う
小
さ
く
て
か
わ
い
い
感
じ
の
泣
凝
が
六
痕
院
の

魚
群
を
㍍
し
て
ゆ
く
の
で
す
。

た
だ
l
つ
の
挿
入
句
を
税
拠
に
、
瓜
田
氏
の
考
熟
に
対
す
る
若
干

の
批
判
を
述
べ
な
か
ら
、
還
氏
幼
望
に
つ
い
て
琴
冬
て
み
ま
し

た
。
人
悶
と
動
物
の
粥
わ
り
方
の
琵
化
に
注
H
し
て
歴
史
を
と
ら
え

ょ
う
と
す
る
方
法
は
・
今
後
さ
ら
に
広
い
分
野
で
追
究
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
・
現
代
社
食
の
中
で
も
、
人
純
と
勒
物
の
桝
わ
り
方

を
め
ぐ
っ
て
、
坊
た
な
物
拭
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
．
－
専
代
が
効

い
て
ゆ
く
巾
で
、
古
典
や
近
代
の
文
学
も
新
た
杖
読
み
琴
ち
が
可
酪

に
な
っ
て
魯
て
い
ま
す
・
国
文
学
の
血
戦
か
ら
、
r
諮
の
文
学
ぎ

と
で
も
い
う
永
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ら
う
；
の

歴
史
牧
を
拓
く
こ
と
が
で
を
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（隅授クラスル】ム』、潤Z年6月）
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－

前脚」放

物
頗
Ⅳ

；
さ
き
の
「
あ
ほ
れ
と
だ
に
の
た
ま
ほ
せ

よ
し
（
こ
∧
芯
J
セ
ラ
け
て
、
自
分
が
好

ん
で
は
そ
の
か
い
も
な
い
が
、
モ
九
で
も
、

の
曳
紳
．
－
一
癖
拭
か
ら
超
さ
あ
が
っ
て

い
ち
蕾
紡
に
、
☆
三
の
官
七
恩
う
菅
醗
が

加
わ
る
の
で
あ
ろ
ク
．
一
（
書
き
に
も
「
こ

九
ん
な
さ
る
べ
き
に
こ
そ
は
あ
ら
わ
し
と
、

遥
食
的
に
考
え
て
い
た
．
1
〓
八
〇
M
暮
．

；
以
前
の
抱
末
ほ
小
棒
轄
七
女
≡
の
官

¢
倒
近
名
と
思
う
太
枠
か
ら
、
む
だ
な
長

話
に
も
ぬ
が
こ
も
り
た
の
で
あ
ろ
う
．

壷
「
綺
従
が
心
な
り
．
こ
と
の
外
ょ
も
り

蛤
へ
り
と
み
る
な
り
」
（
収
旺
入
焚
）
．

≡
細
水
の
昏
喝
三
相
未
の
乳
母
で
．

小
持
従
の
戌
母
．
量
「
な
ど
か
…
」
へ
の
、

な
か
ば
持
て
は
ち
の
応
答
．
遠
い
か
に

詑
熱
に
界
わ
て
も
、
ヤ
ほ
り
死
は
ぁ
梵
で

あ
ち
、
の
匁
持
セ
こ
め
る
．

＋
国
枝
七
戦
う
父
大
臣
の
必
死
の
第
カ
の

及
l
王
ぬ
次
元
で
、
死
へ
の
落
彰
一
途
に
歩

む
ね
本
書
ま
、
そ
の
死
と
ひ
き
か
え
に
生
の

圧
と
し
て
の
「
あ
ほ
九
」
の
す
弟
セ
☆
三
り

官
に
食
わ
る
．
こ
九
に
曾
恕
向
け
る
官
の

近
し
を
一
旦
「
あ
は
九
」
と
う
け
と
め
る
無
残

な
ひ
た
む
き
さ
で
あ
っ
た
．

ま
ひ
て
、
み
づ
か
ら
も
泣
い
た
ま
ふ
。

；
〓
女
三
の
禽
、

かた

富
ほ
こ
の
苺
つ
カ
上
り
、
似
せ
し
う
し
た
ま
ひ
け

l
出
虔
の
故
挽
．
ニ
蔽
氏
．
よ
r
初
心
の

中
ほ
、
…
思
せ
ど
、
・
…
思
せ
ば
、
ミ
顎
し
、

…
せ
ち
も
れ
l
王
、
・
・
J
と
展
粥
す
る
文
顔

に
性
急
．
滋
薗
で
ほ
当
放
そ
う
あ
ろ
べ
・
ぎ

匁
牡
と
、
そ
り
茨
に
抱
か
れ
て
い
ろ
内
心

と
の
矛
盾
ち
澄
と
が
托
叩
我
Y
に
宛
ち
し
出
さ

九
ろ
．
榊
r
惣
ひ
ま
で
る
方
」
ほ
、
蟹
T

で
ほ
な
い
と
す
る
放
心
の
℡
士
九
る
こ
と
．

式
後
の
灘
仙
．
で
あ
る
．
（
以
下
、
嬰
丁

出
生
と
開
い
て
の
、
際
氏
の
群
盗
．
ま
だ

男
子
を
出
定

座

る
を
、
そ
の
御
仏
り
し
き
と
ー
l
見
た
て
ま
つ
り
知
り
た

真
の
盛
僻

岬
と
ど

る
人
々
放
‖
ぎ
満
ち
て
、
大
殿
に
も
桝
こ
え
た
り
け

一

れ
は
、
衝
き
て
浸
り
た
ま
へ
り
。
御
心
の
中
ほ
、
r
あ
な
口
惜
し
や
。

「

小た

思
ひ
ま
ず
る
方
な
く
て
見
た
て
ま
つ
ら
ま
し
か
ば
、
め
づ
ら
し
く
う
れ

け
り
ん

し
か
ら
資
し
L
と
思
せ
ど
、
人
に
ほ
け
し
き
濁
ら
さ
じ
と
恩
せ
ば
、
故

▲事

一
丁
托
▲

▲
だ
▲

老
な
ど
召
し
、
御
修
法
ほ
い
つ
と
な
く
不
斬
に
せ
ら
る
九
ほ
、
僧
ど
も

けん

か
一
ヽ

の
中
に
数
あ
る
か
‥
ぎ
り
み
な
参
り
て
、
加
持
ま
ゐ
り
騒
ぐ
。

▲
○
上
▲

あが

む

攻
一
夜
悩
み
明
か
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
日
さ
し
上
ろ
ほ
ど
に
生
せ
れ
た

ハ

ま
ひ
ね
。
男
雷
、
と
聞
き
た
ま
ふ
に
、
「
か
く
忍
び
た
る
寄
の
、
あ
や

●

に
く
に
い
ち
じ
る
き
顔
つ
き
に
て
、
さ
し
出
で
た
ま
へ
ら
ん
こ
そ
管
し

∧

か
る
べ
止
り
れ
。
女
こ
そ
、
何
と
な
く
紛
れ
、
あ
ま
た
の
人
¢
見
る
も
の

な
ら
ね
ば
安
け
れ
」
と
惣
す
に
、
ま
た
、
「
か
く
心
音
し
き
駁
ひ
壇
じ

入

り
た
ろ
に
て
ほ
、
心
や
す
き
方
に
も
の
し
た
ま
ふ
も
い
と
ょ
し
か
し
。

ニ
∧
∧

せ
ん
」
と
申
し
あ
げ
ら
九
て
、
ご
自
身
も
お
泣
・
ぎ

に
な
る
．

（
空
嘗
ほ
こ
の
H
の
ク
茶
九
の
こ
ろ
か
ら
、
お
苦

し
み
に
な
っ
た
の
で
、
ご
塵
紙
づ
き
に
な
ら
れ
た

の
だ
と
よ
く
心
持
て
い
る
人
々
は
、
み
た
大
坂
ぎ

を
し
て
、
大
筋
に
も
お
知
ら
せ
申
し
あ
げ
た
の
で
、

涙
い
て
こ
ち
ら
へ
お
越
し
に
な
ら
れ
た
．
お
心
の

う
ち
で
は
、
「
あ
あ
な
ん
と
無
念
な
こ
と
か
．
疑

念
を
さ
し
l
ェ
さ
む
こ
と
な
く
て
お
産
の
お
世
話
が

で
を
る
の
で
あ
っ
た
な
ら
は
、
ど
ん
な
に
珍
し
く

も
う
れ
し
く
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
お
思
い
に

な
ら
れ
る
け
九
ど
も
、
他
人
に
そ
ん
な
そ
ぷ
り
を

知
ら
れ
て
l
ェ
な
る
ま
い
と
お
思
い
に
な
る
の
て

験
藩
衆
を
お
呼
び
に
な
り
、
御
修
法
暮
ま
い
つ
と
な

く
休
ま
ず
に
さ
せ
て
お
い
で
に
な
る
の
で
、
僧
侶

た
ち
の
中
で
も
効
敦
の
あ
る
者
が
す
べ
て
ま
い
っ

て
．
大
坂
ぎ
で
ぬ
袴
に
学
位
す
ろ
．

攻
－
攻
お
苦
し
み
に
な
ら
九
て
、
朝
日
が
さ
し

の
ぼ
る
こ
ろ
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
男
黎
と
お

拭
き
に
な
っ
て
、
「
こ
の
よ
う
な
蛭
何
に
包
み
毘

し
て
い
る
こ
と
な
の
に
、
あ
い
に
く
に
も
紛
九
も

な
く
ほ
っ
き
り
と
し
た
放
つ
き
で
お
生
せ
れ
に
な

っ
た
ら
細
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ち
う
．
女
の
子
で

あ
九
l
ゴ
、
な
ん
と
な
く
紛
九
や
す
い
し
、
多
く
の

人
に
弊
を
見
せ
る
わ
け
で
暮
ま
た
い
か
ら
安
心
な
の

だ
が
J
と
お
思
い
に
な
る
一
方
、
ま
た
、
「
こ
う

し
た
気
が
か
り
な
疑
念
が
つ
き
ま
と
り
て
い
る
の

で
は
、
世
括
の
や
け
な
い
男
の
子
で
い
ら
っ
し
ヤ

資料9阿蘇歌登・蜘如普・今井紆紡投花・訳軒源氏物語j4（ノj、学臥1耶岬）
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人七見つける．むの弟しいゎく苛育なその弊11．11じわてロにナろ女王の

常にほかならなカーづた．

見
ね
予
の
忍
が
柏
木
に
駁
き
ー
と
を
予
想

し
て
、
巧
乗
の
払
崩
七
菅
蕊
†
る
の
ヤ
あ

る
．
セ
r
い
ち
じ
る
し
」
l
ま
、
摂
苛
な
芋

士
．
柏
裁
と
そ
っ
く
り
の
頒
．
（
生
士

九
た
子
が
女
子
で
あ
れ
l
ま
、
羅
落
に
野
て

ち
九
、
探
し
て
か
ら
も
矢
以
外
り
人
8
に

は
さ
ら
さ
九
な
い
の
で
、
へ
ん
に
取
ク
沙

汰
さ
九
る
こ
と
も
な
い
．
h
「
心
や
す
さ

方
L
ほ
、
汲
に
全
面
的
に
依
存
せ
ザ
と
も

址
全
に
白
文
し
う
る
立
勒
の
こ
と
で
、
女

子
と
ほ
解
放
的
な
射
手
の
場
合
セ
い
う
．

；
不
渡
の
子
を
も
た
ね
ば
な
ら
ね
わ
が

運
命
の
不
怒
玖
巷
七
思
い
、
さ
ち
に
過
琵

り
押
の
包
慾
に
惑
な
う
て
い
く
．
〓
歩

璧
と
密
通
し
、
そ
の
不
軌
の
子
が
掩
象
段

で
あ
っ
た
こ
と
．
上
に
「
わ
が
隆
と
と
も

に
」
と
あ
っ
、
モ
の
汚
の
温
故
ほ
常
任
不

妨
に
五
穀
ナ
ち
こ
と
が
な
い
．
三
現
陛

で
の
応
粗
に
上
り
て
来
世
の
汚
が
橙
探
さ

九
る
と
い
う
考
え
方
．
【
河
奇
妙
L
ほ
、
「
往

鏡
野
桑
ト
（
曲
写
・
・
問
答
解
何
・
泣
終
′
女

招
）
の
r
有
智
′
人
ハ
智
恵
ノ
カ
ー
以
ナ
、

機
夕
飽
歎
庄
慈
ノ
茶
，
シ
ナ
現
役
各
種
夕

受
ケ
グ
ム
ル
々
、
魚
ぷ
′
人
ハ
一
秋
杜
′
理

系
’
鞄
放
－
【
亙
夕
受
タ
」
セ
柑
げ
も
．
冨

「
む
か
ほ
ろ
L
ほ
、
白
粉
何
で
、
（
吸
い
が
）

わ
ぐ
り
乗
る
、
の
渡
．
蒜
女
一
こ
の
甘
に

仕
え
る
☆
汐
た
ち
．
言
出
生
の
茶
箱
を
．

一
（
こ
晶
・
円
汲
王
で
軒
氏
¢
正
志
と
い
う

放
墳
．
1
ゼ
丼
叩
女
知
ら
沿
女
打
た
ち
の

構
文
に
封
ち
た
払
妙
義
ペ
る
．
ス
こ

こ
で
は
、
山
鹿
当
a
の
私
淑
り
軌
、
枕
昏
、

格
技
、
札
付
…
、
な
ど
．
；
所
の
上
、
卵

石
の
黎
、
花
政
見
な
ど
．
童
1
繁
務
上

→
0
こ
．
注
葺
こ
こ
は
祈
≡
攻
り
そ
九

ヤ
「
御
方
一
L
の
宝
鑑
に
エ
ろ
．
三
食
担

抽

米

；

＝

む
く
い

さ
て
も
あ
や
し
や
。
わ
が
世
と
と
も
に
恐
ろ
し
と
監
ひ
し
黎
の
絃
な
め

；

－
▲

り
。
こ
の
世
に
て
、
か
く
思
ひ
か
け
ね
革
に
む
か
は
り
泊
れ
は
、
牧
の

小
●
り

世
の
好
も
す
こ
し
経
み
な
ん
や
」
と
思
す
。

；

；

＝

ほ～

；

人
、
ほ
た
、
知
ら
ね
都
な
九
ば
、
か
く
心
こ
と
な
る
御
旗
に
て
、
京

に
出
で
お
ほ
し
た
る
卸
お
ぼ
え
い
み
じ
か
り
な
ん
と
、
思
ひ
営
み
仕
う

ま
つ
ろ
。

－
入
I
∫
†

－
人
小
た
が
七

御
慶
箆
の
駄
式
い
か
め
し
う
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
。
御
方
々
、
さ
ま
ぎ

ニ
○
ま
，
し
な
ひ
巧
し
．
詔
書
h
㌍
言

普
に
し
出
で
た
ま
ふ
御
荘
黎
、
世
の
常
の
軒
数
、
街
並
、
拓
坪
な
ど

皇
l

こ
●

い
つ

の
心
は
へ
も
、
こ
と
さ
ら
に
心
々
に
い
ど
ま
し
さ
見
え
つ
つ
な
む
。
五

計
の
夜
、
中
宮
の
御
方
よ
り
、

ヱ
人

l
】
h
叫
い
一
山
付

■・－1

品
々
に
思
ひ
当
て
た
る
貯

ま一

rl●l

一
拍
†
け
ご
上

取
、
公
串
に
い
か
わ
し

一
一
〈

う
せ
さ
せ
た
ま
へ
り
。
御

－
－
▲

小
◆
と
ん
℃
●

ぐ

粥
屯
食
五
十
奥
、
研
ど
こ

こ
t
ヽ

〃
I
へ

子
持
の
御
前
の
物
、
女
冴
の
中
に
も
、

ろ
の
饗
、
院
の
下
部
、
庁

抄i正（年中行事蛙を）

る
の
も
ま
っ
た
く
結
は
”
な
こ
と
な
の
だ
．
そ
九
に

つ
け
て
も
不
m
心
地
潮
な
こ
と
で
ほ
な
い
か
。
自
分
が

〝
汀
任
坐
臥
恐
ろ
し
い
と
懸
っ
て
い
た
こ
と
の
綬
い

な
の
で
あ
ろ
う
．
こ
の
態
で
、
こ
の
上
う
な
思
い

も
上
ら
な
い
紹
い
に
出
く
わ
し
た
の
だ
か
ら
、
攻

生
の
押
と
V
い
首
書
か
は
扱
く
な
る
の
だ
ろ
ヶ
か
L

と
お
思
い
に
な
ら
九
る
。

ほ
か
の
人
々
は
、
ま
た
こ
う
し
た
秘
按
ほ
知
ら

な
い
こ
と
な
の
で
、
こ
の
よ
う
に
別
格
の
お
方
の

御
柑
肌
に
、
し
か
も
晩
年
に
お
生
ま
九
に
な
っ
た
蕾

ヽ
一
l
▲
1
．

忽
へ
の
ご
柁
変
ほ
た
い
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
、
心

に
か
け
て
ご
率
比
申
し
あ
げ
り
る
。

御
慶
駄
の
仏
式
は
、
盛
大
で
仰
々
し
い
。
御
方

方
が
、
さ
せ
ざ
ま
の
慮
釣
で
な
さ
九
る
御
荘
黎
は
、

折
例
の
折
致
、
新
玉
、
満
杯
た
ど
の
意
匠
も
、
特

別
に
そ
九
ぞ
九
扱
わ
九
る
梯
子
が
見
え
る
の
で
あ

っ
た
。
五
日
の
夜
、
中
富
の
封
も
と
か
ら
、
物
産

鎗
の
召
し
あ
が
り
劫
ヤ
、
お
山
り
き
の
女
冴
た
ち
に

も
そ
九
ぞ
れ
の
身
分
に
相
好
す
る
ょ
う
に
取
成
し

て
区
別
さ
九
た
賜
物
か
ー
、
公
■
式
の
お
祝
い
と
し
て

先
々
と
お
蛸
り
に
な
L
ツ
れ
た
。
御
節
、
屯
食
五
十

人
分
、
そ
九
に
あ
ち
こ
ち
で
の
饗
応
は
、
六
灸
抗

の
下
懲
や
抜
の
庁
の
召
次
所
の
ょ
う
な
、
す
べ
て

の
下
々
の
野
ま
で
、
窓
々
と
お
さ
せ
に
な
ち
れ
た
。

宮
司
の
役
人
ほ
、
大
夫
セ
ほ
じ
め
と
し
て
そ
九
以

下
の
人
た
ち
、
ま
た
冷
魚
昆
の
助
上
人
も
す
べ
て

ま
い
っ
た
．

七
夜
ほ
、
好
か
ら
、
そ
れ
も
公
の
山
儀
式
と
し
て

ニ
（
九



殺
代
物
琵

を
の
せ
も
公
で
、
屑
紺
に
汁
兼
ト
キ
折
り

め
ぐ
ら
し
た
も
の
．
主
節
牧
の
下
に
カ

セ
つ
け
た
も
の
．
慶
食
物
七
妓
る
野
で
、

一
火
脚
の
つ
い
た
も
の
．
遠
慮
央
の
摂

ど
お
り
の
品
々
と
い
う
封
灼
内
で
、
そ
の

趣
向
む
放
，
り
で
あ
る
．
「
心
ご
と
†
ろ

凍
も
多
い
．
遍
瓦
社
の
應
範
ほ
、
枚
枠

中
官
立
維
．
美
果
応
の
あ
イ
セ
身
分
の

盈
に
応
じ
て
区
別
し
た
点
か
い
心
づ
か
い

で
あ
る
．
ニ
唱
や
甘
と
い
，
公
的
先
物
で
、

や
官
較
の
役
人
七
助
Å
し
て
の
瓜
配
ぷ
ク
．

天
以
下
、
環
ど
お
ウ
の
繁
応
り
荒
牧

庶
㍑
を
卵
形
に
愕
り
国
払
た
も
り
．
慈

六
粂
掟
に
仕
え
る
役
人
た
ち
．
r
抒
の
召

次
席
J
ほ
、
挟
の
屠
で
兼
用
に
あ
た
る

懸
の
い
る
傍
．

巾
L
つ
＿
，
上
こ
へ
－

1
●
．
つ
小
▲
－

の
召
次
際
、
何
か
の
収
ま
で
い
か
め
し
く
せ
さ
せ
た
ま
ヘ
ウ
。
雷
同
、

〟
h
い
∫

▲

大
夫
よ
り
は
じ
め
て
院
の
撤
上
人
ん
な
参
れ
り
。

一
法
軸
な
く
抱
心
の
法
文
が
払
わ
九
る
．

ニ
中
富
戦
．
キ
り
兵
甘
が
〔
大
鹿
ご
「
1
Ⅳ

分
α
〓
六
四
て
墜
ち
正
冷
泉
掟
の
．

山
七
凍
の
蔭
焚
は
、
奇
の
主
曜
．
女
l
ニ
の

甘
の
兄
に
あ
た
ろ
帝
ほ
、
父
魚
絹
抜
か
ら

も
紘
官
へ
の
竣
功
七
飯
酌
さ
れ
て
い
る
だ

け
に
、
こ
れ
セ
主
催
ナ
ろ
こ
と
に
な
ろ
う
．

Ⅹ
煎
耗
と
の
こ
九
士
で
の
混
交
か
ら
、
特

別
の
心
寄
せ
が
あ
っ
て
し
か
る
ペ
さ
だ
が
、

壊
述
¢
卒
研
が
あ
？
た
．
【
衣
昇
格
木

の
滋
包
有
心
托
し
て
い
る
ゆ
え
．
セ
牧

村
の
叩
を
黙
わ
る
外
囲
の
藍
色
七
途
べ
、

さ
ら
に
そ
九
と
労
政
約
な
混
氏
の
内
野
の

背
紋
に
達
棍
し
て
い
く
文
脈
．
（
敢
咤
．

れ
「
ひ
は
づ
し
ほ
、
か
招
く
鞘
々
し
い
さ

士
．
【
○
以
下
ハ
凝
庶
の
難
渋
さ
甘
い
う
．

〓
前
約
．
汁
効
と
も
．
≡
不
抜
の
撼

ゑ
で
あ
ろ
邦
子
妊
生
は
、
窒
こ
の
℡
セ
琵

苅
な
蕾
悩
に
追
い
こ
む
．
芸
「
さ
は
九
、

七
夜
ほ
、
内
粥
エ
り
、
そ
れ
も
お
ほ
や
け
ぎ
ま
な
り
。
致
仕
の
大
臣

｛

な
ど
、
心
こ
と
に
仕
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
べ
き
に
、
こ
の
ご
ろ
は
、
何
ご

と
も
思
さ
れ
で
、
お
ほ
ぞ
う
の
御
と
ぷ
ら
ひ
の
み
ぞ
あ
り
け
る
。
宵
た

小
む
〃
ヽ
わ

七

ち
上
達
許
な
ど
あ
ま
た
参
り
た
ま
ふ
。
お
ほ
か
た
の
け
し
き
も
、
世

∧シ
▲
■
r
、

に
な
き
ま
で
か
し
つ
き
き
こ
え
た
ま
へ
ど
、
大
粒
の
、
御
心
の
中
に
心

苦
し
と
思
す
こ
と
あ
り
て
、
い
た
う
も
も
て
ほ
や
し
き
こ
え
た
望
ほ
ザ
、

御
荘
び
な
ど
l
ま
な
か
り
け
り
。

【
聖
女
三
の
宮
出

衆
を
設
み
、
瀬
氏

こ
れ
を
菅
慮
す
る

ん

】○

宮
は
、
さ
ば
か
り
ひ
は
づ
な
る
御
さ
ま
に
て
、
い

と
む
く
つ
け
う
、
な
ら
ほ
ぬ
堺
の
恐
ろ
し
う
思
さ

〓

■
≠

れ
け
る
に
、
御
潮
な
ど
も
捌
こ
し
め
さ
ず
、
身
の

ー▲

心
賓
を
こ
と
を
か
か
る
に
つ
け
て
も
思
し
入
れ
は
、
さ
ほ
九
、
こ
の
つ

ー
一山
と
ど

－
1

一、一●

い
で
に
も
死
な
を
ゴ
ヤ
、
と
思
す
。
大
粒
は
、
い
と
ょ
う
人
員
を
解
り
思

－ホ

せ
ど
、
ま
だ
む
つ
か
し
げ
に
お
ほ
す
る
な
ど
を
、
と
り
わ
き
て
も
見
た

ニ
九
〇

行
な
わ
れ
る
．
致
仕
の
大
臣
な
ど
が
、
と
く
に
心

を
こ
め
て
お
拭
い
に
な
ち
九
る
べ
を
で
あ
る
が
、

こ
の
ご
ろ
t
ま
何
軒
も
お
考
ぇ
に
な
る
痢
群
が
な
い

の
で
、
た
だ
一
と
お
り
り
ご
挨
拶
だ
け
が
あ
ろ
の

で
あ
っ
た
。
双
三
た
ち
や
上
達
鍔
な
ど
が
大
わ
珍

上
な
菩
る
．
こ
う
し
て
袋
向
を
の
ご
祝
儀
の
有
様

ほ
、
牡
に
爪
な
い
ま
で
だ
い
じ
に
じ
て
さ
し
あ
げ

ら
れ
ろ
け
九
ど
も
、
院
ほ
お
心
の
中
に
管
し
い
思

い
を
抱
い
て
い
ら
っ
し
ヤ
る
の
で
、
そ
う
に
ぎ
ゃ

か
に
お
も
て
な
し
ほ
な
き
ら
ず
、
甘
紋
の
御
滋
び

な
ど
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。

【
巴
官
は
、
あ
れ
ほ
ど
ひ
拓
な
お
身
体
で
あ
る
の

に
、
初
め
て
の
ご
抜
放
で
、
食
っ
た
く
究
嫁
が
わ

る
く
、
恐
ろ
し
い
に
ほ
と
お
思
い
に
な
っ
て
い
ら

っ
し
†
つ
て
、
御
一
興
沿
な
ど
も
召
し
あ
が
ら
ず
、

わ
が
身
の
情
け
な
蕃
を
、
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
け

て
も
つ
く
づ
く
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
、
い
っ

そ
こ
の
つ
い
で
に
も
死
ん
で
し
ま
い
た
い
も
の
、

と
お
思
い
に
な
る
．
姦
は
、
ま
こ
と
に
う
ま
く

人
前
な
と
り
つ
く
ろ
っ
て
い
ら
っ
し
ヤ
ろ
け
れ
ど

も
、
ま
だ
生
ま
九
た
は
か
り
の
弱
放
み
に
く
い
有

様
で
い
ら
り
し
ヤ
る
若
君
の
こ
と
な
ど
ほ
格
別
に

ご
ら
ん
に
な
ろ
う
と
も
な
さ
ら
な
い
な
ど
と
あ
っ

て
ほ
、
年
老
い
た
女
冴
な
ど
は
、
r
l
土
て
、
な
ん

と
冷
た
く
て
い
ら
っ
し
ヤ
ろ
の
で
し
ょ
う
．
珍
し

く
お
盆
ま
れ
に
な
ら
九
ま
し
た
紫
野
の
ご
梯
子
が
、

こ
ん
な
に
も
恐
ろ
し
い
ま
で
に
お
灸
し
く
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
に
」
と
、
か
わ
い
が
り
申
す
の

0斜体ハ

一限

氏

飽

田

－
長
い
弼
の
筍
一
府
な
菅
ゑ
の
果
て
に
、
い

士
女
三
の
官
ほ
、
正
常
で
は
な
く
な
っ
て

い
も
．
書
き
の
「
わ
が
身
つ
ち
く
て
、
危

に
も
な
り
な
l
g
ヤ
の
常
む
つ
さ
ぬ
L
と
と

も
に
旺
考
T
ペ
き
で
ぁ
る
．
r
榊
月
抄
し
が

「
女
三
－
1
つ
ね
は
か
ヤ
～
に
ほ
．
き
と
物

り
た
卓
ふ
准
－
1
な
を
な
る
ペ
し
．
受
究
は

象
の
い
ほ
せ
ま
あ
ら
ナ
る
な
も
ペ
し
L
と

併
ナ
ち
の
ほ
卓
見
．
－
－
女
三
¢
甘
が
、

生
さ
が
た
い
、
と
か
、
た
と
え
好
ん
で
も
、

と
か
甘
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
．
1
出
産

を
さ
す
．
【
「
恐
ろ
し
か
な
れ
ど
し
と
ナ

ろ
東
も
多
い
．
ガ
「
暮
て
し
ほ
、
r
か
か
る

革
ほ
、
さ
の
み
こ
そ
恐
ろ
し
か
む
な
れ

ど
」
セ
ク
け
る
．
（
煎
氏
は
、
全
ニ
¢
℡

に
対
し
て
黎
爾
で
は
幼
く
捜
止
ナ
る
感
皮

七
示
し
な
が
ら
も
、
心
中
で
l
土
む
し
ろ
出

常
七
帝
位
し
ょ
う
と
す
も
．
一
首
な
出

家
の
人
と
し
て
、
以
“
硬
の
捜
唱
セ
ナ
る
、

の
食
．
（
官
へ
の
東
沖
七
改
め
よ
う
と

して、改めち九ない、の零

れ

8
分
に
ほ
そ
う
す
ろ
つ
も
り
は
な
く
と
も
、

甘
へ
¢
つ
ら
い
仕
打
も
が
白
魚
と
出
て
く

る、と†る．rう暴Lとする米が多

い
．
岩
当
抵
な
が
ら
魚
報
托
の
畢
洛
が

輔
榊
み
ら
れ
る
．
蔽
氏
の
辞
世
の
噂
が
す
ぐ

に
伝
わ
り
、
較
氏
は
灰
モ
轟
切
り
た
こ
と

に
な
る
．
〓
「
の
み
こ
そ
は
J
の
指
向
に

法
文
．
萩
氏
ひ
と
り
だ
け
に
茨
任
が
問

わ
れ
る
．
≡
産
後
り
伊
東
．
芸
甘
り

出
家
に
よ
う
て
、
こ
¢
士
ま
で
は
収
拾

が
つ
か
な
く
な
ろ
で
あ
ろ
う
毯
採
セ
」
柾

放
で
き
る
、
の
免
抒
．
；
8
野
の
曾
セ

あ
ら
た
ゎ
て
見
狂
す
と
、
出
欝
へ
の
内

港
が
、
た
め
ち
わ
九
る
．
【
上
松
家
書
せ

て
し
ま
お
，
か
と
い
う
考
え
に
甘
反
し

一

■
と
ね

は
ペ
る
」
と
、
償
の
御
け
ほ
ひ
上
り
は
い
と
大
人
び
て
拭
こ
え
た
ま
ふ

邑

を
、
何
代
「
い
と
う
た
て
、
ゆ
ゆ
し
き
御
こ
と
な
り
。
な
ど
て
か
さ
ま
で

l

●

l

ほ
思
す
。
か
か
る
串
払
、
さ
の
み
こ
そ
恐
ろ
し
か
む
な
れ
ど
、
さ
て
な

が
ら
へ
ぬ
わ
ざ
な
ち
は
こ
そ
あ
ら
め
」
と
附
こ
え
た
ま
ふ
。

▲フヽ

御
心
の
中
に
暮
ま
、
「
ま
こ
と
に
、
さ
も
思
し
ょ
り
て
の
た
ま
ほ
は
、

●

さ
や
う
に
て
見
た
て
ま
つ
ら
む
は
あ
は
れ
た
り
な
ん
か
し
。
か
つ
見
つ

八

つ
も
、
堺
に
ふ
れ
て
心
お
か
れ
た
ま
ほ
ん
が
心
苦
し
う
、
攻
な
が
ら
も

人

え
思
ひ
な
は
す
ま
じ
う
、
う
き
堺
の
う
ち
ま
じ
り
ね
ペ
き
を
、
お
の
づ

か
ら
お
ろ
か
に
人
の
見
と
が
む
る
こ
と
も
あ
ら
ん
が
、
い
と
い
と
ほ
し

ー○

〓

う
、
院
な
ど
の
粥
こ
し
め
さ
ん
こ
と
も
、
わ
が
お
こ
た
り
に
の
み
こ
そ

■
冬

】
▲

l
ま
な
ら
め
¢
却
悩
み
に
こ
と
つ
け
て
、
さ
も
や
な
し
た
て
空
つ
り
て
ま

ー
＿

－
▲

し
し
な
ど
思
し
上
れ
ど
、
ま
た
、
い
と
あ
た
ら
し
う
、
あ
は
れ
に
、
か

ー
【

ぐL

シ

】
t

ば
か
り
退
き
筒
髭
の
生
ひ
充
を
、
し
か
や
つ
さ
ん
こ
と
も
心
苦
し
け
れ

－
＜

■九

は
、
持
氏
「
な
ほ
、
強
く
思
し
な
れ
。
け
し
う
は
お
は
せ
じ
。
駁
り
と
見

た
○
し

エ
○

ゆ
る
人
も
、
た
ひ
ら
か
な
ろ
例
近
け
れ
ば
、
き
す
が
に
頼
み
あ
る
故
に

ニ
九
こ

ど
ま
で
に
お
琴
え
に
な
る
の
で
す
か
．
こ
う
し
た

お
産
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
上
う
に
恐
ろ
し

い
こ
と
で
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
九
だ
か
ら

と
い
っ
て
幼
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
な

ら
諮
ほ
射
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
で
†

か
ら
」
と
申
し
あ
ば
り
ら
れ
る
．

お
心
の
う
ち
で
は
、
r
ほ
ん
と
う
に
、
そ
う
も

ご
故
意
に
な
ら
九
て
お
っ
し
ヤ
る
¢
な
ら
、
そ
の

お
班
み
ど
お
り
に
し
て
お
世
活
し
て
あ
げ
れ
ば
、

そ
れ
が
思
い
や
り
の
探
さ
と
い
う
こ
と
に
な
る
り

だ
ろ
う
．
一
方
で
こ
う
し
て
遜
九
添
っ
て
い
な
が

ら
も
、
何
か
に
つ
止
り
て
、
つ
い
他
人
行
政
な
お
心

で
い
ら
っ
し
†
る
と
し
た
ら
お
い
た
わ
し
い
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
自
分
で
も
無
給
が
元
ど
お
り
に
お

寺
ま
る
と
ほ
と
て
も
懸
え
な
い
し
、
い
や
な
仕
打

ち
に
出
て
し
せ
う
こ
と
も
あ
ろ
う
か
ら
、
し
ぜ
ん

富
に
対
し
て
琵
嶋
に
お
敬
い
を
し
て
い
る
と
人
か

ら
見
と
が
め
ら
九
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
．
と
ナ

る
と
そ
れ
が
じ
っ
に
つ
ら
い
こ
と
だ
し
、
昆
な
ど

の
お
耳
に
暮
土
い
っ
た
助
食
に
も
、
す
べ
て
こ
の
自

分
の
落
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
．
ご
粥

気
に
か
こ
つ
け
て
、
お
朗
即
み
ど
お
り
風
に
し
て
書

し
あ
げ
ろ
こ
と
に
し
エ
ラ
か
J
な
ど
と
お
考
え
に

も
な
ら
九
る
り
だ
が
、
そ
れ
も
ま
た
あ
ま
り
に
も

り
た
い
な
く
お
か
わ
い
そ
う
で
、
こ
れ
捻
ど
ふ
さ

ふ
さ
と
長
い
靭
螢
の
生
い
さ
き
智
、
そ
の
上
う
に

足
そ
ぎ
に
切
り
す
て
て
し
ま
う
こ
と
も
心
が
妬
む

の
で
、
「
そ
ん
な
こ
と
は
お
り
し
ヤ
ら
な
い
で
、

資料11

14

・
・
し
で
、
な
か
は
捻
て
ば
ち
の
店
先
．

蒜
こ
り
あ
た
り
、
混
氏
と
女
三
の
甘
¢

そ
九
ぞ
れ
掃
い
普
は
叩
に
介
八
か
九
つ
つ
、
し

か
も
交
比
の
な
い
円
函
七
交
互
に
収
述
「

芸「人にはけし姦らさじし（こ八八

【
J
と
思
う
だ
け
に
、
外
崗
の
丸
い
を
娼

り
あ
止
り
て
い
る
．
；
生
壬
九
て
士
も
な

い
舞
子
に
樽
有
り
、
気
味
わ
る
い
喪
は
M
セ

い
う
．
そ
の
時
荊
が
過
ぎ
て
か
ら
と
思
う

異
に
、
乗
鞍
に
茶
べ
な
い
東
沖
が
ひ
そ
ん

で
い
る
．
芯
苦
り
さ
の
、
奄
約
の
女
打
．

－
（
薮
氏
が
若
卦
に
冷
放
で
あ
る
と
押
野

ナ
る
．
；
さ
き
の
姦
の
苑
甘
「
か
く

心
こ
と
な
も
…
し
（
こ
∧
九
「
）
と
岡
れ
の

内
容
．
毒
「
さ
し
は
、
較
氏
の
「
お
ろ
そ

か
」
な
払
沼
を
さ
す
．
モ
九
セ
「
の
み
こ
そ

l
ま
し
と
嶺
萌
し
、
帝
衆
¢
群
氏
の
畷
心
ほ

必
定
と
推
し
受
る
．
三
郎
零
の
決
患
、

と
い
う
上
り
は
、
理
汝
を
こ
え
た
折
釣
．

ユ
ニ
以
下
、
抵
氏
¢
女
≡
の
官
へ
¢
緑
碍

セ
い
う
．
妄
動
行
に
何
曲
ナ
る
恋
に
と

っ
て
ほ
、
山
蕗
に
ま
つ
わ
る
姑
革
が
礼
拝

な
も
の
に
し
か
思
わ
九
な
い
、
と
†
る
．

女
≡
¢
す
に
対
し
て
、
ま
り
た
く
ぬ
坪
な

首
沸
で
あ
る
．
蒜
宕
の
よ
～
な
無
沙
汰

の
理
由
七
述
べ
、
次
に
兇
カ
い
の
℡
雑
に

転
．
T
も
が
、
い
か
に
も
し
ち
じ
ら
し
い
．

－
双
さ
き
¢
「
昼
つ
ゃ
り
な
ど
ぞ
さ
し
の
ぞ
さ

た
ま
ふ
し
と
と
も
に
、
配
氏
の
珂
心
の
現

わ
れ
．
完
生
き
ろ
男
気
七
取
り
戻
そ
う

としたが、ヤーlウ、の誇．ニセ山

蕗
で
死
ぬ
密
の
評
．
が
遭
い
と
ナ
る
の
ほ
、

当
時
の
琴
た
方
．
天
出
演
○
功
穫
で
梵

愈
を
敬
う
焚
沖
．
支
出
虔
で
花
虫
と
い

う
押
が
、
死
ぬ
鈎
に
出
家
し
た
こ
と
の
功

繚
で
救
わ
れ
る
、
と
ナ
る
．

柏

木

【セ

て
ま
つ
り
た
空
ほ
ず
な
ど
あ
れ
は
、
老
い
し
ら
へ
る
人
な
ど
ほ
、
「
い

■人

で
や
、
お
ろ
そ
か
に
も
お
ほ
し
ま
す
か
な
。
㌫
づ
ら
し
う
さ
し
出
で
た

普
へ
る
卵
あ
り
さ
ま
の
＼
か
l
ま
か
り
ゆ
ゆ
し
き
・
嘗
で
に
お
ほ
し
ま
すー
ー
○

を
L
と
、
う
つ
く
し
み
き
こ
ゆ
れ
は
、
片
耳
に
細
捌
き
た
ま
ひ
て
、
さ
の

み
こ
そ
ほ
思
し
隔
つ
る
こ
と
も
ま
さ
ら
め
、
と
恨
め
し
う
、
わ
が
身
つ

こ

ら
く
て
、
泥
に
も
な
り
な
は
や
の
餌
心
つ
き
ね
。

－
】

火
－
1
－
こ
ハ
ご
・
ヽ

夜
な
ど
も
、
こ
な
た
に
ほ
大
殿
絞
ら
ず
、
最
つ
方
な
ど
ぞ
さ
し
り
ぞ

き
た
ま
ふ
。
封
1
七
「
倣
の
申
の
ほ
か
な
き
を
見
る
せ
ま
に
、
行
く
究
短
う

ー
こ
な

も
の
心
抱
く
て
、
行
ひ
が
ち
に
な
り
に
て
は
ペ
れ
は
、
か
か
る
ほ
ど
の

エ
▲

エ
ー

ら
う
が
ほ
し
き
心
地
す
る
に
よ
り
え
参
り
渡
ね
を
、
い
か
が
、
御
心
地

は
さ
ほ
や
か
に
恩
し
な
り
に
た
り
や
。
心
苦
し
う
こ
そ
L
と
て
、
靭
几

綴
の
そ
ば
よ
り
さ
し
の
ぞ
き
た
ま
へ
り
。
節
ぐ
し
も
た
ぴ
り
た
ま
ひ
て
、

丘
【

三
七

空
音
官
「
な
ほ
、
え
生
き
た
る
ま
じ
き
心
地
な
む
し
ほ
べ
る
を
、
か
か

エ
∧

る
人
ほ
罪
も
爪
か
な
り
。
尼
に
な
り
て
、
も
し
そ
九
に
や
生
き
と
ま
る

な

こ
人

と
抗
み
、
ま
た
亡
く
な
る
と
も
、
罪
を
失
ふ
こ
と
に
も
や
と
な
ん
乃
ひ

で
、
官
は
お
即
き
に
な
る
と
も
な
く
お
耳
に
な
さ

っ
て
、
「
－
ぎ
っ
と
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
こ
丸
か
ら

さ姦のお心糀てもまさっていくことにな

る
の
だ
ろ
う
し
と
、
う
ら
わ
し
く
、
わ
が
身
の
遜

が
つ
ら
く
て
、
い
り
そ
風
に
な
つ
て
し
ま
い
た
い
．

と
い
う
お
食
指
に
な
ら
九
た
．

院
暮
ま
、
攻
な
ど
も
官
の
も
と
で
ほ
お
や
す
み
に

な
ら
な
い
で
、
昼
間
な
ど
に
ち
ょ
つ
と
畝
を
お
出

し
に
な
る
。
「
牧
の
中
の
は
か
な
い
有
様
な
見
知

る
に
つ
け
、
わ
た
し
も
行
く
先
脛
く
な
に
か
と
心

招
い
気
袴
に
な
っ
て
、
仏
前
の
お
勤
め
は
か
り
す

る
ょ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し
た
ぎ
わ
つ

い
た
節
は
、
気
絆
を
か
き
乱
さ
九
る
ヱ
う
に
思
わ

丸
ま
し
て
、
と
て
も
お
伺
い
で
を
ず
に
お
り
ま
す

が
、
い
か
が
で
サ
か
、
ご
気
分
は
さ
わ
や
か
に
お

な
り
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
お
い
た
わ
し
い
こ

と
で
す
し
と
首
っ
て
、
飼
几
依
の
杓
か
ら
、
お
の

ぞ
き
に
な
ら
れ
た
．
お
現
を
お
あ
げ
に
な
っ
て
、

「
や
は
り
も
う
、
と
て
も
放
か
ら
な
い
よ
う
な
究

持
が
い
た
し
普
す
が
、
こ
う
し
た
こ
と
で
死
ぬ
人

は
搾
も
淡
い
と
申
し
ま
す
．
尼
と
な
っ
て
、
も
し

か
し
た
ら
そ
れ
に
上
り
て
命
を
と
り
と
め
ら
九
る

も
の
か
も
し
九
な
い
の
で
供
し
で
み
た
い
と
存
じ

ま
す
し
、
ま
た
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
押
を
な
く

す
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
と
存
じ
て
お
り
ま
す
し
と
、

い
つ
も
の
ご
梯
子
と
く
ら
べ
て
ま
り
た
く
大
人
び

て
申
し
あ
げ
ら
れ
る
の
を
、
r
な
ん
と
い
や
な
、

と
ん
で
も
な
い
和
本
で
す
．
ど
ぅ
し
て
、
そ
れ
ほ

こ
九
一

て
生
色
†
ろ
、
喚
憫
と
軌
℡
．
；
一
驚
が

盈
か
で
長
い
こ
と
に
、
】
暫
く
曳
い
克
典
い

人
生
の
濫
セ
こ
わ
た
．
；
餅
発
し
て
何

食
に
身
セ
ヤ
つ
さ
ね
は
な
ら
ね
こ
と
へ
の

ト
と
お
し
さ
．
ス
甘
の
凶
音
に
弼
食
し

つつも茨けナろ兎持が、生さる象

を
…
の
甘
蒸
と
な
ろ
．
書
き
の
荘
拓
か
ち

悪
政
ナ
ろ
が
、
そ
○
℡
襲
を
支
え
る
円
心

は
投
推
．
－
h
正
敏
七
魚
り
き
っ
た
瀦
の

上
の
粥
．
違
い
か
に
無
常
の
瞥
と
は
い

え
ど
も
、
の
東
持
．
－
ニ
女
三
の
官
セ
あ

え
か
に
鍔
む
他
人
と
し
て
捉
え
な
お
し
、

対
ナ
る
源
氏
の
軌
潜
セ
も
漆
り
て
い
る
．

ニ
ニ
「
掬
さ
士
し
と
ナ
も
辛
が
多
い
．

ヰ
塁
丁
田
鹿
に
誉
の
応
轍
七
現
金
し
、

嚢
¢
癌
鉄
七
沈
街
に
～
け
と
や
ろ
帝
死

の
心
は
、
波
面
セ
と
ぅ
つ
く
ろ
う
い
か
な

る
努
力
も
こ
九
を
庶
い
あ
で
れ
な
い
．
女
三

の
甘
の
披
見
と
怒
れ
は
故
実
的
で
あ
る
．

甘
の
発
心
は
、
始
末
の
花
へ
り
歩
み
と
並

行
し
て
、
そ
れ
し
か
あ
り
え
ぬ
滋
で
あ
っ

た
．
そ
れ
セ
甘
畢
で
は
お
し
と
ど
わ
る
粛
叩

氏
の
お
れ
純
な
内
心
．
】
旬
払
の
適
行
が
鬼
り

短
こ
す
政
界
ほ
ぬ
符
で
あ
る
．

義
魚
雀
昆
の
こ
と
．
蒜
女
王
の
甘
の

出
産
甘
言
す
．
か
夏
空
丁
淡
色
の
捜
せ
を

蚤
的
に
～
け
と
わ
た
の
で
あ
る
．
宍

窪の痢免」モ九がrりみ」とあるだ

け
に
、
院
の
心
氏
七
つ
○
ら
せ
る
．
志

女
王
の
甘
に
対
す
も
心
配
り
た
わ
仏
文
に

概
息
で
き
な
い
．
天
以
下
、
甘
¢
魯
愚

と
心
】
肌
む
叔
“
埼
．
ニ
～
昨
年
窯
の
魚
壌
挟

五
十
の
双
に
、
降
綬
以
兼
は
じ
め
て
村
田

した．r年ごろLは、その富士での

七
年
】
珂
セ
い
さ
．
杏
‖
河
瀬
故
ほ
か
え
っ

て
文
挟
モ
ー
思
し
く
思
う
上
，
に
な
っ
た
．

ぬ

未

な
ん
L
な
ど
附
こ
え
た
ま
ひ
て
、
御
絡
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
。
い
と
い
た
う

†

．
▲

育
み
成
せ
て
、
あ
さ
ま
し
う
は
か
な
げ
に
て
う
ち
駁
し
た
ま
へ
る
科
さ

丘
－

ふ
†
一

ま
、
お
ほ
ど
▲
ぎ
う
つ
く
し
げ
な
れ
は
、
い
み
じ
き
過
ち
あ
り
と
も
、
心

之屯

解
く
ゆ
る
し
つ
ぺ
き
御
あ
り
さ
普
か
な
と
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。

【
五
）
焦
雀
院
、
要

点
し
て
下
山

女

王
の
官
出
庶
ナ
る

山
の
帝
は
、
め
づ
ら
し
き
御
黎
た
ひ
ら
か
な
り
と

エ
l

閃
こ
し
め
し
て
、
あ
は
れ
に
ゆ
か
し
う
恩
ほ
す
に
、

主
汁

か
く
悩
み
た
ま
ふ
よ
し
の
み
あ
九
は
、
い
か
に
も

こ
t
★
こ
▲
q

の
し
た
普
ふ
べ
き
に
か
と
、
和
行
ひ
も
乱
九
て
思
し
け
り
。

－
－
∧

へ

き
は
か
り
弱
り
た
ま
へ
る
人
の
物
を
帥
こ
し
め
さ
で
日
ご
ろ
放
た
ま

芸
人

へ
ば
、
い
と
筋
も
し
げ
た
く
な
り
た
ま
ひ
て
、
年
ご
ろ
見
た
て
空
つ
ら

l
O

ざ
り
し
ほ
ど
よ
り
も
、
毘
の
い
と
恋
し
く
お
ば
え
た
ま
ふ
を
、
女
三
の
官

「
ま
た
も
見
た
て
ま
つ
ら
‥
丁
な
り
ね
る
に
や
L
と
い
た
う
泣
い
た
ま
ふ
。

l
－

か
く
叩
こ
え
た
ま
ふ
さ
ま
、
さ
る
べ
き
人
し
て
伝
へ
来
せ
さ
せ
た
ま
ひ

暮
■
－

け
れ
は
、
い
と
た
へ
が
た
う
悲
し
と
思
し
て
、
あ
る
ま
じ
を
串
と
ほ
思

暮
一

し
め
し
な
が
ら
、
夜
に
隠
れ
て
出
で
さ
せ
た
せ
へ
ク
。

気
挿
を
奴
く
お
持
ち
な
さ
い
ま
し
．
ご
心
配
に
な

ら
れ
る
こ
と
l
土
ご
ざ
い
せ
せ
ん
．
も
う
こ
九
き
り

と
思
わ
九
る
飼
人
で
も
、
快
く
な
っ
た
何
が
近
々

に
あ
る
の
で
す
か
ら
、
や
は
り
性
の
中
は
・
丁
て
た

も
の
で
l
土
あ
り
ま
せ
ん
し
な
ど
と
申
し
あ
げ
ら
九

て
、
御
苑
静
セ
さ
し
あ
げ
ら
九
る
．
ほ
ん
と
に
ひ

ど
く
好
み
授
せ
て
、
い
い
よ
う
も
な
く
射
り
な
げ

な
ご
梯
子
で
臥
し
て
い
ら
っ
し
ヤ
る
お
姿
暮
土
、
お

っ
と
h
′
し
て
か
わ
い
た
っ
し
く
見
え
る
の
で
、
ど
ん

な
に
ひ
ど
い
過
ち
が
あ
っ
た
に
せ
上
、
気
が
粥
く

な
っ
て
押
し
て
あ
げ
た
く
な
る
上
う
な
ご
夙
】
附
で

あ
る
、
と
挿
さ
九
る
の
で
あ
る
．

〓
〓
山
の
帝
は
、
初
め
て
の
ご
出
産
が
平
安
に
お

す
み
に
な
っ
た
と
お
的
き
あ
そ
ば
さ
れ
て
、
し
み

じ
み
と
心
か
ら
お
金
い
に
な
り
た
く
お
ぼ
し
め
す

が
、
こ
う
し
て
ず
っ
と
お
店
い
に
な
っ
て
い
ら
り

し
†
る
と
い
う
お
報
せ
は
か
り
あ
る
の
で
、
「
ど

う
お
な
り
に
な
ら
九
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
仏
の

お
勤
め
も
乱
れ
て
ご
心
配
あ
そ
ば
す
．

あ
九
ほ
ど
に
お
粥
り
に
な
ら
れ
た
お
方
が
、
何

も
召
し
あ
が
ら
な
い
で
何
日
も
お
過
ご
し
に
な
っ

た
の
で
、
ま
っ
た
く
茨
粥
し
て
お
し
ま
い
に
な
っ

て
、
こ
れ
せ
で
の
長
年
お
8
に
か
か
ら
な
か
？
た

何
よ
り
も
、
段
が
と
て
も
恋
し
ま
思
わ
九
な
さ
る

の
で
、
「
も
う
〓
鑑
と
お
8
に
か
か
九
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
し
と
ひ
ど
く
お
泣
き
に
な

る
．
り
の
エ
う
に
申
し
あ
げ
ち
れ
る
帯
紙
岬
を
、
し

か
る
べ
▲
曹
人
か
一
り
搭
に
申
し
あ
“
げ
暮
せ
ら
九
た
の

こ
九
三



常
氏
独
演

彗
「
め
．
く
L
ほ
、
上
わ
「
士
た
も
…
な
り
ね

る
に
ヤ
」
の
内
せ
セ
き
す
ヤ】
挽
に
は

出窯の蚤とも．r放こえたまふ」は、セ
ニ
l
石
官
が
煎
氏
に
．
王
政
閑
七
放
て

て
出
貧
し
た
黎
が
、
内
攻
へ
の
執
着
か
ら

俗
界
に
出
て
く
る
こ
と
セ
r
あ
る
ま
じ
さ

事
J
と
ナ
る
．
里
人
8
セ
河
り
て
．
r
瞥

に
L
と
ナ
る
放
ヰ
方
も
あ
も
．
【
再
審
抽
に

は
、
彗
n
八
年
九
月
こ
十
∧
8
、
☆
T
蔑

見
が
痢
臥
¢
汲
輔
実
及
七
穿
い
加
持
セ

し
た
と
あ
も
「
挙
防
王
妃
」
¢
た
事
七
細
け

捜
払
と
ふ
る
．

ー煎巧

三
浪
七
思
う
院
の
気
絆
に
い

士
さ
ら
の
ご
と
く
丼
き
な
が
ら
も
、
密
通

帯
締
の
不
苓
七
慾
ケ
の
で
あ
る
．
茨
r
な

ほ
L
に
、
蔓
を
放
て
エ
う
と
し
て
放
て

さ
れ
ぬ
女
絆
セ
こ
め
る
．
抄
r
士
ど
ひ
し

l
‡
、
次
の
引
歌
の
薮
現
と
ひ
び
き
あ
う
．

苅
r
人
の
政
の
心
ほ
随
に
あ
ち
わ
ど
も
千

を
盟
ふ
故
に
ま
ど
ひ
虫
も
か
な
」
（
級
蜘
・

必
－
捗
原
嫌
樹
）
．
ハ
寺
を
の
r
薄
行

ひも乱九て易しけりしに葛

～立

茂
に
反
し
て
、
千
で
あ
も
塞
こ
の
甘
が
混

の
成
上
サ
も
欠
紅
花
ね
こ
と
に
な
り
た
ら
．

の
忠
．
（
鼓
笛
挟
も
女
三
〃
官
も
、
食

わ
ナ
に
光
罰
し
た
こ
と
を
蝮
み
、
そ
の
葵

玖
は
永
劫
に
拭
く
で
あ
ち
う
、
と
ナ
る
．

れさきの「あるまじ主よー土・三Lに呼

応
．
岩
出
文
よ
い
う
点
で
内
な
る
．
〓

人
側
ら
し
書
と
甘
な
が
ら
の
鮮
か
し
暮
七

慈
ず
る
．
1
ニ
人
8
セ
整
り
る
ペ
く
、
血

液
な
淡
い
で
あ
り
た
．
；
放
免
ら
し
か

ら
ぬ
衣
装
で
、
－
奴
の
対
仏
と
申
し
く
必

染
¢
溌
を
土
と
っ
て
い
ち
．
；
奴
折
か

ら
出
茨
七
切
放
す
る
薮
氏
だ
か
ら
で
あ
ろ

†
I
t
●
－

か
ね
て
さ
る
軸
内
息
も
な
く
て
、
に
は
か
に
、
か
く
、
按
り
お
は
し

■ム
▲
じ

主

ま
い
た
れ
は
、
主
の
昆
許
さ
か
し
こ
皇
り
き
し
え
た
せ
ふ
。
芸
当
世

▲

一

の
中
宮
か
へ
り
見
す
ま
じ
う
思
ひ
は
べ
り
し
か
く
な
ほ
、
ま
ど
ひ

■

†▲

と
一
年

け

さ
め
が
た
き
も
の
ほ
こ
の
旛
り
切
に
な
ん
ほ
ペ
ゥ
け
九
は
、
行
ひ
も
槻

だい

㍗

号．

点
し
て
、
も
し
竣
れ
党
だ
つ
逆
の
巡
援
の
ま
ま
た
ら
で
別
れ
な
は
、
や

人

▲

が
て
こ
の
鮫
み
も
や
か
た
み
に
残
ら
む
と
あ
ぢ
き
な
さ
に
、
こ
の
世
の

亡

＼

←た

鞍
り
を
は
知
ら
で
、
か
く
も
の
し
は
ペ
ろ
」
と
邦
こ
え
た
ま
ふ
。
御
容

－○

、
と
ょ

〓

；

蚊
典
に
て
も
、
な
ま
め
か
し
う
な
つ
か
し
き
さ
ま
に
う
ち
忍
び
や
つ
れ

；

几
一
∫
く

†
▲
ぞ
●

た
普
ひ
て
、
う
ろ
は
し
き
鞠
法
恩
な
ら
ず
、
盈
染
の
解
妥
あ
ら
ま
は
し

－
一

ぅ
き
ょ
ら
な
る
も
、
う
ら
や
ま
し
く
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
例
の
、

；

；

ま
づ
茨
汚
し
た
ま
ふ
。
内
項
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ふ
解
さ
ま
、
こ
と
な
る
御

l一

噛
み
に
も
は
ペ
ら
ず
、
た
だ
月
ご
ろ
銘
り
た
ま
へ
る
鞠
あ
り
さ
ま
に
、

は
か
ば
か
し
う
物
な
ど
も
ま
ぁ
ら
ね
つ
も
り
に
や
、
か
く
も
の
し
た
ま

ふ
に
こ
そ
L
な
ど
閃
こ
え
た
ま
ふ
。

選
「
爪
た
ほ
ら
い
た
き
御
座
な
れ
ど
も
L
と
て
、
勧
換
り
前
に
、
衡

’
土
し

；

ニ
九
四

で
、
挟
は
ま
？
た
く
こ
ら
え
き
九
な
い
紐
ど
讃
し

い
お
免
持
に
な
ら
れ
て
、
山
東
の
中
身
に
あ
る
ま

じ
き
こ
と
と
は
お
ぼ
し
め
し
な
が
ら
、
攻
の
関
に

紛
九
て
山
を
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
た
．

帝
も
っ
て
こ
う
と
お
便
り
も
な
く
て
、
急
に
、

こ
の
エ
う
に
お
越
し
に
な
ち
九
た
の
で
・
封
が
掟

－
ま
斉
い
て
恋
路
申
し
あ
げ
ら
れ
る
．
〇
し
の
硲
性

の
こ
と
は
心
に
か
止
り
ま
い
と
懸
り
て
お
り
ま
し
た

イ
▲
●
’

の
で
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
例
解
せ
捨
て
き

九
な
い
の
は
、
予
を
想
う
立
の
牌
と
い
う
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
勤
行
も
怠
り
が
ち
で
、
も
し

も
双
子
の
巌
庁
ど
お
り
に
な
ら
な
い
で
、
技
の
督

が
免
だ
っ
て
飼
九
る
と
い
う
こ
と
に
な
九
は
、
そ

の
士
ま
こ
の
慎
み
も
お
互
い
に
洩
ろ
う
か
と
思
う

と
、
そ
九
が
情
け
な
く
て
、
牧
の
人
か
ら
井
樫
を

ぅ
け
る
の
も
か
ま
わ
ず
、
こ
の
よ
う
に
や
っ
て
ま

い
ゥ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
L
と
申
し
あ
げ
ら
九

る
．
塊
頂
－
ま
僧
形
で
あ
り
な
が
ら
、
鍾
放
に
や
暮

し
い
丸
竹
で
、
8
だ
た
ね
よ
～
身
な
り
を
や
つ
し

て
い
ら
っ
し
†
つ
て
、
ち
†
ん
と
し
た
御
狂
風
で

ほ
な
く
、
あ
染
の
お
安
の
申
し
ぷ
ん
な
い
と
思
わ

九
る
托
ど
気
品
蒔
く
爽
し
く
お
見
え
に
な
る
の
も
．

ぅ
ら
や
ま
し
い
お
東
沖
で
辞
書
九
る
．
例
の
こ
と

な
が
ら
せ
ず
茨
せ
放
さ
れ
る
．
【
放
っ
て
い
ら
っ

し
†
る
ご
琴
愚
ほ
、
格
飼
に
ど
う
と
い
う
ご
飼
気

な
の
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
．
た
だ
り
の
鍵
月
も
の

間
お
浴
り
に
な
っ
て
い
ら
り
し
ヤ
る
ご
操
子
で
あ

る
と
こ
ろ
へ
、
さ
り
は
り
お
食
鞍
な
と
も
屯
し
あ

ウ】l】蹄焚

蔽
氏
勧
誘

の
官
の
切
実
な
尭
心
と
み
て
い
る
・
豊

甘
の
市
河
七
耳
か
わ
て
ー
そ
の
血
圧
セ
考

ぇ
よ
，
と
ナ
る
．
荘
「
出
賓
の
功
穫
、

扶
皆
の
た
ナ
け
と
成
ベ
ー
赦
し
（
喚
江
入
琴

三
党
故
実
梗
枚
）
．
霊
妙
の
唖
ゆ
え
○
、

】
呼
的
な
発
心
か
も
し
九
な
い
と
†
る
・

ー
r
か
か
る
方
に
し
と
す
る
本
が
多
い
・
－
一

r
な
も
」
－
1
昏
何
の
濃
．
捻
何
に
あ
り
が
ち

な
こ
と
と
し
て
、
】
奴
化
L
た
甘
い
溌
「

花
森
氏
ほ
内
心
で
■
1
真
二
の
甘
の
也
常
に

河
鹿
も
し
た
（
こ
九
〓
【
J
が
、
魚
祝
し
つ

つ
け
て
き
た
ょ
す
き
ー
こ
で
の
穿
の
粥

に
は
、
朱
雀
掟
へ
の
慾
慈
が
ひ
そ
む
．
q

た
と
え
他
の
佳
が
す
わ
せ
て
い
ろ
出
資
ク

煮
立
だ
か
ら
と
て
、
そ
九
に
同
文
し
て
居

い
こ
と
は
な
か
ろ
う
、
と
蔽
托
の
喜
セ

お
し
返
す
．
及
留
民
は
、
奮
こ
の
官
の
可

成
を
、
父
放
と
し
て
せ
つ
な
く
う
け
と
ろ

て
い
る
．
求
女
三
の
官
の
万
が
一
の
花

を
申
念
し
て
い
う
．
｛
弊
埼
と
の
符
措

か
ら
心
中
叔
逮
に
転
じ
て
、
以
下
、
取
成

へ
の
不
斡
む
思
う
．
「
軸
心
の
や
”
亡
r
野

心
の
中
に
ほ
L
と
ナ
ろ
束
も
あ
る
．
セ
好

虎
が
魚
飯
琵
¢
故
前
七
映
托
し
て
害
毒

甘
七
特
撮
寄
せ
た
こ
よ
．
1
苛
深
上
冨
】
・

（
甘
に
対
ナ
ろ
苑
氏
の
鎌
崎
な
扱
い
方
・

今
－
ま
じ
わ
て
知
っ
た
の
ヤ
ほ
な
く
、
後
に

r年ごろしとあり、穿り懇七介して官
の
九
確
か
招
じ
ら
九
て
さ
た
の
で
あ
ろ

ぅ
．
1
有
罪
丁
冨
】
．
九
姦
ひ
う
む
」

（
藷
く
蚊
み
に
思
ぇ
の
呼
救
溌
喝

；

煎
咤
と
女
三
¢
甘
り
乗
梯
綽
を
拇
わ
て
い

る
東
沖
か
ら
、
ど
～
せ
腰
九
る
な
ら
ば
今

¢
教
会
に
出
許
さ
せ
も
の
が
改
良
¢
熊
と

考
え
る
．
〓
「
何
か
ー
土
L
代
決
琶
さ

の
人
の
心
た
ぷ
ろ
か
し
て
、
か
か
る
万
に
て
す
す
む
る
ヤ
う
も
ほ
ペ

壬

l

な
る
な
と
て
、
叩
き
も
入
れ
は
べ
ら
ね
な
り
L
と
叩
こ
え
た
ま
ふ
。

●

条
葛
銚
の
釘
の
郎
㌻
も
、
そ
れ
に
負
け
ね
と
て
、
あ
し
か
る
べ
き

こ
と
な
ら
ば
こ
そ
締
ら
め
、
弱
り
に
た
る
人
の
、
限
り
と
て
も
の
し
た

▲

〃
ゝ
－
い

せ
は
ん
こ
と
を
脚
き
過
ぐ
さ
む
は
、
抜
の
償
心
苦
し
う
や
」
と
の
た

ま
ふ
。

｛

慧
の
郎
、
「
㌢
な
う
う
し
ろ
や
す
く
響
ソ
お
き
し
御
警
璧
り

∧

と
り
た
せ
ひ
て
、
さ
し
も
心
ざ
し
深
か
ら
ず
、
わ
が
恩
ふ
や
う
に
は
あ

人

ら
ね
紛
気
色
考
囁
に
ふ
九
つ
つ
、
年
ご
ろ
響
こ
め
し
思
し
っ
め
け

る
こ
と
、
色
に
出
で
て
恨
み
き
こ
え
た
普
ふ
ペ
き
に
も
あ
ら
わ
ば
、
世－○

の
人
の
恩
ひ
雷
ふ
ら
ん
と
こ
ろ
も
ロ
侍
し
う
思
し
わ
た
る
に
、
か
か
る

ー

；

嘗
り
に
も
て
挺
九
な
ん
も
、
紅
か
ほ
、
人
わ
ら
へ
に
世
を
恨
み
た
る
け

ー
▲

し
き
な
ら
で
、
さ
も
あ
ら
ぎ
ら
ん
。
お
ほ
か
た
の
後
見
に
は
、
な
ほ
折
ま

九
ね
ペ
き
掬
お
き
て
な
る
を
、
た
だ
預
け
お
き
た
て
せ
つ
り
し
し
る
し

；

詣

芸

－；・一三

に
は
腰
ひ
な
し
て
、
柑
げ
に
好
く
さ
普
に
ほ
あ
ら
ず
と
も
、
卵
勉
分
に
、

ニ
九
六

ナ
が
、
こ
九
で
幼
か
り
そ
う
も
な
い
と
い
う
容
必

と
い
り
拘
で
あ
九
ば
、
わ
ず
か
〕
，
桝
の
珂
で
も
ー

そ
の
功
稔
が
あ
る
よ
う
に
し
て
や
り
た
い
と
存
じ

ま
す
L
と
申
せ
ら
九
る
の
で
、
「
こ
の
何
8
か
、

そ
の
よ
う
に
お
っ
し
ヤ
る
の
で
ナ
が
、
物
の
伍
な

ど
が
人
の
心
を
迷
わ
し
て
、
こ
う
い
う
考
え
を
起

こ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
と

申
し
て
取
り
あ
げ
も
し
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
士

す
」
と
申
し
あ
げ
ら
れ
る
．
「
物
の
怪
の
勧
め
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
負
け
た
か
ら
と
い
っ
て
渇
い

と
書
？
て
い
る
こ
と
な
ら
l
ゞ
、
暮
し
扱
え
も
し

せ
し
ょ
う
が
、
弔
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
も
う
こ
九

き
り
と
懸
っ
て
取
っ
て
い
ら
り
し
†
る
こ
と
を
和

姦してしまうのでは、抜になってから好

・
や
ま
九
、
つ
ら
い
思
い
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
し
と
お
っ
し
†
る
．

お
心
の
う
ち
で
は
、
「
こ
の
う
え
も
な
く
安
心

に
思
っ
て
任
せ
た
宮
の
お
世
括
を
ご
床
店
に
な
っ

て
お
き
な
が
ら
、
そ
九
枚
ど
た
い
し
て
愉
究
セ
そ

そ
ぐ
で
ほ
な
く
、
自
分
が
最
初
苅
持
し
た
よ
う
で

ほ
な
い
ご
様
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
何
か
の

折
に
ふ
九
て
、
年
来
お
耳
に
い
九
て
心
を
妬
め
て

お
ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
我
に
出
し
て
お
較
み

榊
凱
悶
㌶
椚
絹
m
㍑
帥
咋
鮎
細
り

と
と
お
思
い
つ
づ
け
に
な
ら
れ
て
、
こ
う
し
た
焼

金
に
こ
の
世
を
頼
れ
ろ
の
も
、
も
の
焚
い
に
な
る

ょ
う
な
兵
姶
謝
儀
を
悦
ん
で
の
出
家
と
い
う
ふ
う

資澱13

24

う
．
冨
甘
舞
上
り
も
さ
女
、
た
扱
が
こ
ば

九
ろ
．
【
【
出
産
に
萩
野
す
ろ
桝
匁
以
外

の
何
も
の
で
も
な
い
．
；
出
盛
掛
牧
の

独
仏
か
月
．
【
（
以
下
、
免
の
煮
坊
に
愁
ね

し
た
載
筏
¢
、
丁
亙
な
地
産
「
；
女
≡

の
官
と
河
西
幸
せ
る
ペ
く
、
そ
の
御
蟻
の

】
粥
に
招
じ
た
．
毒
率
換
金
か
ら
枚
数
の

上
に
お
ろ
す
．
r
粍
」
1
看
守
こ
－
四
川
．

抜
蒜
．
≡
夜
通
し
加
持
祈
帝
ナ
ろ
御
仏
．

舟
衣
セ
ま
と
っ
で
析
人
の
凄
に
近
擁
し

た
由
分
セ
こ
の
上
う
に
℡
っ
た
．
王
姿

は
僧
侶
の
よ
う
で
も
、
そ
¢
釆
、
功
領
も

喫
ま
ザ
独
力
も
な
い
自
分
セ
ム
る
こ
と
を

甘
ク
．
孟
御
感
で
一
丈
な
く
、
－
触
の
父

放
と
し
て
女
三
の
官
に
対
す
る
克
枠
で
あ

る
．
毒
「
も
」
に
江
庶
．
娩
を
患
う
父
艮

¢
丼
実
に
壊
し
て
、
曾
り
心
に
も
悲
し
み

が
こ
み
あ
げ
て
く
る
．
長
瀬
氏
へ
の
甘

琴
な
ほ
、
え
生
き
た
ろ
ま
じ
き
心
地
・
⊥

（二九－HJと何様、馨ちれぬ先好

か
ら
出
繁
々
潔
坊
ナ
る
．
荒
技
血
○
父

】
抗
を
厨
付
と
し
て
耳
か
九
る
〃
セ
政
見
と

山
写
え
、
▲
T
ロ
が
出
家
の
絶
好
の
墳
食
と
思

う
．
ニ
セ
挽
は
、
甜
の
立
場
か
ら
ほ
女
≡

の
甘
の
出
ま
○
倉
見
七
枚
持
せ
ぎ
る
セ
え

な
い
．
天
助
述
七
逮
汝
で
う
け
上
め
、

死
身
と
l
王
政
わ
d
i
た
い
と
し
て
、
父
執
り

立
葡
か
ら
出
資
を
お
し
と
ど
め
る
し
界
狩
セ

こ
ゆ
る
．
三
h
「
あ
り
ね
ペ
き
…
河
り
ぬ

べ
き
な
ど
L
ほ
、
安
来
＊
・
切
払
束
で
は

「
あ
り
虫
ペ
き
な
ど
ヽ
大
血
斉
で
ほ
「
あ

り
ね
ペ
き
な
ん
ど
し
と
あ
る
．
そ
れ
以
外

は
採
用
太
文
に
近
い
妙
セ
と
サ
て
い
ろ
．

】
魯
‡
き
の
「
蕃
ナ
が
に
J
と
も
呼
応
し
て
、

出女0拝巧セためら嘉セくり仙滋

ナ
．
聖
教
氏
．
空
r
迭
み
L
で
、
女
≡

細

大

し
と
輸

砺
ま
ゐ
り
て
入
れ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
宮
を
も
、
と
か
タ
人
々
つ
く

ろ
ひ
き
こ
え
て
、
㌘
㌘
お
ろ
し
た
て
三
る
。
莞
苧
こ
し
押

息
－

し
や
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
釜
嘩
針
針
の
㍍
鮮
の
個
な
ど
の
心
地
す
れ
ど
、

ま
ー
一
吋
ん

ま
だ
執
つ
く
ば
か
り
の
行
ひ
に
も
あ
ら
ゎ
は
か
た
ほ
ら
い
た
け
れ
ど
、

二
l

た
だ
、
お
ば
つ
か
な
く
お
ば
え
た
ま
ふ
ら
ん
さ
ま
を
、
さ
な
が
ら
見
た

り
｝
、

、；

ま
ふ
べ
き
な
り
」
と
て
、
御
8
お
し
拭
ほ
せ
た
蜜
ふ
。
富
も
、
い
と
弱

岬l

げ
に
泣
い
た
ま
ひ
て
、
蔓
£
ハ
「
生
く
べ
う
も
お
ば
え
は
べ
ら
ね
を
、

瓦
【

か
く
お
ほ
し
ま
い
た
る
つ
い
で
に
、
児
に
な
さ
せ
た
ま
ひ
て
よ
」
と
即

■
－
t
た
▲
上

こ
え
た
ま
ふ
。
粂
簡
喝
さ
る
御
村
野
あ
ら
ば
、
い
と
埠
き
」
と
な
る
を
、

ニ
ヘ

さ
す
が
に
取
ら
ぬ
命
の
ほ
ど
に
て
、
行
く
末
退
き
人
ほ
、
か
へ
り
て
都

モし

三
人

の
乱
れ
あ
り
、
世
の
人
に
取
ら
る
る
や
う
あ
り
ね
ペ
き
こ
と
に
な
ん
、

吉

技小

川
「
ど

な
は
埼
り
ね
ペ
き
L
な
ど
り
た
ま
ほ
せ
て
、
大
助
の
野
に
、
ゑ
輔
ぷ
「
か
く

さー

：

か
た
モ
■

な
ん
進
み
の
た
ま
ふ
を
、
今
は
限
り
の
さ
ま
な
ら
ば
、
片
時
の
ほ
ど
に

一
－

て
も
、
そ
の
助
け
あ
る
べ
き
さ
ま
に
て
、
と
な
ん
忠
ひ
た
ま
ふ
る
L
と

l
l

の
た
ま
へ
ば
、
常
男
日
ご
ろ
も
か
く
な
ん
の
た
ま
へ
く
肘
即
な
ん
ど が
ら
な
い
こ
と
が
挽
い
た
た
わ
「
し
ょ
う
か
、
こ

の
よ
う
に
お
な
り
に
な
り
ま
し
た
の
で
す
し
な
ど

と
申
し
あ
げ
ら
九
る
．

「
お
恥
ず
か
し
い
お
舟
で
－
ま
ご
ざ
い
ま
ナ
が
し
と

▲
ヽ
▲
l
ガ
ト

す
っ
て
、
斡
換
台
の
前
に
衝
祈
を
と
と
の
え
て
ご

茶
内
申
し
あ
げ
ら
れ
る
．
宮
な
も
、
あ
九
こ
九
と

女
帝
た
ち
が
身
づ
く
ろ
い
を
お
さ
せ
申
し
て
、
陶

披
☆
の
下
に
お
ろ
し
て
さ
し
あ
げ
る
．
鞠
几
械
七

少
し
押
し
の
け
ら
れ
て
、
「
町
昏
の
加
持
の
僧
な

ど
り
ょ
う
な
怒
じ
が
し
ま
す
け
九
ど
も
．
ま
だ
効

放
の
現
わ
れ
る
は
ど
の
塔
行
も
し
て
い
な
い
の
で
、

見
苦
し
い
の
で
ナ
が
、
た
だ
あ
な
た
が
食
い
た
が

っ
て
お
い
で
に
な
る
わ
た
し
り
黎
を
、
長
の
あ
た

り
よ
く
ご
ら
ん
に
な
る
が
ユ
い
J
と
お
っ
し
ヤ
つ

て
、
如
月
を
お
拭
い
に
な
ら
れ
る
．
官
も
、
ほ
ん

と
に
力
な
げ
に
お
鼓
、
ぎ
に
な
り
て
、
「
生
き
ら
九

そ
う
に
も
思
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う
し
て
お
也

し
あ
そ
ば
さ
九
た
瞭
愈
に
、
敷
か
鹿
に
さ
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
し
と
申
し
あ
げ
ら
九
る
。
r
そ
り
よ

う
な
ご
米
食
が
あ
る
の
な
ら
ま
こ
と
に
ル
坤
い
こ
と

で
す
が
、
や
は
ク
、
弘
み
が
な
い
と
き
ま
？
て
い

る
わ
け
で
ほ
な
い
野
合
な
の
だ
し
、
こ
九
か
ら
さ

き
人
生
の
長
い
人
ほ
、
か
え
っ
て
扱
か
ら
箇
倒
な

こ
と
が
曳
こ
っ
て
、
世
の
人
の
搾
灘
を
う
け
る
上

ぅ
な
こ
と
が
あ
り
が
ち
な
の
で
す
か
ら
、
ま
あ
お

ぇ
合
わ
せ
に
な
る
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
J

な
ど
と
お
っ
し
†
ら
れ
て
．
大
教
の
℡
ト
に
、
r
こ

の
エ
う
に
ご
自
分
か
ら
包
ん
で
お
っ
し
ヤ
る
の
で

こ
丸
正

も
あ
ら
ぎ
ち
ん
J
に
か
か
る
．
≡
「
よ
の

っ
ね
り
特
出
欝
な
ど
L
捻
ひ
て
ほ
汲
へ
追

抜
め
か
ん
析
外
巧
い
か
ゞ
な
る
に
、
よ
き

呼
野
と
お
ば
す
な
り
し
（
岐
正
人
梵
Y
．
言

責
府
浄
書
柄
り
た
出
茨
級
も
、
煎
氏
ほ
☆

三
の
甘
の
8
甫
の
食
括
は
み
て
く
れ
る
だ

ろ
う
、
の
予
尉
．
；
「
忍
ひ
な
す
し
は
、

自
ら
セ
加
給
さ
せ
ろ
免
」
秤
．
好
氏
の
こ
れ

か
ら
の
披
見
七
考
え
る
こ
と
虹
よ
っ
て
、

今
ま
で
珂
け
が
い
が
あ
っ
た
と
、
し
い
て

思
い
こ
も
う
と
ナ
ろ
．
言
出
寮
し
て
佳

士
い
セ
典
に
し
て
t
t
穀
氏
の
技
略
に
面
当

て
が
ま
し
く
も
あ
ろ
が
、
塀
東
ゆ
え
り
出

家
と
あ
ら
は
、
そ
，
も
受
け
と
ぢ
丸
ま
い
、

と
ナ
ろ
羽
斬
ポ
カ
る
．
；
父
飼
整
拭
か

ら
の
駄
句
と
し
て
．
出
家
挟
も
そ
の
ま
ま

故
圧
し
て
い
た
か
．
≡
魚
り
必
で
あ
る
．

；
「
思
ひ
と
も
L
の
な
攻
薮
浸
「
思
成
分

別
の
果
て
に
屑
び
と
ら
九
た
必
姶
で
あ
る
．

≡
（
女
王
の
甘
の
r
…
か
く
お
ほ
し
ま
い
た

ろ
つ
い
で
に
、
・
・
」
≡
九
瓦
”
J
に
馬
で

る
東
持
．
－
几
変
改
．
1
音
響
－
ニ
ニ
こ

り
．
義
女
王
の
甘
と
自
分
が
と
も
に
仏

故
に
抵
は
九
る
と
い
う
費
感
さ
え
あ
ろ

ぅ
．
≡
煎
筏
．
蓋
不
軌
密
議
有
終
．

モ
九
ゆ
え
に
室
こ
の
甘
の
出
家
七
良
萩
と

も
腰
り
た
が
、
こ
こ
で
¢
に
わ
か
な
決
定

に
虎
穴
は
娘
夙
ナ
ろ
．
責
甘
へ
¢
究
蝶

と
不
鞠
専
が
ほ
ね
返
っ
て
く
ろ
．
轟
音

の
1
．
る
再
扱
の
杓
に
．
以
下
、
煎
氏
が
免

髄
既
に
対
し
て
で
な
く
、
も
ウ
ば
ら
嘗
に

℡
い
カ
．
け
る
点
に
抜
窓
．
甘
へ
の
甘
桑
に

托
へ
¢
魯
恵
も
こ
も
っ
て
い
る
．
差
さ

・
ぎ
に
反
対
し
た
と
き
の
「
な
ほ
、
敬
く
思

し
な
九
」
【
こ
九
こ
て
）
に
叔
封
．
－
宗
ま

す
は
舟
件
の
屈
托
が
畏
で
、
出
家
は
そ

拍

未

つ
く
ろ

広
く
お
も
し
ろ
き
宮
脇
ほ
り
た
ま
へ
る
を
籍
ひ
て
睦
ま
せ
た
て
ま
つ
ら

ん
。
わ
が
お
は
し
せ
す
故
に
、
さ
る
方
に
て
も
、
う
し
ろ
め
た
か
ら
サ

ー
一
之
と

附
き
お
き
、
せ
た
、
か
の
大
殿
も
、
さ
雷
ふ
と
も
、
い
と
お
ろ
か
に
ほ－
一

よ
も
恩
ひ
放
ち
た
ま
ほ
じ
。
そ
の
心
ば
へ
を
も
見
ほ
て
ん
」
と
思
ほ
し

；

－
人

と
り
で
、
魚
博
学
さ
ら
ば
、
か
く
も
の
し
た
る
つ
い
で
に
、
忌
む
こ
と

古○

州
ち
▲
、
ん

受
け
た
せ
ほ
ん
セ
だ
に
総
繰
に
せ
ん
か
し
し
と
の
た
ま
ほ
す
。

ニ

ー
ゝ
、
r

エ
名

大
殿
の
野
、
う
し
と
思
ナ
方
も
忘
九
て
、
こ
ほ
い
か
な
る
ペ
き
こ
と

ま
▲

〓
＿

ぞ
と
悲
し
く
ロ
晒
し
け
れ
は
、
え
た
へ
た
空
ほ
ず
、
内
に
入
り
て
、

煎
畢
な
ど
か
、
い
く
は
く
も
ほ
ペ
る
普
じ
き
身
を
ふ
り
発
て
て
、
か
う

こ
t

ほ
思
し
な
り
に
け
る
。
な
ほ
、
し
ば
し
心
を
辞
め
た
せ
ひ
て
、
靭
沿
ま

芝
へ

ゐ
り
、
幼
な
ど
を
も
即
・
こ
わ
せ
。
噂
き
し
と
な
り
と
も
、
御
身
弱
う

て
ほ
行
ひ
も
し
た
ま
ひ
て
ん
や
。
か
つ
ほ
つ
く
ろ
ひ
た
ま
ひ
て
こ
そ
」

－
－
ヽ

わ
し
L
ワ

と
拭
こ
え
た
ま
へ
ど
、
研
ふ
り
て
、
い
と
つ
ら
う
の
た
ま
ふ
、
と
思
し

た
り
。
溺
れ
な
く
て
、
蚊
め
し
と
思
す
こ
と
も
あ
り
け
る
に
や
、
と
農

法人

た
て
せ
つ
り
た
ま
ふ
に
、
い
と
ほ
し
う
あ
は
九
な
り
。

に
ほ
争
ぇ
な
い
り
で
あ
っ
た
ら
、
ど
～
し
て
そ
九

も
ぁ
る
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
．
一
と
お
り
の
披
見

と
し
て
は
、
や
ほ
り
こ
丸
か
ら
も
餌
り
に
な
九
そ

ぅ
な
ご
銀
子
な
り
だ
か
ら
、
た
だ
そ
り
こ
と
を
お

預
け
申
し
て
お
い
た
か
い
が
あ
？
た
と
思
う
こ
と

と
し
て
、
あ
て
つ
け
が
ま
し
く
そ
む
く
と
い
う
鋳

で
1
1
な
い
よ
う
に
し
て
で
も
、
靭
形
見
分
け
に
広

く
腰
の
あ
る
お
邸
を
搾
取
し
て
い
る
の
に
事
入
九

を
し
て
、
あ
そ
り
に
お
住
き
い
に
な
る
ょ
う
に
し

て
さ
し
あ
げ
よ
う
．
自
分
が
こ
の
世
に
生
き
て
い

る
問
に
、
屠
り
生
活
で
ほ
あ
っ
て
も
、
気
が
か
り

の
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
し
、
ま
た
こ
の
大

粒
に
し
て
も
、
そ
う
暮
土
い
っ
て
も
ま
っ
た
く
挿
脚

に
ほ
せ
さ
か
お
魚
絶
て
に
な
る
こ
と
ほ
あ
る
ま
い
．

そ
の
お
心
待
ち
を
も
兇
と
ど
け
る
こ
と
に
し
よ

ぅ
」
と
お
考
え
を
お
決
め
に
な
ら
れ
て
、
「
そ
れ

で
は
、
こ
う
し
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
放
愈
に

せ
め
て
奴
な
り
と
お
受
け
に
な
ら
れ
て
、
仏
と
の

ご
放
を
抵
ぶ
こ
と
に
い
た
し
ま
し
上
う
J
と
仰
せ

ら
れ
る
。

大
赦
の
惣
は
、
細
く
お
思
い
に
な
る
お
気
持
も

忘
れ
て
、
こ
九
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
と
、

悲
し
く
も
残
念
に
も
思
わ
九
る
の
で
、
と
て
も
こ

ら
え
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
ず
、
御
几
鮫
の
内

に
は
い
り
て
、
「
ど
う
い
う
わ
け
で
、
こ
の
余
生

い
く
ば
く
も
あ
ク
ま
せ
ぬ
わ
た
し
を
般
り
始
て
て
、

こうしたお霧になら九たのですか．や暮上り
、
も
う
し
ば
ら
く
気
持
を
落
ち
着
け
な
寺
っ
て
、

ニ
九
七



澱

氏

物

滴

丸
か
ら
で
も
お
そ
く
は
な
い
、
と
†
る
．

ニ
ー
r
取
¢
申
始
ふ
こ
と
セ
う
け
蛤
ほ
ね
な

ク
．
縫
句
あ
し
く
の
拾
と
少
ば
†
せ
し
（
峡

江
入
党
〉
．
天
r
室
三
富
の
つ
九
な
さ
ヤ

ク
に
て
、
煎
氏
女
心
に
攻
拙
ふ
心
あ
ろ

也
し
（
弊
花
抄
）
．
文
官
へ
の
不
憫
さ
．

】
薮
攻
ほ
内
心
で
ほ
か
エ
ニ
○
官
の
氾
繋
が

Å
罷
と
思
う
だ
け
に
丹
花
す
る
．
三
も

と
も
し
㌔
故
に
仔
九
て
」
り
和
傘
で
為
り
た
．

波
田
政
一
．
ら
官
比
率
仕
し
て
い
る
顔
挿
所

持
の
佃
．
一
晩
が
文
政
の
た
わ
り
赫
七

選
ん
で
、
甘
の
鮫
中
に
招
き
入
九
る
．
エ

上
の
「
靭
糞
ぉ
ろ
さ
せ
た
ま
ふ
J
セ
、
あ
ち

た
め
て
抱
述
†
ろ
．
【
事
▲
で
の
「
近
し
く

口
惜
し
し
r
い
と
は
し
う
ゎ
は
九
し
の
東
沖

が
き
ぁ
ま
る
．
一
r
か
く
て
も
し
t
t
、
r
こ

の
牡
に
1
1
か
ひ
な
き
や
う
に
し
を
う
け
て
、

せ
や
て
拙
者
生
妨
で
は
平
常
ウ
8
一
七
適

っ
て
托
し
い
、
¢
東
沖
．
（
出
焦
し
た

う
え
は
、
薮
世
の
救
済
に
苅
挿
し
て
私
立

に
桝
功
し
な
辛
い
と
、
柑
と
父
親
と
の
立

場
か
ら
℡
う
．
九
「
魚
や
の
声
措
守
り
林

な
り
．
あ
ほ
九
な
る
さ
ま
な
も
べ
し
し
（
横

江
入
廷
】
．
；
交
攻
の
披
も
．
〓
女

三
の
甘
は
、
父
玩
と
心
せ
耐
り
た
富
も

せ
で
に
粥
九
ね
ば
な
ら
ぬ
と
患
う
と
、
挽

好
も
ろ
く
に
で
き
な
い
．
一
二
条
囁
挟
の

乗
馬
の
中
卒
と
甘
り
急
な
出
京
に
改
し
て

の
黍
琴
一
九
出
家
解
の
粂
囁
綴
が
六
灸

荻に粥革した．1捗琳轟（毒○ご．岩
こ
ち
ら
か
ち
野
山
に
山
内
い
て
、
あ

ら
た
わ
て
お
礼
セ
ナ
る
．
芸
魚
態
挟
む

野
山
に
送
る
べ
く
、
モ
の
行
列
七
両
氏
の

ほ
う
で
惑
え
る
．
－
｛
以
下
、
か
つ
て
魚

筒
琵
が
汲
氏
に
女
≡
の
官
を
杜
揺
さ
せ
る

と
か
く
抑
こ
え
返
さ
ひ
思
し
や
す
ら
ふ
ほ
ど
に
、
夜
明
け
方
に
な
り

卓

ね
。
煉
り
入
ら
ん
に
、
逝
も
基
は
は
し
た
た
か
る
ペ
し
と
急
が
せ
た
ま

▲
い
0
1

I

ひ
て
、
御
祈
斜
に
さ
ぷ
ら
ふ
中
に
、
や
む
ご
と
な
う
埠
き
か
ぎ
り
召
し

ゝ
ぐ
し

l
l
ぐ
L

入
れ
て
、
軸
受
お
ろ
さ
せ
た
ま
ふ
。
い
と
さ
か
り
に
き
ょ
ら
な
る
御
史

書
托
▲
れ

セ
そ
ぎ
棄
て
て
、
忌
む
こ
と
受
け
た
ま
ふ
作
故
悲
し
う
ロ
略
し
け
れ

シ
上
r

ば
、
大
殿
ほ
え
忍
び
あ
へ
た
ま
は
ず
、
い
み
じ
う
放
い
た
ま
ふ
。
昆
、

は
た
、
も
と
ょ
り
、
と
り
分
き
て
や
む
ご
と
な
く
、
人
よ
り
も
す
ぐ
れ

て
見
た
て
せ
つ
ら
ん
と
思
し
し
を
、
こ
の
世
に
ほ
か
ひ
な
を
ヤ
ク
に
な

い
た
て
ま
つ
る
も
飽
か
ず
悲
し
け
九
は
、
う
ち
し
は
た
れ
た
ま
ふ
。

◆

八

一
ん
†

虫
岱
捉
「
か
く
て
も
、
た
ひ
ら
か
に
て
、
同
じ
う
ほ
念
駒
を
も
劾
わ
た
ま

人

へ
L
と
防
・
し
え
お
き
た
ま
ひ
て
、
明
け
ほ
て
ぬ
る
に
急
ぎ
て
出
で
さ
せ

た
ま
ひ
ね
。－○

〓

宮
ほ
、
な
ほ
粥
う
消
え
入
る
や
う
に
し
た
ま
ひ
て
、
ほ
か
は
か
し
う

＿
一
亡
ど

も
え
見
た
て
ま
つ
ら
ず
、
も
の
な
ど
も
開
こ
え
た
ま
ほ
ザ
。
大
殿
も
、

－
エ

ー一

「
夢
の
や
う
に
思
ひ
た
ま
へ
乱
る
る
心
ま
ど
ひ
に
、
か
う
管
お
ば
え
た

ニ
九
八

御
薬
舶
を
召
さ
九
、
何
か
食
べ
物
恕
お
あ
カ
l
り
な

さ
い
ま
し
．
い
く
ら
也
1
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
お

身
鉢
が
封
っ
て
い
て
ほ
、
お
勤
め
も
お
で
き
に
な

れ
ま
し
▲
う
か
．
と
に
か
く
ご
衆
生
恕
な
与
っ
て

か
ら
の
こ
と
に
し
と
申
し
あ
げ
ら
れ
る
が
、
甘
は

双
七
振
っ
て
、
r
な
ん
と
つ
ら
い
こ
と
を
お
っ
し

ヤ
ろ
」
と
お
恐
い
に
な
ら
九
る
．
r
賀
に
ほ
お
出

し
に
な
ら
な
い
で
、
・
円
心
う
ら
め
し
い
と
お
思
い

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
J
と
、
お
山
析

し
に
な
ら
れ
る
と
、
い
じ
ら
し
く
か
わ
い
そ
う
に

な
る
．あ
れ
こ
れ
と
申
し
あ
げ
て
反
対
し
、
ぐ
ず
ぐ
ず

た
め
ら
り
て
い
ら
っ
し
†
る
う
ち
に
、
改
も
明
け

方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
．
山
に
お
鱒
り
に
な
る
の

に
、
そ
り
寒
中
も
星
間
で
ほ
見
合
が
ぁ
る
い
だ
ろ

う
と
、
お
魚
が
せ
に
な
っ
て
、
釣
祈
鈎
の
た
め
に

宮
に
お
仕
え
し
て
い
る
僧
の
中
で
、
身
分
高
く
轄

の
あ
る
葱
ば
か
り
な
お
呼
び
人
丸
に
な
っ
て
、
榊

“
繋
を
お
ろ
さ
せ
な
等
る
．
今
が
盛
り
の
」
究
晶
高
く

興
し
い
榊
舶
几
セ
そ
ぎ
捨
て
て
、
碗
を
お
受
は
り
に
な

る
儀
式
が
、
悲
し
く
も
筏
急
に
も
思
わ
九
る
の
で
、

大
粒
は
と
て
も
こ
た
っ
え
ら
れ
ぬ
お
魚
挿
に
な
ら
九

て
ひ
ど
く
お
泣
き
に
な
ら
れ
る
．
院
も
ま
た
、
も

と
よ
り
と
り
わ
は
り
だ
い
じ
に
な
さ
っ
て
、
粒
ょ
り

も
し
あ
わ
せ
に
な
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
り
ェ
ぅ
と
の

お
ぼ
し
め
し
で
あ
っ
た
の
を
、
こ
の
世
で
ほ
そ
の

か
い
も
な
い
尼
姿
に
し
て
さ
し
あ
げ
る
の
も
、
い

い
ょ
よ
ノ
も
な
く
悲
し
く
感
じ
ら
九
て
、
瞑
に
宿
れ

．4一丁エ科脊ハ

庶

氏

物

憫岬

（
畷
江
入
廷
）
．

キ
女
三
の
官
の
羽
東
七
宗
じ
、
載
長
の
立

と
し
て
帝
氏
に
托
綬
さ
せ
た
粂
背
反
は
、

そ
の
た
め
に
不
傘
に
眈
鴇
す
る
こ
と
と
な

っ
た
妓
女
な
ヽ
姓
癌
に
も
わ
が
卒
で
山
家

さ
せ
る
ほ
か
な
か
っ
た
．
こ
の
他
釆
セ
、

…
桝
鼓
丁
受
払
的
に
う
け
と
ら
せ
ら
れ
る
∫
取
壊

の
虎
庶
ほ
も
は
や
山
Ⅳ
蚊
化
し
て
い
る
．

】「攻夜Lほ、六時（普あ二八九っ

旺
】
き
の
釣
行
の
一
つ
で
、
夜
中
か
ら
夜

明
け
ま
で
行
な
わ
九
ろ
．
ニ
魚
雀
艮
描

最
後
ま
も
な
く
、
変
改
の
竹
あ
っ
て
か
、

勒
の
焦
が
女
王
の
甘
¢
身
体
か
ら
経
れ
る
．

Ⅹ
宛
捻
り
℡
い
方
．
付
畝
粍
が
丼
¢
上

か
ら
飴
り
抜
七
追
放
さ
せ
た
こ
と
を
い
う
．

し
た
が
っ
て
六
灸
わ
息
所
の
花
荘
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
ろ
．
エ
こ
こ
で
も
常
の
上

に
或
℡
な
群
氏
七
怯
み
妬
む
．
（
「
発
花

街
搭
に
、
小
】
免
院
女
帝
（
由
夫
公
女
）
の

飽
焚
に
て
、
常
在
（
愛
）
禅
女
ひ
き
し
く

わ
づ
ら
ひ
捻
て
、
つ
い
で
申
ぐ
し
お
ろ
さ

せ
始
ふ
、
そ
の
時
邪
気
人
ヒ
つ
・
ぎ
て
、
い

ま
こ
そ
ぅ
九
し
け
れ
と
て
争
を
う
ち
て
わ

ら
ひ
く
ろ
ふ
よ
し
み
え
た
り
．
他
事
欺
L

（
河
封
抄
）
．
廿
払
下
、
物
の
怪
の
執
念

の
一
躍
書
に
、
あ
ら
た
め
て
吼
環
七
如
一
ぼ
え

る
．
（
女
三
の
官
り
免
心
が
物
の
珪
ゆ

え
か
と
思
う
と
、
そ
の
出
常
に
ー
那
た
な
悪

質
が
わ
く
．
九
「
酌
み
が
た
げ
に
見
え

・
・
・
L
と
ナ
る
東
が
多
い
．
岩
庶
氏
と
同

様
に
．
こ
の
あ
た
り
、
煎
氏
と
女
汐
た
ち

り
束
縛
が
亙
な
り
、
文
窯
ほ
煎
氏
の
そ
九

と
し
て
r
せ
さ
せ
た
ま
ふ
L
と
L
わ
く
く
ら

れ
る
．
〓
舟
・
士
で
の
よ
，
な
欝
ヤ
か
な

女
忍
で
な
く
な
る
尾
野
セ
い
う
．
≡
央

後
攻
の
御
加
持
に
、
御
物
の
侵
出
で
発
て
、
鞄
の
托

【
｛
）
大
魚
御
息
所

▲

▼

の
幼
の
怪
、
ま
た
「
か
う
ぞ
あ
る
よ
。
い
と
か
し
こ
う
取
り
近
し
つ

も慧れる

と
、
工
迄
思
し
た
り
し
が
、
ド
と
暇
か
り
し

か
ば
、
こ
の
わ
た
り
に
‡
り
げ
な
く
て
な
ん
日
ご
ろ
さ
ぶ
ら
ひ
つ
る
。

｛

†

今
は
烙
り
な
ん
」
と
て
う
ち
共
ふ
。
い
と
あ
さ
ま
し
う
、
さ
ほ
、
こ
の∧

物
の
怪
の
こ
こ
に
も
麒
れ
ざ
り
け
る
に
や
あ
ら
ん
と
思
す
に
、
い
と
ほ

く†

し
う
悔
し
う
思
さ
ろ
。
官
、
す
こ
し
生
き
出
で
た
ま
ふ
や
う
な
れ
ど
、

人

】○

〓

な
ほ
頼
み
が
た
げ
に
の
み
見
え
た
ま
ふ
。
さ
ぷ
ら
ふ
人
々
も
、
い
と
雷

－
－

ふ
か
ひ
な
う
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
か
う
て
も
た
ひ
ら
か
に
だ
に
お
ほ
し
ま
さ

一
・
和
▲

暮
ま
、
と
念
じ
っ
つ
、
御
捗
法
、
ま
た
延
べ
て
、
た
ゆ
み
な
く
行
は
せ
な

ど
、
上
ろ
づ
に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。

【
七
】
柏
木
、
タ
招

】l

－
★

か
の
衝
門
督
ほ
、
か
か
る
御
苓
を
耶
叩
き
た
ま
ふ
に
、

ー
暮

に
啓
白
、
後
事
を
い
と
ど
消
え
入
る
や
う
に
し
た
ま
ひ
て
、
む
げ
に

托
し
て
死
去
ナ
る

ー
∧

筋
む
方
少
な
う
な
り
た
ま
ひ
に
た
り
。
女
官
の
あ

－
一

は
れ
に
お
ぼ
え
た
空
へ
ば
、
こ
こ
に
放
り
た
卓
暮
ま
ん
こ
と
ほ
、
今
さ
ら

三8

ん
で
し
な
ど
と
申
し
あ
げ
ら
九
る
の
で
、
「
琉
ね

放
ね
こ
う
き
で
伸
せ
ら
九
ま
す
と
、
か
え
っ
て
恥

じ
い
ろ
思
い
で
ご
ざ
い
普
す
ヽ
東
沖
が
す
っ
か
り

軌
耶
挺
し
て
し
ま
い
ま
し
て
、
も
う
何
を
ど
う
し
て

よ
い
の
か
分
別
が
つ
き
か
ね
る
の
で
ご
ざ
い
ま

す
し
と
首
っ
て
、
い
か
に
も
こ
ら
え
ら
九
そ
う
も

な
い
御
恩
い
で
い
た
り
っ
し
†
る
．

【
｛
】
後
攻
の
御
加
持
に
、
御
物
の
怪
が
現
わ
れ
て

き
て
、
「
そ
れ
ご
一
り
ん
な
さ
い
．
玄
？
た
く
タ
ま

く
取
り
返
し
た
と
、
お
一
人
に
つ
い
て
－
土
思
り
て

お
い
で
だ
っ
た
の
が
、
と
て
も
細
ら
し
か
っ
た
の

で
、
こ
の
あ
た
り
に
書
り
げ
な
ぐ
ヤ
っ
て
き
て
、

こ
の
数
日
と
り
つ
い
て
い
た
の
で
ナ
．
も
う
立
ち

去
る
こ
と
に
し
ま
ナ
」
と
℡
っ
て
失
う
．
堺
の
梵

外
さ
に
ま
？
た
く
繋
い
て
、
r
さ
て
ほ
、
こ
の
物

の
怪
が
こ
の
嘗
に
も
催
九
ず
に
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
」
と
お
気
づ
き
に
な
る
と
、
嘗
が
い
じ
ら
し
く

も
あ
り
、
ま
た
後
悔
も
‡
れ
る
．
宮
ほ
、
少
し
元

気
七
取
り
戻
さ
九
た
ょ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

や
ほ
り
煽
り
な
さ
そ
う
に
お
見
え
に
な
ろ
は
か
り

で
あ
ろ
．
お
そ
ば
に
お
仕
え
す
る
人
た
ち
も
十
ら

か
り
気
落
ち
し
た
思
い
で
あ
る
け
れ
ど
t
も
、
こ
の

上
入
ノ
な
お
姿
で
も
、
せ
め
て
ご
無
事
で
い
ら
っ
し

ヤ
る
の
で
あ
っ
た
ら
と
、
つ
ら
さ
を
こ
た
っ
え
て
ほ

釣
嬢
泣
を
さ
ら
に
く
り
濾
べ
て
、
怠
り
な
く
勤
め

き
せ
ろ
な
ど
万
桝
に
手
を
お
尽
く
し
に
な
ら
九
ろ
。

【
セ
）
あ
の
解
門
懇
ほ
、
こ
の
上
う
な
御
節
を
お
粥

き
に
な
る
と
、
ま
す
普
す
椚
え
入
ろ
よ
う
に
な
書
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ベ
く
、
「
A
「
損
か
羽
8
か
と
お
ば
え
は
ベ

ウ
つ
つ
、
…
L
「
†
た
盈
ひ
ゆ
づ
る
人
な

き
セ
は
、
・
こ
（
蕾
菜
上
田
〇
・
田
－
”
J

な
ど
と
甘
っ
た
℡
葬
セ
さ
す
．
芯
こ
の

訂
郊
、
魚
雀
托
白
身
に
は
俊
文
の
な
い
本

心
カ
、
ら
で
あ
る
と
し
て
£
Y
、
帝
粍
に
は
馬

烈
な
戌
蜘
と
し
て
う
け
と
め
ら
九
上
，
．

一
（
「
甘
ひ
つ
け
」
¢
耳
故
茨
一
環
．
煎
氏
の

食
肉
と
ほ
無
明
俵
に
押
し
っ
け
た
、
と
ナ

る
．
－
八
さ
き
に
「
た
だ
甜
川
け
お
き
た
て

士
つ
り
し
し
ろ
し
に
は
懲
ひ
な
し
て
」
（
こ

九
六
っ
）
の
繋
辞
に
対
応
し
た
響
．
還

女
≡
の
官
の
先
心
が
r
曳
く
べ
う
も
し
患
わ

九
ぬ
状
鼠
に
上
る
だ
け
に
、
舟
セ
と
り
と

わ
て
生
き
な
が
ら
え
た
堺
食
を
考
蕗
ナ
る
．

≡
「
あ
ま
に
な
り
捻
て
此
挟
に
す
み
捻
ふ

ペ
き
革
も
い
か
ゞ
也
．
又
A
T
書
ら
山
鹿
な

ど
に
任
地
ふ
ぺ
き
に
も
あ
ら
†
と
也
L
（
ぬ

托
抄
）
．
こ
の
あ
た
り
は
、
苛
き
の
r
斡
匁

分
に
、
…
柑
ひ
て
窪
ま
せ
た
て
甘
つ
ち
ん
し

ヒ
好
応
．
重
い
く
ら
か
た
い
放
免
と
ほ

い
え
、
の
先
抒
．
量
r
事
ま
し
ほ
、
毘
の

身
¢
上
．
r
身
へ
は
ち
と
魚
雀
も
下
心
の
あ

る
印
の
鉄
也
し
（
犠
江
入
党
）
．
さ
き
の
「
巷

甘
ふ
と
も
．
い
と
お
ろ
か
に
l
ミ
ュ
も
忍
ひ

放
ち
た
土
ほ
じ
し
（
こ
九
七
っ
）
に
対
応
．

1
也
r
な
ほ
」
で
、
蛇
行
蒋
ウ
r
年
ご
ろ
ほ
心

ヤすく彪ひ…しをよびぉこ†琴

壷
「
士
じ
，
な
ん
ど
J
と
す
る
米
も
多
い
．

ニ
【
押
し
く
伸
せ
ら
れ
ち
放
ら
が
、
そ
う
で

な
い
よ
り
も
か
え
っ
て
、
り
梵
．
ニ
勺
書

き
の
「
夢
○
ヤ
ー
ノ
に
男
ひ
た
ま
へ
軌
る
ろ

心
ま
ど
ひ
」
セ
く
り
近
ナ
東
沖
．
「
魚
雀
¢

柄
心
や
セ
尤
と
辞
し
て
か
や
う
に
血
で
冶
ふ

た
ヤ
．
女
王
の
丙
ひ
が
ご
と
ゃ
し
り
抱
ほ

で
、
魚
囁
の
お
ば
ナ
は
何
蔑
り
な
る
ぺ
し
J

柏

木

l
●
▲
▼

る
御
率
の
か
し
こ
普
り
を
も
、
え
御
見
ぜ
ら
れ
ね
ら
う
が
は
し
さ
ほ
、

】
一

－
1

こ
と
さ
ら
に
参
り
ほ
ん
ペ
り
て
な
ん
L
と
如
こ
え
た
蜜
ふ
。
解
法
り
に

－
｛

け
∫

▲
†

人
々
参
ら
せ
た
ま
ふ
。
ゑ
唱
名
．
世
の
中
の
、
今
日
か
明
日
か
に
お
ぼ
え

は
ペ
り
し
ほ
ど
に
、
ま
た
知
る
人
も
な
く
て
た
だ
よ
は
ん
こ
と
の
あ
は

ー
◆
和
い

れ
に
選
り
が
た
う
お
ば
え
ほ
ペ
し
か
は
、
御
蕃
蕊
に
ほ
あ
ら
ぎ
り
け
め

■人

－
人

ど
、
か
く
糊
こ
え
つ
け
て
、
年
ご
ろ
ほ
心
や
す
く
恩
ひ
た
ま
へ
つ
る
を
、

屯〇

一ニ

ュ上

しけ

も
し
も
生
き
と
ま
り
は
ペ
ら
ば
、
さ
せ
興
に
変
り
て
、
人
繋
き
住
ま
ひ

ほ
つ
き
な
か
る
ペ
き
せ
、
さ
る
ぺ
き
山
盈
な
ど
に
か
け
瀬
れ
た
ら
む
あ

ー
】

－
〓
l

ウ
さ
ま
も
、
ま
た
、
さ
す
が
に
心
威
か
る
ペ
く
や
。
さ
せ
に
従
ひ
て
、

正
■

斗▲

な
捻
、
思
し
放
つ
普
じ
く
」
な
ど
脚
こ
え
た
ま
へ
ば
、
扱
彗
．
さ
ら
に
、

て
お
い
で
に
な
る
．
「
こ
ん
な
お
姿
に
な
ら
九
て

も
．
ど
う
ぞ
ご
魚
群
で
、
ど
う
せ
な
ら
念
熟
女
も

お
勤
め
に
な
ら
れ
る
エ
ー
ノ
に
J
と
お
宵
山
罪
セ
お
残

し
に
な
っ
て
、
夜
が
明
け
て
し
せ
っ
た
の
で
急
い

で
お
立
ち
に
な
ら
れ
た
．

宮
は
、
ま
だ
ヤ
ほ
旦
粥
々
し
く
杓
え
入
る
よ
う

に
な
さ
っ
て
、
ほ
っ
・
ぎ
り
と
父
院
を
拝
す
る
こ
と

も
で
を
ず
、
と
て
も
ご
竣
拶
な
ど
申
し
あ
げ
ら
れ

な
い
。
大
殿
も
、
r
夢
の
上
う
な
心
地
で
と
り
乱

し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
う
し
た
甘
な
つ
か
し
く
思

わ
丸
ま
す
和
琴
の
御
礼
を
も
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い

た
だ
け
な
い
ご
無
礼
は
、
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
参

上
い
た
し
せ
し
て
J
と
申
し
あ
げ
ら
れ
る
。
衝
送

り
に
お
供
の
人
々
を
書
い
ら
せ
ら
九
る
．
コ
）
の

世
で
の
私
の
食
も
A
「
白
か
明
日
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
こ
ろ
に
、
あ
と
に
残
さ
九
た
宮
が
ほ
か
に
後
見

す
る
人
も
な
く
さ
せ
ょ
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

と
、
そ
の
こ
と
が
か
わ
い
そ
う
で
こ
の
世
七
抽
て

が
た
く
思
わ
丸
ま
し
た
の
で
、
あ
な
た
の
捻
う
で

己
れ

か
く
ま
で
伸
せ
ら
る
る
な
ん
、
か
へ
り
て
取
づ
か
じ
う
思
ひ
た
ま
へ

己
●

る
る
。
乱
り
心
地
と
か
く
乱
れ
ほ
ペ
ゥ
て
、

ご
本
文
で
ほ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
の

う
に
お
役
括
な
お
放
み
申
し
て
こ
の
年
月
安
心

て
お
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
も
し
も
宮
が
命
を

り
と
め
る
こ
と
に
な
り
す
し
た
な
ら
、
尼
葵
で

ペ
ら
ず
」
と
て
、
げ
に
い
と
た
へ
が
た
げ
に
駁
し
た
り
。

は
人
の
出
入
り
の
多
い
住
ま
い
ほ
ふ
さ
わ
し
く
な

い
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
か
と
い
り
て
し
か
る
べ
・
昏

山
風
な
ど
に
赦
九
て
住
む
の
も
、
こ
九
ま
た
な
ん

と
い
っ
て
も
心
拓
い
こ
と
で
し
ょ
▲
ノ
．
尼
の
身
l
土

足
の
身
で
い
つ
ま
で
も
お
見
捨
て
に
な
L
ワ
れ
ま
せ

こ
九
九

雀
抜
の
℡
り
た
「
か
く
て
も
、
た
ひ
ら
か

に
て
し
に
近
駁
し
た
茨
現
．

十
宜
こ
の
官
の
出
家
は
、
紆
氏
の
夢
窓
と

し
て
わ
が
押
通
恕
恐
れ
ぉ
の
の
く
＃
在
か

ら
の
転
身
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
物
の
怪

¢
取
り
つ
く
外
食
な
病
状
に
よ
っ
て
挺
進

音
九
た
¢
で
あ
る
．
こ
の
投
の
物
の
怪
出

現
は
、
そ
の
技
件
の
種
明
か
し
で
も
あ
る

が
、
同
時
に
煎
氏
の
人
生
・
格
好
セ
、
現

実
の
▲
介
解
か
ら
、
あ
る
い
は
扱
広
か
ら
相

対
化
す
る
敷
球
あ
い
が
あ
ろ
う
．

言
柏
木
．
蒜
☆
三
の
甘
¢
出
欝
．
芸

窒
こ
の
官
が
「
な
l
王
粥
う
糾
え
入
ろ
や
う

に
」
（
〓
九
∧
り
）
と
あ
っ
た
の
に
駁
た
糞

及
．
；
先
の
方
の
薄
紫
¢
官
．
た
柊
の

熟
に
村
田
す
べ
く
約
束
し
て
い
た
（
若
菜

T
こ
七
三
ワ
）
が
、
い
ょ
い
よ
魚
沼
の
噂

と
懸
う
の
で
あ
ろ
．
■
七
父
大
臣
の
硲
．

蕗
兼
の
官
の
兼
邸
は
、
そ
の
息
女
と
い
ぅ

身
分
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
、
と
す
る
．
ス

「
ヤ
～
に
も
あ
ら
む
セ
」
ま
た
ほ
「
ヤ
ク
に
し

と
い
う
典
文
が
あ
ー
勺
．
；
ど
ん
な
状
況

で
あ
れ
、
蕗
顛
の
甘
が
不
用
急
に
人
8
に

さ
ら
号
れ
る
の
－
1
不
塔
食
で
あ
る
、
と
す

る
．
毒
▲
8
分
へ
粗
末
）
が
滞
蒸
の
嘗
の
も

と
へ
．
三
燕
故
の
材
海
．
ニ
ニ
拍
大
の

爾
及
が
．
豆
労
瀧
さ
え
か
な
わ
白
花
別

だ
と
思
う
粉
末
ほ
、
馬
車
の
甘
へ
○
後
攻

七
月
斑
に
故
抗
ナ
る
．
－
校
以
下
、
露
燕

¢
官
の
、
始
末
へ
の
降
振
り
掻
練
が
、
こ

こ
で
初
ち
て
明
ら
か
に
さ
九
る
．
意
籍

薮
り
甘
の
母
．
芙
致
比
の
大
鑑
の
見
取

に
上
ろ
．
r
ぁ
た
ち
L
－
王
、
ナ
わ
り
た
り
立

り
た
り
で
、
丹
摂
¢
書
士
．
始
末
自
身
ほ
、

「
恩
ム
こ
と
○
か
な
は
ね
患
ほ
し
事
々
忠

ひ
わ
び
て
」
（
落
果
下
〓
〇
八
M
．
）
と
あ
ろ

‖朽

木

ト
l
が
暮

■＜

，
へ
＿
と
ど

に
、
軽
々
し
き
や
う
に
あ
ら
ん
を
、
上
も
大
臣
も
、
か
く
、
つ
と
そ
ひ

ーl

お
ほ
す
れ
は
、
お
の
づ
か
ら
と
り
ほ
づ
し
て
、
見
た
て
空
つ
り
た
普
ふ

主○

や
う
も
あ
ら
む
に
あ
ぢ
き
な
し
と
思
し
て
、
ぬ
東
「
か
の
富
に
、
と
か
く

二
－

ひ上

l

こ
£

し
て
い
ま
一
た
び
容
う
で
ん
」
と
の
た
ま
ふ
を
、
さ
ら
に
ゆ
る
し
き
こ

え
た
ま
ほ
ず
。

た人

工
l

三
l

終
に
も
、
こ
の
官
の
御
こ
と
を
閃
こ
え
つ
け
た
普
ふ
。
ほ
じ
め
よ
り
、

芭
▲
l
†
ナ
r
－
こ
ち
，

三
n

お
と
ど

母
御
凰
所
ほ
を
さ
セ
さ
心
ゆ
き
た
ま
ほ
ざ
り
し
を
、
こ
の
大
臣
の
ゐ
た

ち
ね
む
ご
ろ
に
聞
こ
え
た
せ
ひ
て
、
心
ざ
し
探
か
り
し
に
負
け
た
ま
ひ

一
小
人

三
t

【
和
ん

て
、
抗
に
も
、
い
か
が
ほ
せ
ん
と
思
し
ゆ
る
し
け
る
を
、
二
晶
の
宮
の

－
】
九

御
こ
と
恩
ほ
し
乱
れ
け
る
つ
い
で
に
、
魚
笛
拉
「
な
か
な
か
、
こ
の
富
ほ
、

行
く
先
う
し
ろ
や
す
く
、
ま
め
や
か
な
る
後
見
ま
う
け
た
き
へ
り
L
と

▲
○

の
た
ま
は
す
と
聞
き
た
ま
ひ
し
を
、
か
た
じ
け
な
う
思
ひ
出
づ
。
拗
米

一
－

「
か
く
て
風
発
て
た
て
ま
つ
り
ぬ
る
な
め
り
、
と
思
ふ
に
つ
け
て
は
、

l
魚

稚か

■
■

さ
ま
．
・
ま
に
い
と
ほ
し
け
れ
ど
、
心
上
り
外
な
る
命
な
れ
ば
、
た
へ
ね

契
り
蚊
め
し
う
て
、
思
し
畷
か
れ
ん
が
心
苦
し
き
こ
と
。
軸
心
ぎ
し
あ

っ
て
、
ま
る
で
回
役
の
見
込
み
も
少
な
く
な
っ
て

し
ま
わ
九
た
。
北
の
方
の
女
官
な
か
わ
い
そ
う
に

お
思
い
に
な
る
の
で
、
「
こ
こ
に
お
屈
し
嘲
う
の

ほ
ご
身
分
糾
い
き
さ
ら
軽
々
し
い
よ
う
に
思
ゎ
九

る
し
、
母
上
も
父
大
臣
も
、
こ
う
し
て
お
そ
ば
に

付妄りでいらっしヤるのだから、しぜん

に
何
か
の
は
ず
み
で
お
姿
を
ご
ら
ん
に
な
る
ょ
う

な
こ
と
で
も
あ
っ
て
は
、
そ
れ
も
困
る
」
と
お
思

い
に
な
っ
て
、
「
あ
ち
ら
の
官
に
、
ど
う
ぞ
し
て

も
う
一
皮
う
か
が
い
た
い
し
と
お
っ
し
ヤ
る
の
だ

が
、
ど
う
し
て
も
お
拝
し
に
ほ
な
ら
れ
な
い
。

ど
な
た
に
も
、
こ
の
官
の
山
国
市
を
お
広
み
に
な

ら
れ
ろ
．
初
め
か
ら
、
母
の
御
轟
は
あ
ま
り
お

先
が
進
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
父
大

臣
が
鮮
度
し
て
熱
心
に
お
袋
み
申
さ
九
た
の
で
、

そ
の
気
時
の
辞
さ
に
お
負
け
に
な
っ
て
、
昆
も
い

た
し
か
た
な
い
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
て
お
拝
し
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
が
、
二
晶
の
宮
の
努
革
に
あ
九
こ

れ
と
お
心
セ
お
店
め
に
な
ら
れ
た
折
に
、
「
か
え

っ
て
こ
の
こ
の
官
は
、
行
く
究
も
安
心
の
で
き

る
、
l
し
っ
か
ト
ソ
し
た
披
見
か
ー
お
持
ち
に
な
っ
た
」

と
仰
せ
ら
れ
た
と
ち
ノ
か
が
っ
た
こ
と
を
、
長
九
多

い
こ
と
に
思
い
庖
こ
ナ
の
で
あ
る
．
「
こ
う
し
て

扱
に
お
渡
し
申
し
あ
l
ぷ
り
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

と
思
う
に
つ
け
て
、
い
ろ
い
ろ
と
お
い
た
わ
し
い

の
で
ナ
が
、
思
い
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
の
が
命
な

り
で
す
か
ら
、
全
う
す
る
こ
と
り
で
き
な
か
？
た

大
府
の
契
り
が
う
ら
め
し
く
て
、
宵
が
ど
の
ょ
う

三
〇
一
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姦2回洛（古文） 文体みの孫属その飽 】9g2・0了・09 石井

文体みに次の徽規を行ってください．

1）内容・・…・好古典文法凝鍵レッスンJの32～39ページの予習．

之）期駁・・…・9月311（凍） 乍級3時ユ5分まで

●遅れた場合は観点する．

3〉評点……2学期の評点に7点沸点で救える．

この敵将問があると思うので、芝草期の授凝で故うど源氏勧誘』を、作家たちの卿（

顔訳で紋んでみてください．将患．大学の国文学科にでも行きたいという希盟があれば楽

しみに取っておくのもよいでしょうが、この文体みに統まないと、永遠に琉むチャンスを

失い恵す．決して原文で琉むあ要はありません．近代の作家たちが全村カを往いで訳した

それは虚文に劣らぬカを持ってい渡す．ちなみに、安く叉える文掛ま、次のとおりです．

与謝野晶子r蔽氏物頚j（角川文臥 3際）

谷崎耕一序一番氏物部j（申公文痩、5舟）

円地文子F蜜氏物議丘（新潮文雄、5浄）

田辺教子r薪蔽氏物露j（新潮文臥 3静）

こうした現代函駅で戌むのがベストなのですが、有歩誘って、盈取次のような解説だ

けでも汲んでください．

秋山虔r蔽氏幼紡j（砦改新零）

故山虔r敵氏物洛j（教養文庫）

鈴水8出ぁーはじめての滋氏槻丘（規淡社現代薪寄）

くりかえし督いますが、今が、たぷん最後のチャンスです．

ごらんなきい．

宇治十妨などは懲喝

だまされたと思って琉んで

ついでに．」二男千藤子アマザコン少年の京洛j（河合ブックレット 520円）駄文

予昏蚊での放流です．この本も挟んでみるとよいでしょう・特に心配な人は・

おわり

怒氏吻漆アンケート（2） ＝）鼠 199之・＝・＝ 石井

ラ？匁

5噂何の授茶で学習した囁固で、①～⑳について．ア～りの砕から遜んでください．

Q）栴蛮骨の後宮の様子について

7わかった イノートを見れIfわかる りわからない

メラ ユヰ 之

②光蔚氏を藍藻に降下した浸由について

アわかった イノートを見ればわかる

叫
12

（熟舟婚のタブーについて

アわかった イノートを見ればわかる

I？ l？

ウわからない

7

ウわからない

3

ゆ光顧氏のr色好みJく折口信夫説）について

アわかった イノートを見れiまわかる

汚 17

⑳ノヽ兵科息所のくと電について

アわかった イノートを見れはわかる

コg 8

◎光蔽氏の遼心（拙家しようという曳持ち）

アわかった イノートを見ればぁかる

コヱ
l之

や増穂塊慈言草J（前日倍大淡）について
アわかった イノートを見ればぁかる

け II

叫光蔚氏のr紆在王権j について

アわかった イノートを見ればわかる

暮り l冒

（分r界j と r出家Jの国儀について

アわかった イノートを見ればわかる

ユ♭
10

㊨六灸院という家の横取について

アわかった イノートを見ればわかる
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アおもしろそうだから．
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③なぜこのような茹き方をしたと思うか．考えられることを自由に番いてください．
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4．ぁわりに

教材が固定的であるがゆえに，また古典作品それ自体が安定した位置にあると思われているが

ゆえに，古典の授業ほ比較的楽であるという声を時に耳にすることがある。しかしそれは誤って

いる。く現在〉が常に変化している限り，そこに生きる我々と古典との関係もー定であるはずが

ない。その意味において，たとえば『枕草子』も『徒然草』も安定教材と呼ぶことは滞るべきで

あろう。（そもそも古典に限らず，現代文においても，安定教材というものが存在しえるのだろ

うか。安定教材という用語を安易に用いることほ，とりもなおさずく現在〉を等閑視しているこ

とと同義であると考えられる。）我々が問題意識、として持たねばならないことほ，古典作品をあ

る固定した位置に無理やり押しつけ，そこを出発点とするのではなく，古典の授業の出発点が実

は常に動いているということでほないだろうか。今回実施した『百人一首』に関する調査に即し

て言うと，「百人一首かるた」が自分の家にないと答えた生徒が3割を越えている。この3割の

生徒は「坊主めくり」もやったことがないのであろうか。『百人一首』をどの程度覚えているか

ということの前段階に，「坊主めくり」という遊戯を3割以上の生徒が経験したことがないらし

いという推定が成り立つこと，これは古典の授業の出発点をどのあたりに置くかを考える1つの

よりどころになるのではないか。即ち，「坊主めくり」という遊戯が（たとえば「姫めくり」で

はなく）まさしく「坊主めくり」であることの意味を考えれば，「坊主めくり」を通じて形成さ

れる「坊主」に対するイメージ，「坊主」という語自体の語感は重要であり，それほ古典に少な

からず登場する「僧。法師。坊主」の人物形象読解の一助となるはずである。しかし「坊主」と

いう語に何のイメージも持ち得ない生徒も確実に存在するという現状認識，これが古典の授業を

組み立てていく上で（たとえば『徒然草』89段「猫また」の諸に登場する「連歌しける法師」に

ついて考える場合）1つの出発点になるのでほないだろうか。

授業の実践報告については，その具体的意図ほ本論で既㌢こ述べたのでここでほ繰り返さない。

1つ付言すれば，今回の試みが古典の授業として有効であり，すく小さまどの教育現場においても

通用するものであるとほ我々は考えていない。そもそも固定化した授業マニュアルという轟想ほ，

ここまで述べてきた問題意識とほまったく相容れないものだからである。我々のねらいほ，古典

授業の硬直化を避け，流動する〈現在〉と古典とをいかにダイナミックに切り結ぶかにある。そ

のために何を出発点に置き，どのように組み立てるかが常に問われることになる。それに対する

1つの可能性の追求としての試みが今回の授業案である。来年度もこうした試みを続けていく予

定である。より多くの御叱正を乞う。
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